

































俺が彼女に迫られて、妹が怒ってる？３
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ




「これしき、のことれ、うちは、みゃ、負みやけませんから……」

　舌が麻ま痺ひしたような口調で言ったあと、ルージュが悠ゆう斗との首にしがみついてきた。

　彼女の豊かすぎる胸が、腕にむにぃ[image: ][image: ][image: ]っと押しつけられてくる。

「お、おい？　ちょ……」

　悠斗は、とっさにルージュの細い腰を抱き寄せた。彼女が、いまにも倒れてしまいそうになっていたからだ。

「ぁ、ふぅ、ん、た、大丈夫たいちよぷ、てすから」

　ルージュが、ふるふると震ふるえている両足をわずかにひろげ、倒れることを懸けん命めいに拒否し続けている。

　酔よったような彼女と密着し、そのやわらかさをむにむにと押しつけられていると、なんだか変な気持ちになってくる。ドキドキだ。

　通路の前後にちらほら人影が見えるけど、顔が判別できないほど暗いため、視線もそれほど気にならない。

　暗い場所で、悠斗は腰が砕けたようになっているルージュのからだを支えたまま、ゴクリとツバを呑のみ込こんだ。

「ふぅぅん、ゆぅとひゃん、うち、もう、もう」

　ルージュが、甘ったるい声をもらしながら、むぎゅむにとすり寄ってくる。

　悠ゆう斗とは、跳ね回る心臓をなんとか抑え込みながら、考えた。

　こんな場合、どうすれば……。




　二時間ほど前……。




「霊が人間に戻る方法は、うちが知る限りではみっつあります」

　合同庁ちよう舎しや内にある喫きつ茶さ店てん『ころべぇ』で、ルージュが細くてきれいな指を三本立てた。

　テーブルについているのは、悠斗と亜あ夢むの一いちノの瀬せ兄妹きようだい、そしてルージュの三人だけ。ひよりとすずめは、遊撃隊スカツド編成の件で、霊れい障しよう対たい策さく部ぶの部長に話をしにいっているため、この場にはいない。

　一ノ瀬悠斗は、心の中で拳こぶしを握にぎりしめた。

　みっつもあれば、どれかひとつくらい……、という微かすかな希望が見えたような気がした。

「順番にいきましょう。まず最初は……」

　ルージュが、声をひそめるようにして説明をはじめた。




「道は険しく、目的地は遠く、踏とう破はできる保証はありません。踏破できる、保証は、ありません。努ゆめ々ゆめ忘れてはならない事実であるため、繰り返しました。それでも、おふたりは往いきますか？」

　話し終えたあと、ルージュが真剣な、そしてどこかつらそうな目を悠斗にむけてきた。

　人間に戻るのは亜夢だ。悠斗ではない。それでも、一ノ瀬兄妹の精神的な支し柱ちゆうは、間違いなく兄のほうであることを彼女は知っている。

　だから、『往きますか？』と悠斗にたずねているのだ。

　亜夢が、水すい滴てきの浮かんだコップに焦しよう点てんの定さだまらない目をむけている。思考を整理できないでいるのだろう。

　霊が人間に戻るみっつの方法は、すべてが信じられないものだった。

　悠斗は、重くなった心から無理やり意識を引ひき剥はがし、妹の手を強く握りしめた。

「往くに……」

　声に力を込め、

「決まってんだろ！」

　気力を絞しぼり出した。

　亜夢の顔が跳ねあがった。青いポニーテールもぴょこんと跳ねる。

　妹が、悠斗に驚おどろいたような目をむけてくる。次の瞬間、希望の光、その粒子が妹瞳ひとみいっぱいにひろがった。

　未さ来きが見えない不安。

　成功を約束してもらえない心細さ。

　選択した道が正しいのかどうかさえもわからない。

　そもそも、道に足を踏み入れる方法さえわからない。

　でも、それがどうした。往いくしかないのなら、往くだけだ。

　悠ゆう斗とが決意を固めたそのとき、ルージュの視線が鋭するどく動いた。

　つられて、悠斗も『ころべぇ』の出入口付近に目をむけた。

　唐から草くさ模も様ようのタンクトップと紫色のショートパンツを身につけた一二、三歳くらいの少女がひとり、ぽつんと立っていた。

　玉たま虫むし色いろと言えばいいのだろうか、光の具合で青や緑に変化するストレートのミディアムヘアが、かなり目立っている。暗色の髪とは異なり、肌はだの色は病的なまでに青白い。黒ずんだ血管が透けて見えている。

　だれ？

　悠斗は、ルージュへ目を戻した。

「あの方………魂たましいの波動が微び弱じやくすぎますね。人の心をかたちづくる魂量りようがまったく足りていません」

　彼女の言葉に続き、

「人間、じゃない、みたい」

　亜あ夢むが、わずかに目を細めた。そうしながらも、悠斗の腕にそろそろとからだを寄せてくる。正体不明の少女を警戒しているのだ。

　魂の波動や量など、悠斗にはまったくわからない。それでも、玉虫色の髪をもつ少女の瞳には、生気がまるでないことだけはわかった。暗く虚うつろな灰色グレーの孔あながふたつ、といった感じだ。

　整った目鼻立ちだから、笑うと可愛かわいいはずなのに……。

　玉虫色のミディアムヘア。唐草模様のタンクトップ。紫色のショートパンツ。空くう虚きよな双そう眸ぼう。そんな少女が出入口に立っているというだけで、『ころべぇ』の雰囲気が汚れた手でぐりぐりと掻かき混まぜられていくような気がした。気持ちが落ち着かなくなる。

「コメディ、こんなところにいた！　んもうっ、単独コードーはやめてよねっ！」

　虚ろな目をもつ少女の背後に現れ、彼女の細すぎる腕をつかんだのは、真っ黒なゴシックロリータドレスを着た少女だった。ツインテールにした髪は、ドレスの黒を断固として拒絶しているかのような白銀だ。

　身長は亜夢と同じくらいだから、小学生だと言われても信じられるが、人間離れした白い瞳どう孔こうと妖よう艶えんな雰囲気を見る限り、もしかしたら自分と同い年くらいかも、と悠斗は推測した。

　だれ？

　そんな悠ゆう斗との疑問を察してくれたのだろう、ルージュがすぐさまこたえてくれた。

「彼女は、九く十じゆう九く里り浜はま九く九く命みさんです」

　聞いて、悠斗は思わずグビッとツバを呑のみ込こんでしまった。

　九十九里浜九九命といえば、霊力保管部部長だ。たしかに、彼女の声と舌足らずなしゃべり方は、いまでも耳の奥にこびりついている。

　つい先日、九九命が第一八霊街に設置した自造式霊魂吸引装置バンブルビーに亜あ夢むが吸い込まれるという事件が起きた。

　もちろん、妹を救い出すため、悠斗は自分のすべてを懸かけて装置を破壊した。その際、義体人形アバターを操っていた九九命から、さんざんな目に遭あわされたのだ。

　だから、彼女にはいいイメージをもっていない。あちらも、悠斗のことをよくは思ってはいないだろう。

「ほらほら、コメディ、お部屋に戻るわよ。外の世界はキケンがいっぱいで……ん？」

　白い瞳どう孔こうが、悠斗たちにむけられた。

　吸い込まれそうな白をうけとめていると、なんだか息苦しくなってくる。

「お、お兄ちゃん……こっち見てる、よ」















　兄の背にくっついた亜あ夢むが、顔を半分だけ覗のぞかせて九く九く命みの様子を窺うかがっている。

　ルージュは、九九命の動きを見つめたまま動かない。それでも、水色の瞳に微かすかな嫌悪が浮かんでいる。

「あっ！」と声をあげながら、九九命がビシッと悠ゆう斗とを指差した。

「どっかで見た顔だと思ったら、バンビ壊したサンシタじゃない！」

　コメディ、と呼んでいた少女の腕をつかんだまま、ススス───ッと歩み寄ってきた。

「き、きたよ～」

　亜夢が、悠斗の背中に顔を押しつけてきた。

　ルージュが、軽く眉まゆをあげたあと、

「九九命さんも、庁ちよう舎しや内で暴れるようなマネはしないでしょうから、安心してください」

　身を縮ちぢめている亜夢に微笑ほほえみかけた。

　それでも亜夢は、悠斗から離れようとしない。さんざんな目に遭あわされたのだから、そう簡単には安心できないのだろう。

　九九命が、悠斗に手が届く距離で足をとめた。シミひとつない白い手でコメディの腕をつかんだまま、相手を不安な気持ちにさせるような白い瞳で、悠斗に無ぶ遠えん慮りよなほど真まっ直すぐな視線を注いでくる。

「九九命さん、うちらになにか用事でも？」

　ルージュが、低い声でたずねた。

　明るさのカケラもない、ただただひんやりとした声音を聞く限り、彼女が九九命に好意をもっていないことは明らかだ。

「ふふん。バンビを壊したことは、もういいわ。九九命は過去をカエリみないの。イシキすべきは栄光てんこモりの未来よ！」

　いきなりだった。

「チャンスの女神はカリアゲだってこと、覚えておきなさい！」

　叫びながら、九九命が背中に腕を回し、黒い棒のようなモノをとり出した。

　陸上競技でつかうバトンにしか見えないけど……、その棒は？　チャンスの女神はカリアゲ？　どういう意味だ？　という疑問のこたえを訊きく前に……、

「とうっ！」

　ぽこっ、と棒で頭を叩たたかれた。痛くないけど……。

「おい、ちょ……」

「やだ、なによこの値！　ジョージンなみの霊力じゃない。ったく、ほんとにサンシタっぽいわね」

　棒を顔の前にもってきた九九命が、大げさなほど目を見開いた。白い瞳も、驚おどろきの色に染まっている。

「常じよう人じんなみ？　その棒、霊力を測れんのか？」

「連打っ！」

　ぽこぽこっ。

「きゃっ!?」

「く、九く九く命みさん、なにを……」

　悠ゆう斗との質問など完全無視で、九九命が素早く亜あ夢むとルージュの頭に連続で棒を打ち下ろした。

　そしてまた、顔の前に棒をもってきて、

「さっすがヴァルゴ！　すごいすごいっ！　これならすぐに満タンよ！　数日チューにはケーヤク交わせそうね」

　甲かん高だかい声をあげた。

　その間もコメディは、ぼぉ[image: ][image: ][image: ]っと虚空に視線を漂ただよわせたまま突っ立っている。

　満タンとか数日チューにケーヤクとか、悠斗には意味がサッパリわからない。霊力を集めて、どこかの除じよ霊れい会社にでも売りつけるつもりなのだろうか？

　ルージュが、右のてのひらを九九命へむけたまま、スッと目を細めた。

「その棒は、どうやら霊力を吸収、及および蓄ちく積せきする霊具のようですね。九九命さん、これ以上の非ひ礼れいは許しませんよ？」

「ふふん、言ったでしょ。チャンスの女神はカリアゲだって。ヴァルゴが二体もそろってるなんて、メガチャンスすぎて……」

　棒を握にぎった九九命の腕が、わずかにあがった。

　ルージュの右手も、棒の動きに合わせてあがる。

　亜夢が、両手で口を押さえて身を縮ちぢめた。

　争いをとめようと、悠斗は反射的に椅い子すから腰を浮かした。そのとき、

「おい、なぜ九九命がいる？」

「ケロみ、なにやってんのよ？」

　ひよりとすずめが、『ころべぇ』に戻ってきた。

　遊撃隊スカツド編成の件で、霊れい障しよう対たい策さく部ぶの部長に文句を言いにいったふたりだが、おそらく聞き入れてはもらえなかったのだろう。不機嫌そうな顔だから。

　間を置くことなく、九九命が悠斗たちに背をむけた。

「戦略的テッタイよ！　コメディ、いきましょ」

　そのままコメディの腕を引いて、何事もなかったかのように歩き出す。

　ひよりとすずめは、横を通りすぎていく霊力保管部の部長と玉たま虫むし色いろの髪をもった少女を目で追うだけで、しつこく声をかけようとはしなかった。





第一章　サイレンデート




　九く九く命みとコメディが『ころべぇ』から出ていったあと、ひよりとすずめがあらためてテーブルについた。

　椅い子すに腰を下ろすなり、ひよりが口を開く。

「九九命が連れていたアレは、新型のアバターかなにかなのか？」

　すずめが、すぐに言葉を添そえる。

「生身の人間にしか見えなかったけど、たしかに人の波動を感じなかったわね。ほんと、ケロみってば、みょうちきりん道どうを極きわめたいのかしら」

「あたしとルージュさんの霊力、もしかしたら、新型のアバターを元気づけるためにつかわれるんでしょうか？」

　亜あ夢むが、棒で打たれた頭とう頂ちよう部に手を当てながらポソッともらした。

「その可能性は否定できませんね。あの棒は、とても高い蓄霊機能をもっていました。さしずめ、携帯バンブルビーといったところでしょうか。彼女、〝ケーヤク〟などと口をすべらせていましたけど……」

「霊力集めて、どこかに売るのかな？」

　悠ゆう斗とは、ルージュの言葉に自らの疑問を添えた。

「九九命さんは金きん銭せんに興味を示さない女性ですから、売買のために霊力を集めているとは思えません。思いたくない、というのが本音なのかもしれませんが……どのような目的で霊力を集めているにせよ、今後も彼女の動きに注意を払っていく必要がありそうですね」

　ルージュのぽわぽわとした表情には、微かすかな怒りが滲にじんでいる。

「ったく。スカッドの件でバタバタしてるときに九九命の相手までしていたら、気の休まる暇ひまもないな」

「トリプルは、きょう付づけでスカッドの隊員になったのですから、その任の重圧に堪たえるのも仕事のうちだと考えてください」

「ふん、言われなくてもわかってる」

　ひよりとルージュが、静かに視線をぶつけ合う。

　すずめが、ちょんと肩をすくめた。

「妖怪ガチガチンってば、とりつく島もなかったもんね。ま、予想通りだったけど」

「部長の決定なら仕方ない。百歩譲ったとして、スカッドの隊員になることは認めよう。だが、隊長の指示に誤あやまりがあると判断した場合は、絶対に従したがわないからな」

「ひとりの隊員が指揮系統を乱すような行いをすれば、仲間全員が迷惑を被こうむります。仲間全員が、迷惑を、被ります。浅せん慮りよなトリプルの頭に刻み込みたいことなので、繰り返しました」

「くっ、サイレンが納得のいく指示を出せばいいだけだろう。そうすれば、わたしも仲間に迷惑をかけるようなマネはしない」

「この世は、常に納得できる事象ばかりで形成されているわけではありません。ときには信念を捨て、納得できないこともやらなければならないことだってあるでしょう」

「わたしは信念を捨てない。絶対に」

「信念をもつことは大切です。しかし、信念に支配され、思考や行動の柔軟性を失ってしまえば、〝こうあるべき〟という信念に突き動かされるだけの〝べきの怪物〟に成り下がってしまいますよ？」

「わたしが、怪物だと言いたいのか？」

「そうは言ってません。その危険性を指摘しているだけです」

　ひよりとルージュが、互いに隙を探り合うように、鋭するどい気の応酬を続けている。

　亜あ夢むが、そんなふたりの表情を心配そうに窺うかがっている。

　すずめは、やれやれといった様子だ。

　このまま、［炎災トリプル］と［水乙女サイレン］の言い合いを放置していても、決して楽しい雰囲気にはならないだろうから……。

「霊保の部長が言ってた、〝チャンスの女神はカリアゲ〟ってどういう意味かな？」

　亜夢に質問を投げた。

　とうとつだが、悠ゆう斗との声はひよりやルージュにも届いたはずだ。とにかく、言い争いをやめるキッカケになればいいと考えた。

　亜夢が、アゴ先に人差し指をくっつけた。

「女神様にカリアゲって、あんまり似合わないよね？」

「後ろ髪がない、ということだろうな」

　ひよりが、さっそく意見を口にする。

「後ろ髪が長ければ、女神が通りすぎたあとになっても、それをつかんで引き戻すことが可能となりますが……」

　ルージュも会話に入ってきた。

「なるほど。チャンスの女神は、目の前を通りすぎる前に捕まえろってことね」

　すずめが、何度も小さくうなずいた。

　だとしたら……。悠斗は思った。

　九く九く命みはいま、なにかチャンスをつかもうとしているのか？　だから、強引に霊力を掻かき集あつめているのか？

　さらに思った。

　自分と亜夢は、ルージュから聞いたみっつの方法、その中のどれかひとつに挑戦するというチャンスをつかめるのか？

　チャンスの女神は、いま頃どの辺を歩き回っているのだろう。そもそも、目の前を通ってくれるのか？

　チャンスをつかむと言っても、なにをすれば……。




「悠ゆう斗とさん、気晴らしに外へ出ませんか？」

　不意に、ルージュのぽやぽやっとした声が聞こえてきた。

　テーブルに落ちていた視線をあげると、やわらかい微笑ほほえみが視界の中心に飛び込んできたから、

「え、ぁ、そ、そうだな……」

　悠斗は思わず、椅い子すから腰を浮かした。

　ルージュも、それに合わせて優雅に立ちあがる。ふわりとひろがった水色のロングウェーブヘアが、軍服の背で上品にまとまった。その様は、もしかしたら彼女こそがチャンスの女神なのでは、と思えてくるほど美しい。

「散歩か？　だったら、わたしも……」

「トリプルは遠えん慮りよしてください」

　悠斗たちに続いて席を立とうとしたひよりに、ルージュがぴしゃりと言い放った。

　ひよりの細い眉まゆが、反射的につりあがる。

「どういうことだ？　わたしを除のけ者ものにするつもりなら……」

「スカッドの隊長として、隊員である悠斗さんと一対一で言葉を交わしたいと考えています。ですから、トリプルだけでなく、南なん條じようさんと亜あ夢むさんも遠慮してください」

　すずめが、左の眉だけをぴょこんとあげた。

　亜夢は、ほとんど表情を動かさなかった。唇くちびるを、それとわからないほど強こわ張ばらせただけだ。それでも、つき合いの長い悠斗から見れば、微かすかな苛いら立だちが見てとれた。そしてその苛立ちは、どういうわけか兄にむけられている。

　静かな怒りを秘めた妹瞳ひとみが、ちょっと怖い。

　ひよりの目は、あからさまに怒りを放出している。

「悠斗とふたりだけって、それは、ちょっとよくないと思うぞ？」

「具体的に、どういった点がよくないのでしょう？」

「具体的に、どういった点、って……とと、とにかく総合的によくない。だ、男女がふたりきりで外を歩くなんて、ま、まるで、デデ、デートじゃないか！　だから、よくない！」

　顔を真っ赤にして、ひよりがテーブルをぴしゃんと叩たたいた。

「デートと思いたければ、それでも結構ですよ」

「なっ!?　ひ、開き直ったな！」

「とにかく、うちは悠斗さんとふたりきりで言葉を交わしたいことがあるので、この件はまた次の機会に話し合いましょう」

　言うなり、ルージュがテーブルを回って悠ゆう斗とのそばへ歩み寄ってきた。

「この件は、いま、この場で話し合わなければ意味がないだろう！　ちょ、待てサイレン、ちゃんと座ってわたしの話を聞け！」

「さあ悠斗さん、外へ出ましょう。ここではゆっくりと話ができませんから」

　ひよりの声を微風そよかぜのようにうけ流しつつ、ルージュがぽわぽわっと微笑ほほえみを浮かべた。

「悠斗、サイレンの言うことなんか聞かなくていいぞ。隊長という立場を利用して、悠斗を独り占め、い、いや、一隊員の自由時間を奪うばうようなマネは、断じて……」

「姦かしましいトリプルなど放っておいて、いきましょう」

　ルージュが、悠斗の手首をつかんできた。

「あ、ちょ、おい……」

　強引に引っ張られた。逆らえない、というより、手を振り払う理由がない。

　ひよりの怒った顔。

　すずめの呆あきれたような顔。

　亜あ夢むの感情を押し殺した顔。

　それらが後方へ流れていく。

　ルージュはどうして、ふたりだけで外へ出ようと言い出したのだろう？
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　一いちノの瀬せ亜夢は、ルージュに手を引かれて『ころべぇ』を出ていく悠斗の後ろ姿を、黙だまって見送った。

　たとえルージュであっても、兄が女の人とふたりきりになるなんて、ちょっと嫌。

　そんな気持ちが、心の片隅にぷかぷかと浮いている。

　反面、ルージュに感謝もしている。

　霊が人間に戻る方法を聞いたあと、兄は気落ちしていた。表情に出ないよう、懸けん命めいに唇くちびるの両端をあげていたけど、妹である自分にはよくわかった。

　ルージュも、そのことに気づいたのだろう。だから、『気晴らしに外へ出ませんか？』と悠斗を誘さそったのだ。

　自分といっしょにいれば、悠斗はきっと前をむいたまま、元気なフリを続けるはずだ。兄としての立場を忘れることは決してないだろう。妹を支えるために、できることを全力でやろうとするに違いない。

　でも、それでは悠斗の心が安まらないから……。

　ルージュとふたりで言葉を交わしたほうがいい。自分の前では言葉にできない気持ちもあるはずだ。

「わたしらがガチガチンのとこいってる間、なんかあったの？」

　すずめの声に、亜あ夢むは慌てて『ころべぇ』の出入口から視線を引ひき剥はがした。

「はい？」

　意識して笑顔をつくり、すずめにむき直る。と、今度はひよりが、

「悠ゆう斗との表情が、ちょっと暗かったな。亜夢くんも、なんだか疲れてるように見えるぞ。もちろん、ヴァルゴは〝疲労〟とは無縁だろうから、あくまでも比ひ喩ゆ的てきな意味で、な」

　言いながら、テーブルの上で両手を組んだ。話を聞かせてくれ、という姿勢なのだろう。

　霊が人間に戻るみっつの方法。

　隠かくす必要はないだろう。口止めもされていない。いずれは、ひよりとすずめも知ることになるはずだ。

　亜夢はそっと息をついた。




「ルージュさんに、霊から人間に戻る方法を聞いたんです。

　みっつあって、それが、みっつとも、すごく……、あ、ひとつずつ説明しますね。

　まずひとつめは、だれかが霊界に入って、死者の魂たましいを現世に連れ戻してくる、という方法です。霊界から現世への境界線を越えるとき、霊体が肉体に変へん還かんされるんだそうです。

〝受じゆ肉にく〟とか〝娑しや婆ば化〟とか言われてるみたいです。あとは、否定的な意味を込めて〝来世拒否〟って呼び方もあるって聞きました。

　あたしの場合は、魂がこうやって現世に残ってますから、自分で霊界に入ったあと、そこで霊体からだを慣らす必要があるみたいです。

　でも、霊界って、どうやっていけばいいんでしょうね。帰ってくる方法も……。

　ルージュさんも、安全に往復する手段がわからないって、仰おつしやってて……。

　ふふ、ここで悩んでても意味がないので、話を進めますね。

　ふたつめは、修行を続けて、いまよりもずっと高い霊力を身につけたあと、転てん生せいの秘術を行う、という方法です。

　この方法は長い時間がかかるそうで、だから、ちょっと嫌だなって思ってます。

　努力や才能の差もあるみたいですけど、数百年はかかるだろうって、ルージュさんが……。そんなに時間かけてたら、せっかく人間に戻っても、あたしと同じ時代に生きていた人は、みんないなくなってますから。お兄ちゃんも……。

　あ、すみません。最後の方法が残ってました。

　これは、ちょっと常識外れで、前のふたつも常識外れですけど、最後のひとつは、特に頭がおかしくなっちゃいそうな、いいえ、頭を変にしなきゃやれない方法なんです。

　他の霊や悪霊をむしゃむしゃ食べて、鬼にならなきゃいけないんですから。もう、本当に変ですよね。他の霊を食べるなんて、考えただけでもう無理です。

　とにかく鬼になったあと、集めた人じん骨こつをつかって人形をつくるんだそうです。そして、その中へ魂たましいを移し替える秘ひ鬼き術を行うことによって、『鬼き造ぞう人にん間げん』が完成するって……。

　あぅ～、考えただけで頭がくらくらしてきます」




　亜あ夢むは、努めて心を静めながら説明を終えた。

　悠ゆう斗とが希望を棄すてない限り、自分は前をむくと決めた。決めたから、声に不安や怯おびえを滲にじませることなく、ひよりとすずめの前で話すことができた。

　ひよりたちは、亜夢の話を黙だまって聞いていた。

　時折、驚おどろきの色がふたりの表情をかすめていたが、声を出すことなく、狼狽うろたえもせず、ところどころで相づちを打ちながら、みっつすべてをうけとめてくれたのだ。

　亜夢は、ふたりに感謝したい気持ちになった。〝無理だ〟という言葉が、彼女たちの口から最後まで出てこなかったから。

　下した唇くちびるを噛かんだまま、ひよりが考えを整理するようにトントントンと指先で数回テーブルを叩たたいたあと、おもむろに口を開いた。

「悠斗とサイレンの動きを見守る必要があるんじゃないか？」

「尾行するってこと？」

　すずめが、視線だけを動かしてひよりを見た。

「び、尾行だなんて、人聞きの悪いことを言うな。スカッドの仲間ということで、あ～、そのぅ、つまりだな、悠斗はいま、サイレンの口から途方もない話というか、想像もしていなかった情報を得たことによって、戸惑っているはずだ。だから、まぁ、何事もないように見守って……と、とにかく、仲間として、できることをしたいだけだ」

「ふ[image: ][image: ][image: ]ん、そうなの？」

「あ、あたしも、桜さくらヶが丘おかさんの意見に賛成です！」

　ほとんど反射だった。亜夢は、見えない糸で指先を引っ張りあげられたかのように、右手をピッと素早く顔の横にもってきた。

　唇を引きしめつつ、ひよりとすずめの視線をうけとめる。

　ルージュが、気落ちしていた悠斗の心を解きほぐすため、速やかに動いてくれた。それを邪魔するつもりはない。ないけど………、見守るくらいは、いいはずだ。
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　ルージュに連れられ、悠斗は合同庁ちよう舎しやの地下にある『ゼネアーティ』という名の店にきていた。

　ズラリとならんだ棚には、様々なシャツやズボンが置かれていた。壁かべや設置されたポールにも、色とりどり、多種多様なシャツやジャケットがさがっている。カジュアルなものを主に扱っているようだが、スーツやネクタイもあった。さらには、下着も扱っているようだ。店の奥には女性用の服も見える。

『気晴らしに外へ出ませんか？』と言っていたのに、ルージュはどうして地下のこんな店にきたのだろう？　と首を傾かしげていた悠ゆう斗との前で、彼女がハンガーにかかったままのシャツを手にとった。

「これ、悠斗さんに似合いそうですね」

　言いながら、シャツを悠斗のからだに合わせてくる。

「えっと、服、買うの？」

「職員は全品無料ですから、厳密には〝買う〟のではなく〝貰もらう〟ことになります」

「全品無料って、いいのかな……」

「いいのです。悠斗さんは、霊れい部ぶ省しようの正式な職員なのですから」

「ん～、でも、どうして服なの？」

「うふふ、せっかくふたりだけで外出するのですから、それなりの格かつ好こうをしたほうが気分的に盛りあがると思いませんか？」

「そりゃあ、まあ」

「あ、こっちもいいですね」

　ルージュが、またべつのシャツに手を伸ばした。

　服選びからスタートするとは思ってもいなかった悠斗は、楽しそうに店内を移動するルージュにくっついて回ることしかできなかった。

　これじゃ本当にデートみたいじゃないか、と思いながらも、ルージュにつられてなんだか楽しい気分になれた。




　悠斗は、鏡の中の自分とむき合った。

　両手をひろげれば左右の壁かべに楽々とてのひらが届いてしまうほど狭い部屋だが、全身を映すことができる鏡のお陰で幾いく分ぶんひろく感じた。

　喫きつ茶さ店てん『ころべぇ』から『ゼネアーティ』に連れてこられ、楽しげに衣服を選んだルージュによって、「試着をしましょう」と店の奥にある小部屋に押し込まれた。

　鏡にむかって右手の壁にはすでに、ルージュが選んでくれた白いシャツ。薄茶色のジャケット。艶つやを帯びた灰色のズボンがかけられていた。床には、両サイドに褐かつ色しよくのラインが入った革靴が一足置いてある。

　シャツとジャケットの生地は、驚おどろくほど手触りがよかった。素人しろうとでも、かなり上質の生地であることがよくわかる。そんな新触感生地を撫なでているだけで、妙に緊張してきた。が、もたもたしてばかりもいられない。

　悠斗は、まず着ているものを脱ごうと、制服のボタンに手をかけた。そのとき、

「サイズはどうですか？」

　左の壁から、ルージュの声が聞こえてきた。

「これから着てみるから、ちょっと待ってて……」

「悠ゆう斗とさんの服や靴のサイズは把は握あくしているつもりですが、メーカーによって微妙に違っているところもあるかと思いますので、合わない場合は遠えん慮りよなく声をかけてくださいね」

「ありがとう」

　壁かべ越しに返事をしながら、悠斗は制服を脱いで壁のハンガーにかけた。そこで、疑問に思っていたことを訊きいてみる。

「あのさ、ここで着替えたあと、どこいくの？」

「いってみたいところがあります。悠斗さんがお嫌でなければ、なのですが」

「うん。ルージュに任せるよ」

　ルージュの〝いってみたいところ〟とは、どこなのだろう？

「うふふ、ありがとうございます。楽しみにしててくださいね」

　そう言われたら、ゆき先は？　としつこく訊けない。

　その場所をあれこれ想像しながら、悠斗は着ていたものを脱いでいった。

　そして、ルージュが選んでくれたシャツに袖そでを通し、ズボンをはく。ベルトも彼女のオススメだった。艶つや消しが施ほどこされたシルバーのバックルには、鷹たかが翼つばさをひろげたようなマークが彫り込まれている。

　突とつ如じよ、

「わ、きゃっ!?　っとと……」

　壁のむこうから、短い悲鳴が聞こえてきた。

「？」

「ぃやぁ～ん」

「ぅおっ!?」

　予想外の襲しゆう撃げきだった。

　壁のむこうから、ルージュが飛び出してきたのだ。しかも、下着姿のままで。

　けんけん。つまり、片足跳びをしながら、悠斗との距離を一気に詰めてきた。

　狭い部屋だから、逃げ場はどこにもない。とっさのことで、身をかわすこともできない。だから、ぶつかることしかできなくて……。

「ひゃ、ぁん」

　どすん。

　むぎゅぷにっ。

　悠斗は壁に背をぶつけながらも、ルージュの細い体をうけとめた。

　彼女の突き出た胸が、肋ろつ骨こつのあたりに押しつけられてくる。

　そのやわらかさに、心臓がドキッと跳ねた。自分とルージュが抱き合う姿が、鏡にハッキリと映っている。それを見て、心臓がさらに跳ねあがる。ドキドキッ。

「あわわわ、すす、すみません。ス、スカートが足に引っかかって、バランスを……」

　ルージュが、声を震ふるわせながら悠ゆう斗とから飛び離れた。

　たしかに、彼女の細くて長くて白い左足が、軍服のスカートを踏んでいる。

　どうやらルージュも、壁かべのむこう側で試着をしていたようだ。

　その際、スカートをうまく脱ぐことができず、あろうことか自分の足に引っかけてバランスを失い、そのまま壁をすり抜けてしまった……、ということらしい。

　少しばかり鈍にぶいルージュのことだから、器用にスカートをすり抜けることができなかったのだろう。それでも、壁を抜けるときにブラとパンツを落とさなかっただけマシだと思わなければならない。

　全裸で飛び込まれてきたら、心臓に悪すぎるから。

　ドクロマークつきの黒いブラとパンツ姿のルージュが、「しし、失礼しましたぁ」と素早く後あと退ずさり、壁の中へ姿を消した。直後、

「ぅおい！」

　悠斗は、思わず声をもらした。

　軍服のスカートだけでなく、ブラとパンツも忘れていったからだ。

「ちょ、わ、忘れ物」

「あわわわわわわ、すみませ[image: ][image: ][image: ]ん」

　壁からにょきっと出てきた腕が、あたふたと床を這はい回まわり、ブラとスカートをそれぞれ探りあて、ぎゅっと握にぎって壁のむこうに引っ張り込んだ。そしてすぐにまた腕だけ出てきて、床をいったりきたりしはじめる。

　パンツはどこ？

「もうちょい右、あ、オレから見て右だから、ルージュからだと左だ。そこ！　その先、あ、いきすぎ、いや、違う違う、右斜め上、あと数センチ」

　足もとに落ちたドクロマーク入りのパンツを見下ろしながら、悠斗はルージュの腕を誘ゆう導どうした。が、こちらの指示が悪いのか、彼女のうけとり方が変なのか、きれいな手は見当違いな場所ばかりを動き回っている。

「ほ、ほら、ここに……」

　見ていられなくなった悠斗は、パンツをつまみあげ、ルージュの手にのせた。

「ゃん」

　くしゃっとパンツを握りしめた手が、サッと壁の中へ消える。

　そのときになって、気がついた。

　パンツに手を触れなくても、ルージュの手首を握って探し物の場所まで誘導してあげるとか、彼女が壁から顔だけ出すとか、方法はいろいろあったはずだ、と。

　指の腹に、パンツのすべやかな感触が残ってる。

　背はい徳とく的てきな触り心地にドキドキだ。




　着替え終わったあと、悠ゆう斗とは鏡の中にいる自分をまじまじと見つめた。

　どうだろう？　そんなに悪くない、と思うけど……。

　服のサイズはピッタリ。ズボンの丈が少し長いような気がしたものの、ルージュに選んでもらった靴を履くとちょうどいい感じになったから、きっと計算されていたのだろう。

　脱いだ制服を壁かべにかけたまま、悠斗は更こう衣い室しつとしてつかった部屋を出た。見える範はん囲いに人の姿はない。

　隣の部屋には、いまもルージュがいるはずだが、物音がしない。もしかしたら、知らないうちに部屋を出たのか？　下着姿を見られたし、パンツにも触られたから……。

　カウンターまでいってみようかな、と廊ろう下かの先を窺うかがっていたところで、

「お待たせしました」

　目の前のドアが、ゆっくりと開いた。

　出てきたルージュを見て、悠斗は息を呑のんだ。

　体にピッタリとしたフリルつきの白いワンピース、その上からピンク色のショールを合わせている。

　ロングウェーブヘアの水色が、ワンピースの白と溶け合っているため、ショールのピンクが淡あわく輝いているように見えた。

　そんなルージュが、悠斗の顔から足もとへゆっくりと視線を落としたあと、

「うふふ、悠斗さん、うちの思った通り、素敵ですね」

　光の粒子を振りまくかのような笑みを浮かべた。

　いや、素敵なのはルージュのほうだと思いはしても、うまく口にできない悠斗である。

　厳いかつい軍服とはまるで違った清せい楚そさが、彼女の全身から薫かおっている。

　ルージュが、惜おしげもなく見せている胸の谷間の前で、もじもじと指先をからめはじめた。両腕を寄せたせいで、胸もいっしょに寄っている。このまま放っておくと、谷間の深さが大変なことになりそうだ。

「あ、そ、そんなに見ないでください。は、恥ずかしいです」

「え？　あ、あぁ、ごめん」

　言われて初めて、悠斗は不ぶ躾しつけなほど彼女を見つめていたことに気がついた。

　慌てて目をそらし、視線を床に落とす。

　そうすることで、ルージュが履いている可愛かわいらしいリボンつきのパンプスが目にとまった。そこからまた、ゆっくりと視線をあげていく。

　細い足首。

　引きしまったふくらはぎ。

　艶つややかなふともも。

　ギリギリのラインで下着を隠かくしているスカートの裾すそ。

　細く、それでいて色気を大放出している腰の曲線。

　大変なことになりっぱなしの胸もと。

　そして、恥ずかしそうに悠ゆう斗とを見ているルージュの顔。

「な、なんだか照れるな」

「うふふ、照れますね」

　ふたり、笑顔で見つめ合い、互いの照れくささを認め合った。

　下手に自分をつくらず、見み栄えを張らず、素直に気持ちを伝えれば、照れる気持ちを包み隠さなくてもよくなる。だから、気が楽になった。

　心地いい空気がひろがっていく。

　すぐにルージュが、ポンと胸の前で手を打ち合わせた。その際、ぷるんと左右のふくらみがゆれる様に、ドキドキが加速する。

「次は御お髪ぐしを整えましょう！　自分が変われば、世界も変わっていくはずです」

　オグシ？

　自分が変われば、世界も変わっていく？


　　　　　　●　●　●



　亜あ夢むは、廊ろう下かの曲がり角に身をひそめ、その先にある『ゼネアーティ』という店の様子を窺うかがった。

　店内に、悠斗とルージュがいるという。

　ふたりのあとを追おうと決めたあと、ひよりの行動は早かった。

　霊波探知部に所属している知人に頼んでルージュの霊波を探してもらい、『ころべぇ』を出て３分もかかることなくここまでやってきた。

　亜夢は、彼女のあとをついてきただけだ。

　合同庁ちよう舎しやの外へ出たとばかり思っていたのに、地下にいたなんて……。いったい、中でなにをしているのだろう？

『ゼネアーティ』は服飾店だ、とひよりから聞いた。ということなら、衣服か、それに類する小物を求めるために足を運んだと考えるべきだろう。でも、なにを探しているのか見当もつかない。

　亜夢は、ただ黙だまって兄とルージュが出てくるのを待ち続けた。

　ひよりも、真剣な目を店の出入口に注いでいる。

　すずめだけが壁かべに背をあずけて座り込み、目を閉じたまま動かない。

　二〇分ほどして、ようやくふたりが姿を現した。

「な、なんだ、あの格かつ好こうは？」

　亜あ夢むの後ろに立っていたひよりが、声に微かすかな怒りを滲にじませた。

　目を開けたすずめが、座ったままお尻の位置をずらし、亜夢の腰に手を当てて角から顔を出した。

「ふ～ん、似合ってるじゃない。次は、〝セミファイナル〟に入るみたいね」

「似合うとか似合わないとか、そんな問題じゃないだろう。た、たしかに、悠ゆう斗とには似合ってると思うが……サイレンの服、あれはなんだ？　あ、あからさまにからだの線を強調して……バ、バストも、あんなに押しあげて、上のほうが、みみ、見えてるじゃないか。足も、あ、あそこまで……。は、恥ずかしいとは思わないのか！」

「あのぅ、〝セミファイナル〟って、なんのお店ですか？」

　ルージュに手を引かれながら、悠斗が『ゼネアーティ』の数すう軒けん先の店へ入っていく。それを確かめたあと、亜夢はひよりの顔を見あげた。

「美容院だ。霊れい部ぶ省しようの職員なら、だれでも無料でカットしてもらえる。ふん、服を着替えたあと〝セミファイナル〟に直行なんて、どこからどう見てもデートじゃないか！　サイレンめ、悠斗を、ひ、独り占めして……」

「美容院ですかぁ」

　亜夢は、『セミファイナル』の出入口へ視線を戻した。

　ひよりが言ったように、悠斗が身につけていたジャケットやズボンは、よく似合っていた。だからこそ、ほんの少しだけ気持ちが重くなる。

　悠斗が選んだ服じゃないことが、ひと目でわかったから。兄のセンスは、もっと野や暮ぼったい……、というより、自分の外見を飾ることにあまりこだわるタイプじゃない。

「時間、もう少しかかりそうね。どうすんの？　悠斗くんが出てくるまで、ここで待ってるつもり？」

　すずめが、重力を感じさせない身軽さで立ちあがった。

「当然だ」

　しばらく隠かくれる必要がなくなったため、ひよりが廊ろう下かに歩み出た。彼女の視線は、『セミファイナル』に固定されたまま動かない。

　ちょんと肩をすくめたすずめが、壁かべに背を擦すりつけるようにしてずるずると腰を落とし、再び座り込んだ。やれやれといった表情である。

　亜夢は、きゅっと唇くちびるを引きしめた。兄が美容院を出てくるまで、この場から一歩も動かないぞ、と気持ちを固める。


　　　　　　●　●　●



　悠斗の制服とルージュの軍服は、『ゼネアーティ』で預かってもらった。

　その後、『セミファイナル』という美容院で手早くセットしてもらった悠斗は、待っててくれたルージュに笑顔で迎むかえられた。

「本当に素敵です。本当に、素敵、です。お世せ辞じ抜きだということを強調したかったので、繰り返しました」

「あ、ありがとう。自分じゃ、よくわからないけど……」

「もともと素敵な男性が、お召めし物も素敵に、そして御お髪ぐしも素敵になさると、うふふ、非の打ち所がなくなってしまいますね」

　ルージュが、ベタ褒ぼめしてくれる。

　悠ゆう斗とは恥ずかしさを堪こらえながら、とにかく笑った。褒められて嫌な気はしない。

　セット中、鏡の中にいた自分の髪型は、しっかりと記憶に残っている。

　毛先をツンツン立てたスタイルは、真ま面じ目めさと軽薄さの間で絶ぜつ妙みようなバランスを保っていた。どちらにも偏かたよりすぎず、純じゆん粋すいに〝一いちノの瀬せ悠斗〟という人間の人格と品格を表現してくれているような気がした。

　あ、いい感じだな、と自分でも思うことができた。

　それでも、褒められるとやっぱり照れる。

　ルージュが、谷間をチラ見せした胸もとに手を当てた。

「素敵な悠斗さんを前にしていると、なんだか気持ちが高ぶってきました。このような気の変化を感じることができるなんて、とても幸せです」

　この場の空気すべてを幸福色に染めあげてしまいそうなほど、彼女が心底幸せそうに微笑ほほえんだ。

　悠斗は、いろんな意味でドキドキしながら、店の外へ目をむけた。

「んじゃ、いこうか」

　どこへいくのかわからないまま、とにかく歩き出す。このままルージュとむかい合っていたら、ドキドキがどんどん加速していくばかりだ。心臓に負荷がかかりすぎる。

　やわらかに目を細めたルージュが、

「はいっ」

　嬉うれしそうに返事をしながら、悠斗のあとについてくる。

　心底嬉しそうな彼女の声を聞いただけで、心臓がまたドキッと跳ねた。

　ルージュが言っていた〝いってみたいところ〟次第では、ドキドキを抑えきれなくなるかも、と心配になる悠斗である。




　合同庁ちよう舎しやの門を出るなり、悠斗の左腕にルージュが腕をからめてきた。

　細いからだも、ぎゅ[image: ][image: ][image: ]っと押しつけてくる。

　そうなれば当然、彼女の大きな胸も、むぎゅ[image: ][image: ][image: ]っと押しつけられてきて……、視線をちょっと左下に移すと、深い谷間もすぐそこに見下ろせて……、ドキドキだ。

「ちょ、ルージュ？」

　歩きづらい。

　けど、嫌じゃない。

　嫌じゃないどころか、いいかも……。

　それでも、道ゆく人たちの視線がガンガン集まってくるから、正直なところ恥ずかしい。

「うふふ。目的地に着くまで、悠ゆう斗とさんとこうしていたい気分なのです。ダメですか？」

　ダメですか、と潤んだ上目づかいで訊きかれたら、「ダメだ！」なんてこたえられるはずもない。

「い、いや、ダメ、じゃないけど……」

　亜あ夢むには見せられないな、と考えながら、それとなく周囲を見回した。近くに妹がいるはずもないのに……。

「せっかくふたりだけで外に出たのですから、デート気分でいきましょう。デート、気分で、いきましょう。ふたりっきりの時間をたっぷりと楽しみたいので、繰り返しました」

　ルージュがまた、むぎゅっと悠斗の左腕に胸を押しつけてきた。

　ドキドキが加速する。




　ルージュに連れてこられた場所は、駅前商店街の一角にある商業ビルだった。合同庁ちよう舎しやから徒歩一五分ほどの近場だ。

　彼女が〝いってみたい〟と思っていた場所って……。

「ここ？」

「はい、ここです」

　ビルの正面入口に『お化け屋敷』という看板がかけられている。看板の端には、髪を振り乱し、片方のまぶたが異様なほど腫れあがった女性霊のレトロな画えも描かれている。入口横には提灯ちようちんお化け、柱の陰には顔を半分出して通りを覗のぞいているひとつ目小こ僧ぞうの人形もいる。直球勝負というか、正統派というか、子どもむけというか、怖さというより一種の微笑ほほえましさを感じることのできる催もよおし物ものだ。

　時期的にちょっと早いような気がするものの、早すぎる、というわけでもない。微妙なタイミングだと言える。

　ルージュが、ワンピースの胸もとからスッと二枚の券、のようなモノを抜き出した。どうしてそこに入れてたの？　なんて質問はしない。

「局の職員にチケットを二枚いただきましたので、悠斗さんをお誘さそいした次第です」

「お化け屋敷かぁ、何年ぶりだろ」

　小学二年の夏、神社の夏祭りですこぶるチープなお化け屋敷に入ったときのことを思い出す。強がってはみたものの、やっぱり怖かった。まだ幼よう稚ち園えん児じだった亜夢は、兄の上着の裾すそを握にぎりしめたまま泣き続けていた。九年ほど昔の記憶だ。

「では、チケットをどうぞ」

　ドキッとしながら、「あ、ありがとぅ」とルージュからチケットをうけとった。ほんの数秒前まで、彼女の胸にピッタリとくっついていたチケットに………、ドキドキ。




　通路のところどころに淡あわい光が落ちているだけで、お化け屋敷はお約束通り薄暗かった。

　ひゅ[image: ][image: ][image: ]、どろどろどろぉぉ、という定番のおどろおどろしい音が絶え間なく流れており、時折その中に「キャアアアアアッ」という女性の悲鳴や「ヒヒヒヒヒ」という気味の悪い笑い声が入り、雰囲気を盛りあげていた。入場者のものであろう、生の悲鳴もときどき聞こえてくる。

　加えて、長い黒髪で顔を隠かくした女性がボロボロになった障しよう子じのむこうから手を伸ばしてきたり、壁かべ際ぎわに黙だまって立っていた人形が急に動き出したり、設置されていた棺かん桶おけのフタが突然開いたり、井戸から生首が出てきたりと、お約束の連続、定番の積み重ね、予想を裏切らないつくりとなってはいたものの、それはそれで十分に楽しめた。

　お化け屋敷に入ってからずっと、ルージュは悠ゆう斗との腕から離れようとしなかった。

　ムギュッとしがみつき、ぐいぐいと細いからだを押しつけるようにして、ふたりで指定された順路に従したがって進んだ。

　方向を変えたとき、ぎゅ。

　立ちどまったとき、むぎゅ。

　再び歩き出したとき、ぷにゅ。

　歩く速度をちょっと変えるたび、ルージュの胸が、谷間が、弾力が、存在感をアピールしていた。だから、お化けを見たときとは違った意味で、ずっとドキドキしたままだ。

「こ、これは意外と、怖いですね」

「うん、まぁ、商店街のお化け屋敷にしては、凝こってるほうだと思うけど……」

「先ほどの方、出で刃ば包ぼう丁ちようをもっていましたから、思わず水礫つぶてで反撃しそうになりました。よくよく見るとニセモノの包丁でしたので、床を濡ぬらした程度ですみましたが」

「ハハハ、みんな演技なんだから」

「頭ではわかっているのですが、つい。お化け役の方々の演技は、真に迫っていると言わざるをえません。真に、迫っていると、言わざるをえません。本物の悪霊顔負けだと思いましたので、繰り返しました」

　ルージュがあんまり真剣な顔で言うから、悠斗は思わず笑ってしまった。

「あ、ミューテストがお化けを怖がるなんて、おかしいでしょうか？」

「いや、そんなことないと思うけど」

「ん[image: ][image: ][image: ]、よく考えてみると、霊であるうちがお化けを怖がるなんて、なんだか変ですね。悪霊はちっとも怖くないのですが」

「霊とお化けは、別物だよ。だから、怖いって気持ちがあってもいいんじゃないかな。ほら、雰囲気もあるしさ。ここ、人を怖がらせるための場所なんだから」

「雰囲気、ですか。たしかにそうですね。霊体は、人の強い想おもいや心が込められた音ね色いろなどに反応しますから、このような場所に入ればそれなりの影響もあるでしょう」

　ルージュがまた、悠ゆう斗との腕にムギュッと胸を押しつけ、言葉を続ける。

「でも、このお化け屋敷にはきちんと結界が張られていますから、影響といっても微々たるものです。これだけ丁てい寧ねいに浄じよう化かがなされていれば、恐怖や怒りといったマイナスの気が増幅することはないでしょう。いい防霊会社に仕事を委い託たくしたようですね」

「ふ～ん、オレには、なにもわからないけどなぁ」

「悠斗さんは、強力無比な個人結界を常にまとっている状態ですから、周囲の霊波を察知することはできないはずです。極上の結界は、外部からの霊的な影響力をすべてシャットアウトしてしまいますから」

「ん～、結界をまとってるとか言われても、ピンとこないけど……」

　ルージュがまたまた、悠斗の腕にムギュ[image: ][image: ][image: ]ッと胸を押しつけてくる。

「うふふ、悠斗さんに実感がなくとも、うちにはよくわかります。普通の人間なら、ミューテストであり、しかもヴァルゴであるうちと長時間密着していれば、霊的な侵食をうけて体調を崩してしまいます。その点、悠斗さんなら大丈夫です。うふふ、ほら、このようにくっついても、気分が悪くなったりはしないはずです」

　たしかに、むぎゅぎゅ～っと腕をしめつけられても、気持ち悪くなったりはしない。正直なところ、嬉うれしいくらいだ。声に出しては言えないけど……。

「だからうちは、こうして人ひと肌はだと存分に接することができるというわけです。悠斗さんがお嫌でなければ、ですが」

「い、嫌じゃないけど……」

「うふふ、ありがとうございみゃふ」

　ございみゃふ？

　なにかのジョークなのか？

　ルージュの言葉尻が、なんだか可愛かわいらしい「みゃふ」になったため、悠斗は内心で首を傾かしげた。彼女の横顔に目をむける。

　まぶたが半分ほど落ち、彼女のぽやぽやな目がとろ～んと眠そうになっていた。薄暗い中でも、それがハッキリとわかった。透明な頬ほおも、紅あかくなっているようだ。足どりもなんだかおぼつかなくなっている。

「ど、どうした？」

「ぁ、ん、きゅ、急にぃ、力ひからが、入らにゃくなって……」

　ルージュが、悠斗の腕からよろよろと離れ、警戒するような目で周りをゆるゆると見回した。

　なにがどうなってる？

「これしき、のことれ、うちは、みゃ、負みやけませんから……」

　舌が麻ま痺ひしたような口調で言ったあと、ルージュが悠ゆう斗との首にしがみついてきた。

　彼女の豊かすぎる胸が、腕にむにぃ[image: ][image: ][image: ]っと押しつけられてくる。

「お、おい？　ちょ……」

　悠斗は、とっさにルージュの細い腰を抱き寄せた。彼女が、いまにも倒れてしまいそうになっていたからだ。

「ぁ、ふぅ、ん、た、大丈夫たいちよぷ、てすから」

　ルージュが、ふるふると震ふるえている両足をわずかにひろげ、倒れることを懸けん命めいに拒否し続けている。

　酔よったような彼女と密着し、そのやわらかさをむにむにと押しつけられていると、なんだか変な気持ちになってくる。ドキドキだ。

　通路の前後にちらほら人影が見えるけど、顔が判別できないほど暗いため、視線もそれほど気にならない。

　暗い場所で、悠斗は腰が砕けたようになっているルージュのからだを支えたまま、ゴクリとツバを呑のみ込こんだ。

「ふぅぅん、ゆぅとひゃん、うち、もう、もう」

　ルージュが、甘ったるい声をもらしながら、むにむにむぎゅむぎゅとすり寄ってくる。

　悠斗は、跳ね回る心臓をなんとか抑え込みながら、考えた。

　こんな場合、どうすれば……。




　とにかくお化け屋敷を出よう、と悠斗はルージュを支えたまま足を速めた。彼女のからだはとても軽かったため、それほど苦もなく歩くことができた。

　ルージュの左腕を首にかけ、細い腰をしっかりと抱き、いまにもくずおれそうになっているからだを決して乱暴に扱うことなく、慎重に運んだ。

　出口近くでお化け屋敷のスタッフと思おぼしき女性が駆け寄ってきて、休きゆう憩けい室しつだという小部屋に案内してくれた。

　ふたりがけのソファにルージュを寝かせてすぐ、悠斗はケータイをとり出した。突然変異霊ミユーテストである彼女を、普通の病院に運んでも意味がない。ここは専門家の指示を仰いだほうがいいだろう、とそう考えた。

　ひよりの番号を呼び出そうとしたとき、

「ご心配をおかけしました。もう大丈夫です」

　何事もなかったかのようにソファから起きあがったルージュが、悠斗の腕にそっと手を添そえた。水色の瞳は、いつもの清らかな光をとり戻している。口調もなめらかだ。

「大丈夫って……具合、は？」

「すっかりもと通りです」

　立ちあがった彼女が、休きゆう憩けい室しつに集まってきたお化け屋敷のスタッフたちに、深々と頭を下げた。水色のロングウェーブヘアが、さらさらと肩からこぼれ落ちる。

「ご迷惑をおかけしました。お化けがとても怖かったものですから、気が遠くなって……本当に、お恥ずかしいところをお見せしてしまいました」

　顔をあげたルージュが、ニッコリと微笑ほほえんだ。すると、なぜか男性スタッフが頬ほおを赤らめ、女性スタッフが熱っぽいため息をついた。そんなスタッフの面々にはおかまいなく、彼女が悠ゆう斗との腕に自らの細腕をからめてきた。

「それでは失礼いたします」

　大きな空気の流れに押おし退のけられるように、スタッフたちが左右にわかれ、出口までの道を空けてくれる。

　悠斗は、男性スタッフの視線に刺とげ々とげしいものを感じながら、それに気づかないフリをして休憩室を出た。ルージュが、腕をからめたまま離れようとしない。肘ひじには、むにっ、ふにん、もむっ、ぱふっ、ぽむん、と一歩を出すたびに豊かな胸が押しつけられてくる。

　ドキドキしながらも、ひとつの疑問を頭の中で転がした。

　大丈夫だったのはいいけど、ルージュはどうしてフラフラになったりしたのだろう？

　お化け屋敷が催されていたビルから出て、人の流れにのって商店街を歩き出してすぐ、

「不覚でした」

　ルージュが、どこか笑いを堪こらえるような声をもらした。

　悠斗は、彼女の横顔に目をむけた。

「さっきのこと？」

「はい。まさか、あそこまで浄じよう化かに力を入れているなんて、思ってもいませんでした」

「浄化設備が強すぎたから、具合が悪くなったの？」

「具合が悪くなったというより、霊的に酔よいが回ったといったほうがいいかもしれません。浄化設備は、ヴァルゴであるうちにはなんの害もありませんが、あまり度がすぎると気分が高こう揚ようしすぎてしまうのです」

「あそこ、浄化設備にどれだけ金かけてたのかな？　採さい算さんとれないと思うけど」

「うふふ、たしかに、ふたつの高価な除じよ霊れい石せきが設置してありましたが、それだけではヴァルゴの霊体に作用を及およぼすことなど到底できません」

「だったら、どうして……」

「そこに悠斗さんが加わったため、偶然にも拒きよ邪じや聖域のトライアングルができあがってしまったのです。気づかないまま、その中にうちが長居してしまったため……」

「ああなった、と？」

「その通りです。うふふ、貴重な体験でした。あれだけ気分が高ぶって、からだじゅうから力が抜けた経験は、ミューテストになって初めてです」

　ルージュが、ぎゅ[image: ][image: ][image: ]っと悠ゆう斗との腕にしがみついてくる。胸の圧力も跳ねあがる。

「よかったのか、悪かったのか」

「よかったのです。うふふ、お陰で、忘れかけていた生者の頃の感覚を思い出すことができました。生者の頃の、感覚を、思い出すことが、できました。心の底から心地いい体験でしたので、繰り返しました」

　彼女が、悠斗の腕をぎゅむぎゅむとしめつけてくる。執しつ拗ようなまでのやわらかな圧迫感に、ドキドキのスピードがどんどん上がっていく。

　さらにルージュが、悠斗の肩に頭をぐりぐりと押しつけながら言葉をつけ加えた。

「本当に、素敵な感覚でした。うふふ、からだの芯から、気持ちよかったです」

　ドキドキの速度が、息苦しくなるほど跳ねあがる。ほんとに、もう、怖いくらいに。




　商店街から合同庁ちよう舎しやまで、のろのろ歩いて一五分ほど。その間、悠斗とルージュの会話が途切れることはほとんどなかった。会話がとまったのは、どちらか片方が笑っていたか、もしくはふたりとも笑ったときだけ。

　そして、ビルの陰に合同庁舎が見えてきたとき、ルージュが水色の瞳にどこか寂さみしげな色を浮かべ、悠斗の肩に頭をくっつけてきた。

　ずっと駆け足ドキドキ状態だった心臓が、さらにドキッ！　と跳ねた。

「ど、どうした？」

「あそこに戻れば、デートも終わりですね」

　ルージュが、合同庁舎へ恨めしげな目をむけた。

「いつまでも歩き続けるってワケにはいかないだろ？　みんな待ってるだろうし」

　大きな胸の前で、ルージュがグッと拳こぶしを握にぎりしめた。ぽやぽやとした水色の瞳が、真剣な色を帯びている。

「どんなことにも、終わりはやってきます。で、ですから、いまここでは、じじ、次回につなげるための、ぉ、ど、努力をすることに、し、しようと、決意を、か、固めました」

　彼女の声が、なんだか上うわ擦ずっているような……。

「次回につなげるための努力、って……？」

　ルージュが、まるで微風そよかぜが戯たわむれるように悠斗の腕を撫なでたあと、スッと身を離した。

「ぁ」

　悠斗の左ひだり頬ほおに、甘い痺しびれが走る。

　ルージュがからだを離す際、軽く背伸びをして悠斗の頬にキスをしたからだ。

　唇くちびるの弾力もわからないほど軽いものだったが、その威い力りよくは強烈だった。なんの予告もなく、しかも突然だったから。

　心身ともに無防備な状態でされるキスは、こんなにも危険なものだったのか……、と思い知らされた。

「ぁ、つつ、次は、も、もう少し……………がんばりますから」

　右手の小指を下唇に当てたルージュが、悠ゆう斗との視線から逃げるように目を伏ふせた。

『もう少しがんばる』って、いったいなにをがんばるつもりなのだろう？　これ以上ドキドキが激しくなれば、心臓がおかしくなってしまうかもしれない。

「あ、ああ、つ、次も、がんばろうな」

　自分でも、なにを言っているのかわからない。が、ルージュが嬉うれしそうに微笑ほほえんでくれたから、ここはヨシとしておく。

　悠斗は、あらためて合同庁ちよう舎しやに意識をむけた。

「それじゃ、みんなのところに戻ろうか」

「その前に、やることがあります」

「やることって……」

　キスの他に？　なんてことは訊きけないから、悠斗は「なに？」と素直にたずねた。

「歩いているとき、七体の霊を視みかけました」

「………気づかなかったな。七体も？」

「慣れていなければ、建物の影や人混みにまぎれている霊を見つけるのは難しいでしょう」

「助けるんだろ？」

「もちろんです」

　ルージュが、気負いのない表情でうなずいた。

　彼女は、彷徨さまよえる霊が自主的に昇しよう天てんするのを見守っていてあげたい、という立場を決して崩さない。だから、七体の霊を放っておくようなマネはしないはずだ。

　でも……、

「歩いてるときに見つけたんなら、どうしてそのときに話しかけなかったんだ？」

　悠斗は、心に浮かんだ疑問をルージュにぶつけてみた。

　彼女が、微笑みを消すことなく突き出た胸の前で両手を開いた。

「最初に視つけたのは、大通りで信号待ちをしていたときです。人混みに一体。走っていたタクシーの中に一体。そして、ビルの非常階段に一体、計三体が、それぞれ離れた場所にいました。ですから、彼らをそっとしておくことにしたのです。デートが終わったあとで、いっせいに声をかけようと考えましたので」

「いっせいに声をかけるって、ここ、大通りから離れてるけど……？」

「うふふ。聴いてもらいたいと強く願えば、霊こ声えは街中にひろがっていきます。それに、庁ちよう舎しやの裏手には第一〇霊街の出入口がありますので、集まってきた方々をすぐに案内してあげることができるんですよ」

　悠ゆう斗とは唇くちびるを引きしめ、大きくうなずいた。

　霊に対する考え方は、人それぞれだ。

　だから、除じよ霊れいに対する考え方も、それぞれあって……。

　ひよりは、霊の苦しみを長引かせたくないから、すぐに浄じよう化かしてあげるべきだと考えている。

　すずめは、話し合いで納得してもらい、霊自らが昇しよう天てんするようにしむけよう、という考え方だ。

　そしてルージュは、昇天するか否かを霊の自主性に委ゆだねている。

　だれが正しいのか、悠斗にはわからない。そのときどきの状況によって、対処法も変化していくだろうから……。

　だから悠斗は、ルージュのやり方に口を挟もうとは思わなかった。

　魂たましいに対する想おもいは、人それぞれ違うのだから。




　合同庁舎裏の公園は、四方をビルに囲まれているせいだろうか、奇き妙みような薄暗さに包まれていた。霊街の出入口があると聞いているから、そう感じるだけかもしれないけど……。

　すべり台、鉄棒、ブランコといった遊具が、寄りすぎず、かといって離れすぎることなく狭い公園内に設置されている。庁舎から落ちる影の中にあるのは、公こう衆しゆうトイレだ。ベンチもあるが、腰を下ろしている人はだれもいない。

「あそこが、霊街の出入口になっています」

　ルージュが、公衆トイレを指差した。

　トイレかよ、というツッコミは口にしない。代わりに、

「普通の人がトイレのつもりで入って、霊街に迷い込んだりしないのかな？」

　素そ朴ぼくな疑問を口にする。

　すかさずルージュが、ピッと人差し指を立てた。

「その点は心配ありません。出入口は、生身では通り抜けることのできない霊か壁べの奥にありますから。万が一を考えて、人が壁かべに近づかないよう、貼り紙もしています」

　見ると、〝ペンキ塗り立て〟と書かれた紙が、男性用トイレの奥に貼ってあった。

　おいおい、いつも貼ってあったら意味がないだろ。しかも、壁中にスプレーで落書きされてんじゃねぇか……、と思いはしても、その言葉は呑のみ込こんだ。ルージュに言っても、それこそ意味がないから。

　公衆トイレの手前で立ちどまったルージュが、水色の瞳だけで悠斗に微笑ほほえみかけたあと、自らのみぞおちを両手の指先で押さえるようにして、目を閉じた。

　水気を帯びた彼女の唇くちびるが、そっと開く。

　肉こ声えと霊声こころを縒より合あわせるようにして、ルージュが歌いはじめた。




　めぐり　かたがた　ゆらゆら　かこみ　あのひ　さまざま　はらはら　かがみ

　あさなあさな　なげかないで　ゆうなゆうな　ふるえないで

　かけらのように　あくたのように　こだまのように




　悠ゆう斗とは、頬ほおに風を感じた。

　ルージュの歌声が、全身をやさしく包み込んでくれる。静かで、のびやかで、あたたかで、そしてなによりも、感動的なほど澄すみきった声だった。愛情にあふれた声だった。真ま心ごころが尽くされた声だった。

　公園が、街の喧けん噪そうから切り離された。そんな気がした。

　ルージュが、みぞおちに当てていた手をゆっくりと左右にひろげた。そうしながらも、歌うことをやめようとしない。

　歌声に守られているような心地がして、悠斗は大きく息を吸った。

　どういうわけか、胸が熱くなる。




　ここにいます　あなたのそばにいます




　ルージュの美声が、ひろがっていく。

　お世せ辞じにもひろいとは言えない公園内に、決してきれいとは言えない都会の空に、ひろがっていく。

　ふと気づくと、公園の入口付近に人が集まっていた。

　サラリーマンやＯＬ風の女性。学生風の男女や、小学生くらいの子どももいる。小型犬を連れたオバサンも。一〇人以上が足をとめ、ルージュの歌声に耳を傾けている。

　そんな人たちの間から、二〇代半ばの男性が歩み出てきた。

　真まっ直すぐに悠斗とルージュのほうへ歩み寄ってくる。

　悠斗は、動かなかった。

　ルージュは、目を閉じたまま歌い続けている。

　男性が、悠斗たちの前で足をとめた。そして、深々と頭を下げたあと、公こう衆しゆうトイレにむかって再び歩き出した。

　彼はそのまま、男子トイレの中へ入り、落書きだらけの壁かべのむこうへ消えた。

　悠斗は、そんな霊の動きを目で追うだけで、決して口を開かなかった。ルージュの歌を邪魔したくなかったから。

　続けて、五体の霊が姿を現した。

　すべり台のむこう側から。街がい路ろ樹じゆの陰から。裏道のほうから。集まっている人たちの後ろから。公園と歩道を隔へだてている柵をすり抜けてくる霊もいた。

　老人であったり、中年であったり、まだ若かったり、若すぎたり、と年齢や性別がバラバラの霊たちが、歌声に誘さそわれてやってきた。




　またいつのひか　またいつのひか　てをとりあえるでしょう

　ながれのなかで　ながれのなかで　ほほえみあえるでしょう

　あさなあさな　なげかないで　ゆうなゆうな　ふるえないで




　チラッと視線だけを投げて悠ゆう斗との前を通りすぎていく霊もいれば、『本当にありがとう』と霊こ声えをかけてくれる霊もいた。うつむいたままの霊。嗚お咽えつをもらしながら、他の霊に手を引かれていく霊。

　そんな霊たちが、第一〇霊街へ入っていく。

　またすぐに数体の霊が現れた。ルージュは、駅周辺で七体の霊を視みたと言っていたが、他の場所にもたくさんいたらしい。















　公園の入口付近で足をとめている人たちには、霊たちの姿が視えていない。唯一、オバサンが連れている小型犬だけが、視みえない存在を目で追っているだけだ。それでも、なにかが伝わるのだろう。中には、目もとをハンカチで押さえている人もいる。

　理屈では説明できないやさしさが、心に染み入ってきた。

　悠ゆう斗とは、下した唇くちびるを噛かみしめた。

　心に染み入ってくるあたたかさに、泣いてしまいそうだから……。


　　　　　　●　●　●



　亜あ夢むは、ぽろぽろと涙を流しながら、ルージュの歌に聴き入った。

　ヘアスタイルを整えた悠斗と、そんな兄に寄より添そうようにして歩くルージュを、『セミファイナル』からここまでずっと追ってきた。もちろん、ひよりとすずめもいっしょに。

　合同庁ちよう舎しやを出るなり、ルージュが悠斗の左腕に自分の細腕をからめたときは、一瞬、空気が凍りついた。

『デデ、デート丸出しじゃないか！』とひよりが怒りを吐き出していたから、妹として腹を立てるタイミングを失ったけど……。

　その後も、お化け屋敷で密着する悠斗とルージュにひよりがずっと怒っていたが、亜夢はああいった場所が大の苦手だから、ずっと目をつむってすずめの腕にしがみついていることしかできなかった。

　お化け屋敷を出たあとは、悠斗とルージュが真まっ直すぐに合同庁舎への道を戻っていったから、なんとか気持ちを落ち着けることができた。

　でも、気になる瞬間があった。

　もうすぐ庁舎という場所で、ようやくルージュが悠斗からからだを離した。そのとき、彼女の唇が悠斗の顔に近づいたように見えたのだ。

　ホッペにチュ？

　そう見えたけど……。見間違いかも……。

　ひよりとすずめは、来週末にあるというカメリア女学院の文化祭について、なにやら意見を交わしていたため、決定的な瞬間を見逃したらしい。これといった反応を示さなかったから……。つまり、目撃したのは亜夢ひとり。

　ほっぺにチュ、したの？　してないの？

　この公園にくるまで、ずっともやもやした気持ちが消えなかった。

　もやもや状態のまま、亜夢は公園の隅にある植え込みの陰に隠かくれ、悠斗とルージュの様子を見守った。ひよりとすずめも、亜夢を挟むようにして身をひそめた。

　そして、公園に入って五分もしないうちに、ルージュが歌いはじめたというわけだ。

　突然変異霊ミユーテストであり、上位精霊ヴアルゴでもある亜夢には、歌に込められた霊質おもいが痛いほどよくわかった。

　厳しさとやさしさ。

　道を示し、背中を押してあげる。それでも、自らの足で歩いていけるよう、手を引いてあげたりはしない。過度なやさしさは押しつけない。

　厳しさに内ない包ほうされたやさしさが、真まっ直すぐに伝わってきたから涙がこぼれた。

　歌に心があったから。心に響いたから。心が響き、震ふるえ、感動したから。

　相手を信頼していないと、厳しくできない。

　相手を好きじゃないと、やさしくできない。

「いい歌ね」

　制服のスカートを押さえて屈かがんだまま、すずめがつぶやいた。

「……………」

　ひよりは、無言のまま霊たちの行進を視みている。

　そんな彼女に薄い笑みを寄せたすずめが、ポソッと言った。

「斬きり込んだりしちゃダメよ？」

「そ、そのくらいわかってる」

「ニョロり、音おん痴ちだもんね」

「そ、そんなこと、いまは関係ないだろう！」

　ひよりの頬ほおが、ほんのり紅あかくなる。


　　　　　　●　●　●



　ルージュが歌い終わり、ようやく目を開けた。

　直後、集まっていた人たちがいっせいに手を打ち鳴らした。短時間で一〇〇人近くにもなっていたため、驚おどろくほど大きな拍手である。

　公園の入口を塞ふさぎ、歩道まであふれていた人々は、ルージュがもう歌わないとわかると、ゆっくりと散っていった。

　数人から「次は、いつ歌うの？」「どこの事務所？」「歌ってる映と像こ、ネットに流さないの？」といった質問をうけたため、ルージュはひとりひとりに簡単なこたえを返した。

「次に歌う日時は未定です」「無所属です」「ネットのことはよくわかりません」

　そして、さらなる質問を投げられる前に、

「うちは、歌うことでお金をいただきたいとは考えていません。歌で、自己主張をするつもりもありません。だれかの心を癒いやすためだけに歌いたい、とそれだけを考えています」

　そう言ったあと、楚そ々そと頭を下げた。

　再び数人から拍手をもらったあと、彼女は疲れたようにそばのベンチに腰を下ろした。

「悠ゆう斗とさん、そばにいてください」

　ルージュが、自分の左隣をポンポンと叩たたいたため、悠斗は逆らうことなくそこに腰を下ろした。

　いまだ公園に残っていた数人から、トゲを含んだような目をむけられたが、無視した。そうしていると、三分もせずにまたふたりきりになれた。

　公園内にだれもいなくなった途端、ルージュが待っていたようにお尻の位置をずらし、悠ゆう斗とにからだをくっつけてきた。そして、右肩に頭をのせてくる。

　そのせいで、せっかく静まっていたドキドキが再発した。甘さと息苦しさとせつなさが、三みつ巴どもえで体内をのたうち回る。右下に、深い谷間も見えていて……。

　それでも、悠斗は平静を装よそおい、

「お疲れさん」

　そう声をかけた。

「……………」

　ルージュからの返事はない。

　横目で見ると、彼女は目を閉じていた。

　眠ったのだろうか？　でも、突然変異霊ミユーテストに睡眠は必要ないはずで……。

　歌うことで、霊力をつかいすぎたのかもしれない。ここは、ルージュの好きにさせておこう。そう思った。

　ベンチに腰を下ろしたまま、悠斗も目を閉じた。

　街の音が聞こえる。右の肩や腕にはルージュの存在をしっかりと感じている。右手の甲こうに落ちた彼女の髪が、ちょっとくすぐったい。

　心を許せるだれかが、すぐそばにいる。

　言葉を必要とせず。

　無理に笑う必要はなく。

　時間を気にする必要もない。

　いまもまだドキドキしてるけど、そんな鼓動の速さにも慣れてきた。居心地のよさに頭がポ～ッとしてきて。このまま、ふたり溶け合ってしまいそうで。気持ちが安らいだ。

　お兄ちゃん。

　不意に、亜あ夢むの声が聞こえた……、ような気がした。

　妹はいま、合同庁ちよう舎しや内の喫きつ茶さ店てん『ころべぇ』にいるはず。ひよりとすずめを相手に、女の子だけの会話を楽しんでいるはず。だから、この公園にいるはずがない。

　でも、ここは合同庁舎の裏手にある公園だから……。

　目を開け、見て、悠斗は思わず「うっ」と息の塊かたまりを呑のみ込こんでしまった。

　公園と裏道を隔へだてている植え込みの脇わきから、亜夢が歩み出てきたから。妹の後ろには、ひよりとすずめもいる。

　亜夢の目が、ジト[image: ][image: ][image: ]ッと湿った光を放っている。ご機嫌ナナメのようだ。

「えっと、こ、これは……」

　悠斗は、背筋に冷たいものを感じながら、妹の視線をうけとめた。

　悪いことはなにもしていない。だから、やましさはない！　なんだ、そのジト目は！　兄を疑うたがっているのか!?　なんて言い放つことができない。できるはずがない。

「お兄ちゃん、なにしてるの？」

　亜あ夢むが、ひんやりとした声でたずねてきた。

「なにしてるって……」

　ベンチに座ってるだけです。という怒りを煽あおるようなことは、決して口にしない。

　とにかく、ここは誤ご魔ま化かすようなことを言わず、正直にこれまでの経緯を伝えよう。亜夢は素直な子だから、この状況になったワケをきちんと説明すれば、必ずわかってくれるはずだ。

「これはだな……」

「これは、もはやデデ、デートと言わざるをえないっ！」

　ひよりが、ビシッと悠ゆう斗とを指差した。

「ちょ、待てって、ワケを聞いて……」

「人ひと気けのない公園のベンチに腰を下ろし、ベ、ベタベタと身を寄せ合ってるなんて、これをデートと言わず、なんと言えばいいんだ！」

「ちょっとニョロり、悠斗くんの言い分も聞いてあげなさいよ」

「言い分だと？　ふ、ふん。言い訳の間違いじゃないのか？」

　ひよりが、悠斗に鋭するどい視線を突き刺してくる。が、泣きそうな目にも見えるから、

「い、言い訳って、そんなこと……」

　とっさに強い言葉を返せない。

「口ごもったな？　後ろめたいことがあるから、言葉がスムーズに出てこないんだ。そうに決まってる！」

　ひよりの言葉に、亜夢が涙目で何度もうなずいた。

　妹よ、お前もか。

　説明するタイミングは、もはや手の届かない場所へ蹴けり飛ばされたと考えなければならないだろう。

「トリプルの声はキンキン響きますから、もう少しトーンを落としてください。トーンを、落として、ください。ゆっくり休ませてもらいたいので、繰り返しました」

　ルージュが、とうとつに言葉を発した。が、目を開けただけで、悠斗から離れようとしない。頭も、肩にあずけたままだ。

　ひよりが、キッと細い眉まゆを逆立てた。

「ミューテストなら、休まなくてもいいはずだ！」

「霊う歌たに霊力をつかいすぎました。ですから、充電ならぬ充霊が必要なのです」

「ゆ、悠斗に、かか、からだを寄せる必要が、ど、どこにある!?」

「たしかに、悠ゆう斗とさんに支えてもらう必要はありませんが、この体勢だと心安らかになれますので、そうしているだけです。悠斗さんがご迷惑なら、すぐに離れますが？」

「い、いや、迷惑だなんて……」

　じゃあ、迷惑だから離れてくれ、なんて言えるはずもないから、もごもごと口を動かすことしかできない悠斗である。

「うふふ、ありがとうございます。それでは、悠斗さんのやさしさに甘えて、もう少しこの状態でいさせてください」

『この状態で』と言いながらも、ルージュはさらにからだを押しつけてきた。しかも、腕までからめてくる。

「ぴっ!?」と亜あ夢むが、大きな目をさらに大きく開いた。

「なっ!?」とひよりが、瞳を驚おどろきの色に染めた。

　すずめだけが、男子トイレの奥を見ながら、「ったく、お役所仕事なんだから」とぶつぶつ言っている。ひよりとルージュの衝突をとめるつもりはないのだろう。

「と、とにかく、ひよりと亜夢も、座れ、な？」

　座って落ち着け、というつもりで言ったのだが……。

　なにを思ったのか、まるで椅い子すとりゲームのように、ひよりがサッと悠斗の左横に腰を下ろした。

　さすがにからだを寄せてはこないが、彼女の黒髪から漂ただよう石せつ鹸けんのような香りは、しっかりと悠斗の鼻に届いた。

「サイレンが座ってるなら、わ、わたしも座る」

「あ、あたしも……」

　亜夢が、くるっと回れ右をするなり、悠斗の膝ひざにお尻をのせてきた。そしてそのまま、悠斗の胸に背をあずけてくる。

「お、おい、亜夢？」

「だ、だって、座るとこ、ないんだもん」

「ん、まあ、軽いから、いいけど」

　右にルージュ。左にひより。前に亜夢。そして、

「ちょっと、なにみんなで面白いことやってんの？　やだ、わたしだけ仲間外れ？　ほら、ニョロり、ちょっと詰めなさいよ」

　すずめが、背でひよりを押すようにして、ベンチの左端に腰を下ろした。

「わわっ!?　こ、こら、すずめ……」

　そうなれば当然、ひよりのからだが悠斗に押しつけられて……。ぴたっ。ぷにっ。

　顔を真っ赤にしたひよりが、すずめへの文句を続けようとせず、悠斗の左肩に頬ほおを押しつけるようにして押し黙だまってしまった。

「うふふ、こうやってみんなで座れば、楽しい気分になりますね」

　ルージュが、悠ゆう斗との右腕をぎゅっと抱き寄せた。

　兄を椅い子す代わりにした亜あ夢むが、薄い両肩を震ふるわせ、くすくすと笑いはじめた。

「端から見たら、変な集団よね」

　すずめも、声に笑いを滲にじませている。

「サイレンがデートしたなら、わ、わたしもスカッドの仲間だから、悠斗と、デ、デートしなきゃ、な。よし、来週末、カメリアの学祭があるから……」

　顔を紅あかくしたままのひよりが、小声でなにやらぶつぶつ言っている。

　女の子たちのやわらかさに囲まれたまま、悠斗は空を見あげた。

　決してきれいとは言えない空だけど、曇ってはいない。晴れている。だからこうして、ベンチに座って楽しいドキドキ感をこれでもかと味わえる。

『自分が変われば、世界も変わっていくはずです』

　ルージュの言葉が、心の中で波紋のようにひろがっていく。

　変わっていこう。少しずつ変わっていこう。

　素直な想おもいが、都会の空にひろがっていく。





第二章　みえっぱりフェスティバル




「もう、悠斗さんったら、何回うちの肌はだを見れば気がすむのですか？」

　ルージュが、拗すねたようにぷくっと頬ほおをふくらませた。しかしながら、水色の瞳はしっとりと濡ぬれたように艶わ笑らっている。

　彼女はいま、肩ひもを外した黒いブラが落ちないよう、両手で押さえている。そのせいでもともと大きな胸が押しあげられ、谷間の深さがとんでもないことに……。

「うふふ、悠斗さんになら、何回見られてもかまわないのですが……」

　ルージュが、色っぽい唇くちびるを笑みのかたちにした。

　ぷるるんと丸みを帯びたふたつの乳房を前に、悠斗はグビビッとツバを呑のむことしかできない。

「……ったく。サイレン、いい加減にしろ、悠斗が困ってるだろう」

　ひよりの声が聞こえた。

　悠斗は顔を巡らし、彼女の姿を探した。どこにいるんだ？

「悠斗、サイレンなんか放っておいて、早く泳ごう」

　ひよりは、すぐ後ろにいた。

　青いビキニ姿で、大きな浮き輪を脇わきに抱えて立っている。

　ルージュと比べると、可哀かわい相そうになってくるほど彼女の胸はボリュームに乏とぼしい。が、その肢し体たいは見事なまでに磨き抜かれ、美しく引きしまっている。かといって、筋肉質というわけではない。

　まさに理想的なボディラインだと言っていいだろう。

　ビキニで隠かくされた部位以外の肌はだがすべて、白い輝きを放っている。

「ほら悠ゆう斗と、もたもたしてないで、泳ぐぞ」

　悠斗は、ひよりの瞳を、首筋を、肩を、胸もとを、ヘソを、腰を、太ももをまともに見ることができず、視線を足もとに落とした。

「悠斗くん、ねぇ、悠斗くん」

　今度は、すずめの声だ。

　悠斗は、顔をあげた。彼女の姿は、どこにもない。右にも、左にも、後ろにも。

「悠斗くん」

　声だけが聞こえてくる。

「悠斗さん、うちだけを見てください」

　ルージュが、舞い落ちてくる羽毛のように抱きついてきた。重さをまったく感じない。

「悠斗、こっちを見ろ。わたしを放っておくなんて、許さないからな」

　ひよりも抱きついてくる。

　左右からむにむにと胸を押しつけられ、どちらに顔をむけたらいいのかわからない。

「悠斗くん」


　　　　　　　　　　　　突とつ如じよ、世界がゆれた。




　　　　　　　　　奇き妙みような浮ふ遊ゆう感かん。




　　　　　　意識が昇のぼっていく。




　　　目が覚めた。



　黒いブラを外そうとしていたルージュや、青いビキニ姿のひよりが瞬またたく間まに消え、代わりに薄暗い部屋の見慣れた天井が視界にひろがった。

「起こしちゃって、ごめんね」

　声に目をむけると、枕もとにパジャマ姿のすずめが膝ひざをついていた。

「あ、南なん條じよう、さん……？」

　どうして、すずめがここに？　いま何時だ？　亜あ夢むは？　ひよりは？　ルージュは？

　のろのろと上体を起こしながら、悠斗は頭の中を整理した。

　亜夢とルージュは、長時間霊力放出訓練だとかで霊街へいったから、あすの朝九時頃までは帰ってこない。

　ひよりは、外出するなんて聞いていないから、一○二号室にいるはず。

　どうして、すずめひとりがここに？

　壁かべ際ぎわにおいたデジタル時計に目をむけると、カーテンの隙間から入ってくる外灯の光で、かろうじて二：二五という数字が見てとれた。草木も眠る丑うし三みつ時どき。金曜日が終わり、土曜日になったばかり。

　こんな時間に、パジャマ姿でやってきた理由は？

　悠ゆう斗とは、微妙なドキドキ感に眠気を押しやられながら、

「ど、どうしたの？」

　すずめの目をうけとめた。

　微かすかに眉まゆ根ねを寄せた彼女が、どこか苦しげな様子で口を開いた。

「お願いがあるの」


　　　　　　●　●　●



　土曜の朝。

　桜さくらヶが丘おかひよりは、呼吸困難に陥おちいりそうなほどの緊張感と戦いながら、こそこそ[image: ][image: ][image: ]っとドアを開け、足音を忍ばせて一○三号室に入り、こそこそ[image: ][image: ][image: ]っとドアを閉めた。

　そして、ドアに背をあずけ、まぶたを閉じたまま大きく息を吸った。

　肺の中へ早朝の空気をたっぷり送り込んだあと、静かに、ゆっくりと吐き出す。

　それでも、からだは強こわ張ばったまま。精神も、カチコチ状態のまま。よくない状態だが、前進あるのみ。と気持ちを固めて……、少なくとも固めたつもりになって、ともすると自分の部屋へ引き返しそうになる両足を叱しつ咤たし、思いきってドアから背を離した。

　目指すは、悠斗の布団。

　七時二七分。いつもなら起きてる時間だが、土曜であるため彼はまだ夢の中にいるようだ。起こしてくれる妹も、きょうは指導官ルージユと外で訓練を行っているため不在。

　ひよりは、そろそろと視線を動かした。壁から床へ、床から台所へ、それから、どうにかこうにか首と眼球を動かし、悠斗が寝息を立てているであろう布団へ。

　鼓動が速すぎる。除じよ霊れいのときでさえ、ここまでは緊張しないのに。自分の心臓ではないかのように感じる。

　でも、嫌な気分じゃない。

　ひよりは、おずおずと悠斗の布団に近づいた。

　どうやって起こせばいいのだろう？　声をかける？　肩をゆらす？　どこかをこちょこちょする？　起きるまで座って待ってる？　ビックリされたらどうしよう。

　様々なパターンが、脳内に浮かびあがっては消えていく。

　ひよりは、胸の前で祈るように両手を組み合わせたまま、選択肢をひとつひとつ吟ぎん味みしていった。

　そうしながら、布団のそばに膝ひざをつく。

　自然なかたちで、彼を起こすことができたら、あとは流れに任せて誘さそえばいい。

　わたしと、いっしょに……。

　ここでようやく気づいた。

　枕に頭がのっていない。

「………？」

　彼は、どんな体勢で寝ているのだろう？　布団の中で丸くなってる？　でも、掛け布団がぺったんこなのは、どうして？

　掛け布団をめくってみた。

　無人。

　布団を触ってみた。

　ぬくもりは残っていない。

　ひよりは、【徒あだ桜ざくら】を手にしたつもりになって、瞬時に全身の感覚を研ぎ澄すました。

　一○三号室内に、人の気配はない。

　洗面所にも、トイレにも、台所の死角にも、だれもいない。

「まさか……」

　つい先ほどまでの緊張が消し飛んだ。

　ひよりは大急ぎで一○二号室に戻り、すずめが寝ているはずの布団に歩み寄った。

　こんもりとした掛け布団を二秒ほど見下ろしたあと、躊躇ためらうことなくめくった。

　見て、

「やられた」

　顔をしかめた。

　掛け布団の下には、丸められた毛布が置かれていた。その上に、『先手必勝！』と書かれた一枚のメモ用紙がセロハンテープで貼られている。

　歯は噛がみしながら、ひよりは昨晩のことを思い出した。

　すずめは、カメリア女学院の制服を壁かべにかけ、丹たん念ねんにブラッシングしていた。

　洗面所のすずめスペースには、やたらオレンジの香りが強い、彼女が愛用しているリップクリームが置いてあった。最近、あまりつかっていなかったはずなのに……。

『あしたは、だれといくんだ？』と質問したことも、しっかりと覚えている。

『ふふん、知りたい？』

　すずめが挑発的な笑みを浮かべたため、ほとんど反射的に好奇心や疑問から顔を背けてしまった。

『ふん、興味ないな』

　すずめがなにをしようと関係ない。自分は悠ゆう斗とと……。

　彼のことばかり考えていた。そんな自分の単純さが嫌になる。

　冷静に考えればわかったはずなのに、悠斗を誘さそうことで頭がいっぱいだったから……。

　ひよりは、すずめが残していったメモ用紙を毛布から剥はぎとり……、握にぎり潰つぶした。


　　　　　　●　●　●



　すずめに連れられて、悠ゆう斗とはカメリア女学院の椿つばき祭さいにきていた。

　ひよりが起きる前に、と朝早くにコソコソと『ハピネスハイツ』を出て、なにがなんだかわからないうちにここまでやってきた。

　彼女とならんで歩きながら、丑うし三みつ時どきのことを思い出す。




「お願いがあるの」

　すずめが、悠斗に顔を寄せてきた。

　お願いって、なに？

　完全に眠気が消えた頭で、悠斗は考えた。

　真夜中に、パジャマ姿でやってきて、寝ている相手を起こしてまでするお願いって？

　ジリッ、と膝ひざを寄せてきたすずめが、顔の前で手を合わせた。

「朝になったら、わたしにつき合ってほしいの」

「つき合うって、どこに？　ど、どうしてこんな時間に……」

「あ、朝になったら、ちゃんと説明するから」

「朝になったら、って……」

「お願い。わたしを助けると思って」

　すずめが、合わせた手、その指先を額ひたいにつけてググッと頭を下げた。

　ここまでされたら、嫌だとは言いづらい。断る理由もないし、特に用事もない。

「南なん條じようさんがそこまで言うなら……」

「つき合ってくれる？」

「ああ、いいよ」

「ほんと!?　ありがとう！　それじゃ、六時半頃迎むかえにくるから。あと四時間くらいしかないけど」

「そんなに早く、どこにいくの？」

「詳しくは朝に、ね」

　言うなり立ちあがったすずめが、すべるように歩き、一○二号室へ続くドアを静かに開け、そのむこうに姿を消した。ドアを閉めるときも、ほとんど音をたてなかった。




　悠斗はいま、『ゼネアーティ』でルージュに選んでもらった服を着ている。髪は、ワックスをつけてサイドを押さえている程度だから、先週『セミファイナル』でセットしてもらったほどにはキマッていない。

　すずめに「できるだけ身なりを整えて」と言われたから、悠斗は自分にできる範はん囲いで服と髪に力を入れた。

　カメリア女学院の文化祭に連れてこられるなんて想像もしていなかったが、周囲を見回しても、格かつ好こうで浮くようなことはなさそうだから、ちょっと安心してる。

　女の子は、みんなカメリア女学院の制服姿。一方、男の子たちは私服ばかりだが、場の雰囲気を乱さない心づかいは忘れていない。有名なお嬢様学校なだけあって、集つどう男子もさすがに品がある。

　悠ゆう斗とは、椿つばき祭さいの雰囲気に呑のまれないよう、意識して胸を張った。

　隣を歩いているのは、南なん條じようすずめだ。そのあたりにいるレベルの可愛かわいさではない。背丈は決して高いとは言えないものの、スタイルは神かみ憑がかり的なほど整っている。

　だから、気後れする必要はない。と悠斗は自分を奮ふるい立たたせた。

　それでも、カメリア女学院の正門前で見た光景が、いまも頭から離れない。

　歩道脇わきに高級車が列をなしていた。どの車も運転手が外に出て、わざわざ後部座席のドアを開けていた。お嬢様や付き添そいの男の子は、〝上流〟の空気をまとったまま校門内へ入っていった。

　それだけじゃない。

　何台かのヘリコプターが、学院の敷しき地ち内へ降りていくのも目撃した。校舎の上に浮かんでいた気球の乗員が、ヘリに手を振っているのも見えた。

　地上も上空も、〝上流〟一色だった。

　財力で人の価値が決まるワケじゃない。それでも、やはり見えない重圧がのしかかってくるから、奇きみ妙ような居心地の悪さを感じてしまう。

「ふふ、悠斗くん、負けてないわよ？　わたしの中じゃ、いちばん格かつ好こいいと思うわ」

　不意にすずめが、悠斗の左腕を自分のほうへ引き寄せた。

「え？」

「他人と比べるのって、あんまりいいことじゃないけど………正直な気持ちは、伝えたほうがいいでしょ？」

　ぷにゅ。

　悠斗の左腕に胸を押しつけるようにして、すずめが抱きついてきた。

「な、南條さん……？」

　彼女が、悠斗の腕を下に引っ張るようにして、耳もとに顔を近づけてくる。

「言い忘れてたけど、ここじゃ〝すずめちゃん〟でヨロシクね。悠斗くんの立場は、わたしの〝良人おつと候補〟ってことになってるから」

「は!?　夫、候補？」

　オレンジだろうか、すずめの口もとから漂ただよってくる柑かん橘きつ系けいの香りにドキドキしながらも、悠斗は彼女の顔をまじまじと見つめた。

「いきなりこんなこと………ごめんなさい。でも、先に教えてたら、悠ゆう斗とくん、嫌がってつき合ってくれなかったでしょ？」

　すずめが、ペロッと舌を出す。

「嫌、とかじゃないけど……」

「あら、正式な良人おつと候補になってくれるの？　だったら、ふふ、実際のところ他に候補なんていないから、本決まりになっちゃうわよ？」

「いやいやいや、ちょっと待って……」

「悠斗くんが南なん條じよう姓になる？　それとも、わたしが名字を変えたほうがいいかしら？　一いちノの瀬せすずめって響きも、そんなに悪くないと思うけど」

「ちょっとちょっと、話が飛びすぎだって」

　すずめが悪戯いたずらっぽく笑っているから、悠斗は冗じよう談だんとしてうけとめた。

「ほんとにごめんなさい。でも、あと二時間くらいでいいから、我慢してわたしの良人候補として振る舞ってくれないかしら？　お願い！」

　すずめが、ぎゅっと悠斗の左腕をしめつけてくる。

　彼女の〝お願い〟を断ってまで引き返すつもりはないけど……、ビックリだ。

　悠斗は、すずめにしがみつかれたまま、ルージュとはまた違った胸の感触にドキドキしつつ、ゆっくりと歩き続けた。

　つき合うのはいい。嫌じゃないし、すずめといると楽しいし、椿つばき祭さいの様子を見て回りたいという好奇心もある。

　だが、〝夫候補を演じる理由〟を知りたいと思うのは当然だろう。

　だから悠斗は、正直にたずねた。

「オレ、なんでダンナ候補のフリしなきゃなんないの？」




　防災面での安全が心配になってくるほど年季の入った校舎の陰に入り、近くに人がいないことを確認したあと、悠斗からようやく離れたすずめが「良人候補として振る舞ってほしい理由」を教えてくれた。

　カメリア女学院は、世間にひろまっているイメージとは違う部分がいくつかあるという。良家のお嬢様が集つどう、慈じ愛あいと希望に満ちあふれた学舎まなびや、という一面もたしかにある。が、しかし、それとはべつに、甘やかされ、ワガママ放題に育てられ、自分はなにをやっても許されると勘違いしきった一部の連中による暴挙が、それこそ絶え間なく、学内のあちこちで噴出しているらしい。

「でね、この椿祭にも、その暗黒面が噴出してるってワケなの」

　すずめが、ちょんと肩をすくめた。

「暗黒面って、具体的にはどんな？」

「美少年コンテスト」

「美少年、コンテスト？　カメリアで？」

「もっとわかりやすく言えば、カメリアの生徒をエスコートしてる男の子の品しな定さだめね。でもって順位をつけようっていう、下品で失礼な企画よ。一昨年からはじまったって聞いてるわ」

「ん～、まぁ、コンテストに参加しなきゃ、順位なんて関係ないと思うけど……」

「申し訳ないけど、学院に入った時点で参加したとみなされるの」

「強制？」

「強制よ。一方的に品定めして、順位を決めて、結果的にその男の子を連れてきた生徒を評価するの。ね、暗黒面でしょ？」

「暗黒面だな」

　悠ゆう斗とは、クピッとツバを呑のみ込こんだ。

　ということは、自分もすでに品定めをはじめられてるってこと？

「だから、悠斗くんにお願いして、ついてきてもらったのよ。べつに、上位を狙いたいってわけじゃないの」

「えっと、連れてこられたことは嫌じゃないし、迷惑だとも思ってない、ってことを先に言っとく。で、ちょっと思ったことを言わせてもらいたいんだけど……」

「なにかしら？」

「最初からエスコート役の男を連れていかなきゃ、順位づけなんかされないと思うんだけど？」

　悠斗は、ストレートに疑問をぶつけた。学院の暗黒面から距離をとれば、その腐臭に鼻が曲がるような思いをしなくてもすむはずだ。

　すずめが、「悠斗くんの、言う通り、なんだけど……」と小さくつぶやいたあと、目を伏ふせた。頬ほおが、ぽわっと紅あかくなっている。

　なにかマズいことを言ったかな？　考えナシの発言だったのかも？　と悠斗は微かすかな後悔を覚えつつ、彼女の様子を窺うかがった。

「あ、あのね……」とすずめが、悠斗の顔を真まっ直すぐに見ようとしないまま口を開いた。

「カメリアじゃ〝人脈をつくれない子〟ってレッテルを貼られたら、もう二度とまともな人間として扱ってもらえなくなるの。〝おひとり様〟は、ここじゃ骨まで食べられるのを待ってるだけの存在でしかないわ。これ、大げさに言ってるんじゃないのよ？」

「弱肉強食ってわけか……いろんな暗黒面があるんだな」

「だから、ね、文化祭でエスコートをしてくれる男性もいないような〝おひとり様〟は、〝人脈がつくれない子〟って見られちゃうのよ。去年は、わたしも一年だったから、男性にエスコートしてもらえなくても、〝ま、一年だし〟って目で見てもらえたけど……それでも、半年くらいは嫌な思いをさせられたわ」

「なんだよ、それ……」

　正直なところ、人を判断する基準がおかしいと思った。それでも、まだ事情をすべて聞いていないため、下手にカメリア女学院の悪口は言わないでおく。

　すずめが、チラチラと悠ゆう斗との顔を見ながら、話を続けた。

「え～っとね、つまり、悠斗くんを無理やり連れてきた理由は、わたしの体てい裁さいをとりつくろうためだったの。わたしもニョロりも、連れん理り学がく院いんに転校したけど、実のところカメリアじゃ〝休学扱い〟になってるから、まだいろんなしがらみが残ってて、〝人脈をつくれない子〟ってレッテルを貼られるのは、ちょっと困るっていうか、プライドが傷つくっていうか……まぁ、それで、こんなこと頼める男の子って、わたしの周りには悠斗くんしかいなくて……」

　悠斗は、校舎のむこうから聞こえてくる明るい音楽やざわめきを聞くともなしに聞きながら、思った。

　自分をよく見せたい、という気持ちはだれにでもあるだろう。そして、学内という狭苦しい世界でのルールは、たとえ納得のいかないものであったとしても、そこで暮らす者にとっては無視できないものだから……、すずめの気持ちはよくわかった。

　だが、ひとつだけ引っかかることがある。

「あのさ、ひよりは、どうすんのかな？」

　ひよりも、カメリア女学院に籍せきを置いたままだと聞いたから……。

　すずめが、足もとに視線を落とした。

「ニョロりって、カメリアじゃ特別な存在なの。〝孤こ高こう〟って言えばいいのかしら。男の子にエスコートされてたら、逆に驚おどろかれるんじゃないかしら」

「一目置かれてる、ってこと？」

「ん、それでも、椿つばき祭さいにひとりできたら、いろいろ陰口をたたかれると思うわ」

「いちおう転校したんだから、あれこれ理由つけて文化祭に出ない、ってことはできないのかな？」

「やろうと思えば、やれるでしょうね。体調不良とか、理由はいくらでもつくれるから」

「じゃあ、南なん條じようさんも……」

「わ、わたしは、そのぅ、出ないといけない理由が、できたから……」

「理由って？」

「あ～、その～」

　すずめの顔が、ぽわっと紅あかくなった。と思いきや、どんどん赤あか味みを増していき……。

「まぁ、勢いで言ってしまった、といいますか……」

　赤せき面めんのお手本、と言ってもいいほど顔や耳が紅くなった。このまま放っておくと頭から湯気が出てくるかもしれない。

　なんだ？

「先週のことなんだけど、椿つばき祭さいの件で実行委員の知り合いから電話もらったとき、つい、強がって言っちゃったの。良人おつとになるかもしれない人にエスコートしてもらう、って……ほ、ほんとに、ごめんなさい」

　だからすずめは、『夫候補』なんて言ってたのか、と悠ゆう斗とはここでようやく納得することができた。

　自分をよく見せたい、という気持ち。

　それがよくわかるから、悠斗は恥ずかしさを我慢して、すずめの手をつかんだ。

「そんじゃ、カメリアにいる間、南なん條じようさんはオレの嫁候補ってことで、ヨロシク」

「え？　あ、う、うん。ヨ、ヨロシク、ね」

　目を見開いたすずめだったが、すぐに頬ほおを紅あかくしたまま笑ってくれた。

　そして、つけ加える。

「言ったでしょ、〝南條さん〟じゃなくて、〝すずめちゃん〟よ」




　悠斗は、校舎を左手に見ながら三分ほど歩き、ここに到着した。すずめから、『最初にいかなきゃいけないの』と言われたからである。

　いま、悠斗とすずめの目の前にあるのは、カメリア女学院の歴史を静かに見守ってきたという等身大の女性像だ。頭からすっぽりとベールをかぶり、慈じ愛あいに満ちた笑顔と軽くあげた右手だけを外に出している。校舎と校舎の間にある通路の途中に建っているため、周りにはたくさんの生徒たちがいる。

　悠斗は、すずめと肩をならべて女性像の前に立った。

　すずめが、キョロキョロと落ちつきなく周りを見回しながら、

「この石像、カメリアの生徒はみんな〝マザー〟って呼んでるわ。学校を創立するとき多大な貢献をしたとか、戦争で焼け落ちた校舎の再建に尽力したとか、生きる希望を失った生徒に道を示したとか、他にもいろんな偉業を成し遂げた実在の女性なのよ」

　女性像のことを簡単に説明してくれた。

　悠斗は、ふ～ん、と曖昧にうなずきながら、すずめが自分をここに連れてきた意図を考えた。カメリアの生徒にとって、マザーはどんな意味をもっているのだろう？

「あ、あのね、悠斗くん、こ、ここ、これ、お、お、お願いできるかしら？」

　すずめが制服のポケットからとり出したモノは、長さが二〇センチにも満たない小さな銀の筒だった。鉛えん筆ぴつを一本入れるのがやっと、という大きさだ。

「なに？」

「こ、これ、なんだけど……」

　筒のフタをキュポッ、と開けてすずめが中から大事そうにとり出したのは、どこからどう見てもポ○キーだった。

　どうしてポッ○ー？　それに、なぜそんなに顔が紅あかくなってるの？

　すずめの細い指につままれた棒状のお菓子と、彼女の真っ赤になった頬ほおを見下ろしながら、悠ゆう斗とは首を傾かしげた。

　彼女がまた、素早く周囲に視線を巡らせた。

　通路の左右には、ちらほらと人の姿が見える程度だが、前後の校舎内には一階から三階まで多くの生徒たちが行き交っている。

　すずめが、悠斗にススッと身を寄せてきた。彼女がつまんだポッキ○が、微かすかに震ふるえているのは気のせいだろうか。

「マザーの前でね、ふ、ふたりで、ひとつのお菓子を食べると、その愛は、し、しし、真実のものになるって、言われてるの」

「え？　それ、いっしょに食べるの？」

「さ、左右から、同時に、たた、食べるのが習ならわしなの」

「習わしって……」

「あ、べべ、べつに、悠斗くんと真実の愛を育はぐくみたいとか、そ、そんなんじゃないのよ。これはあくまでも、校内に男子が入ってこれる椿つばき祭さい限定のイベントで、ま、周りに見せたいっていうか、良人おつと候補を連れてきたっていう、そのぅ、まぁ、既き成せい事じ実じつをつくるためというか……」

　顔を真っ赤にしたまま、すずめが上目づかいで悠斗を見つめてくる。それでも、三秒以上は目を合わせていることができず、すぐにうつむいてしまう。

　悠斗は、なるほどと心の中でうなずいた。

　マザーの前で恋人同士のフリをすれば、〝椿祭に夫候補を連れてきた〟とアピールができる、ということらしい。

　ふたりで○ッキーを食べるという〝習わし〟には少々驚おどろいたが、女子校らしいといえば、とても女子校らしい。伝統あるカメリア女学院の知られざる一面を知ることができたため、なんだか得した気分になれた。

　周りには、決して少なくない数の目がある。ここでもたもたしているわけにはいかない。

「よ、よし、真実の愛を求めるフリを……」

　悠斗は、すずめがつまんでいたポ○キーを抜きとり、口にくわえた。そして、わずかに腰を落として彼女と顔の高さを同じにする。

「ぁ、ありがとう」

　銀の筒をポケットにしまったあとすぐに、すずめがポッ○ーのもう片方の端をそろそろと唇くちびるで挟み込んだ。いまにも湯気が立ちのぼってきそうなほど、彼女の顔は隅々まで赤に染まっている。

　ポリッとすずめがポッキ○を噛かんだ振動が、悠ゆう斗との歯に伝わってきた。

　全身の血流が速くなり、顔が熱くなってくる。からだも熱い。ポリッ、ポリッ、ポリッ、という音と振動が連続する。強すぎるドキドキ感のせいで、気が遠くなりそうだ。

　すずめの赤い顔が、徐々に、そして確実に近づいてくる。

　あと、一〇センチ。

　あと、八センチ。

　あと、六センチ。

　すずめの唇くちびるから、柑かん橘きつ系けいの香りがふわっと漂ただよってきた。

　互いの息づかいどころか、鼓動さえ溶け合ってしまいそうな距離に突入し……。

　悠斗とすずめの鼻が、ちょんとくっついた。

「………ぅ」

「………ひゃん」

　思わずといった様子ですずめが口を開いたため、残りの○ッキーは悠斗がサッと口の中に引き込んだ。彼女がくわえていたそれを、奥歯で噛かみ砕くだく。

　さすがに、唇と唇が重なるまで食いこうとは思っていなかったけど……。どのタイミングで、どちらが口を離すのか、なにも決めていなかったことをあらためて思い出した。















　どういうわけか、ちょっと残念な気もするから不思議だ。

　すずめのふっくらとした愛らしい唇くちびるが、悠ゆう斗とから一歩分だけ離れたそのとき、

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「おめでとう[image: ][image: ]っ！」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

　祝福の声が、空から降ってきた。ほぼ同時に、多くの拍手と大量の紙かみ吹雪ふぶきも。

　マザーを挟んだ前後の校舎、その二階と三階にいた生徒たちが、窓から大量の紙片をまいてくれたのだ。一階や通路の左右にいた生徒たちが、そろって手を打ち鳴らしてくれている。みんな、マザーの前に立っていた悠斗とすずめに無関心を装よそおっていただけで、その挙動には注意を払っていたようだ。

　ふと顔をあげると、校舎の屋上よりもずっと高い場所に気球が浮かんでいた。ゴンドラの中には、こちらを見下ろしながら手を叩たたいている人の姿が小さく見えた。

　すずめが、そんな四方八方からの祝福に対して照れくさそうに頭を下げたあと、悠斗の手をとった。

「ほんとに、ごめんね。でも、ほんとにありがとう」

　紅あかい顔のまま微笑ほほえむ彼女の愛らしさに、悠斗の心臓がまたひとつ大きく跳ねた。




　マザーの前でポ○キーを食べたあと、悠斗とすずめは校舎内を歩き回った。

　南なん條じようすずめが、〝夫候補を同どう伴はんして校内を歩いていた〟という既き成せい事じ実じつをつくればいいのだから、ときどき手をつなぎ、仲のよさをアピールしつつ、気恥ずかしさを笑いで誤ご魔ま化かしながら、ふたり寄より添そうようにして催もよおし物ものを見て歩いた。

　各教室で行われていた、書展、琴ことの演奏会、茶会、生いけ花ばなの展示、日に本ほん舞ぶ踊ようの演舞、料理の実演、彫刻や絵画の展示、その他様々な催しをざっと見たあと、中庭へ出た。数カ所にベンチが設置された左右対称の庭であり、植え込みもキッチリと左右対称に手入れされているため、なんだか気が抜けない。

　そんな中庭のベンチには、空きがなかった。すべてにひと組ずつの男女が腰を下ろしている。微妙に離れて座っているふたりもいれば、肩をくっつけて座っている男女もいる。互いの腕をからませているペアは、とても幸せそうに見えた。

「このくらいうろつけば、もう十分でしょ。そろそろ帰りましょ」

　すずめが、とうとつに言った。

「もう帰るの？」

　悠斗は、彼女を横目で見ながら、思わずそうたずねた。

　カメリア女学院の敷しき地ち内に入ってから、まだ一時間ほどしか経たっていない。

「マザーの前で、ガツンとアピールできたし、ね。とにかく、ここっていろいろ肩が凝こるから、あんまり長居したくないの」

「実行委員の友だちとか、会わなくていいの？」

　一応、悠ゆう斗とといっしょにいるところを見せておかなくてもいいのだろうか？

「知り合いよ、友だちじゃないわ」

「そんなに親しくないの？」

「いっこ上の先輩なの。実行委員って言ったけど、正確には〝裏〟実行委員会の人よ。んで、その先輩が委員長をやってるわ」

「裏実行委員？」

「そ。〝裏〟の委員長ってだけで、〝嫌な感じの人〟ってイメージでしょ？」

「会ってみないと、なんとも言えないなぁ」

「会わないほうがいいわよ。〝裏〟のイメージを裏切らない人だから」

「裏実行委員会って、なにをやる人たちの集まりなの？」

「セ、セレクト・タイムを強制したり……」

「セレクト・タイム？」

「えっと、それは、まぁ、置いといて……主に美少年コンテストを……」

「ソレか……」

「ね、〝嫌な感じの人〟ってイメージ、固定したでしょ？」

　すずめが、〝嫌な人の顔を想像してしまいました〟といったように顔をしかめた。可愛かわいい唇くちびるも、くにっと曲げている。

　で、セレクト・タイムって？　と悠斗が訊きこうとしたそのとき、ひとりの少女がこちらに歩み寄ってくるのが見えた。カメリア女学院の制服姿だから、ここの生徒であることは間違いない。けど、男性を連れていない。おひとり様、ということ？

　すずめのそばで足をとめた少女が、小型ラジオ、のようなモノを無言で差し出してきた。

　なんだ？

　すずめが、苦い薬を口に含んだような顔で、小型ラジオ、のようなモノをうけとった。

　少女は、なにも言わずにくるりと回れ右をして、きた道をサッサと戻っていった。

　いったい、なんなんだ？

　ピ、ガガガ、ピ、

『南なん條じようさん、ご無沙汰しております。うふふふ、戸と成なりです。お元気でしたか？』

　突然、小型ラジオ、のようなモノから女性の声が聞こえてきた。

　もしかして、トランシーバーか？

　ここはケータイでいいだろ！　というツッコミもできないまま、悠斗はすずめと顔を見合わせた。そんなモノをもっているお陰で、周りの視線が集まってくる。

　うえ～、もうダメ、気持ち悪い、吐きそう。といった顔で、すずめがまた唇をくに～っと曲げた。

『未来の旦だん那な様とマザーの前で愛を深めることができたなんて、うふふふ、素敵ですね』

　悠ゆう斗ととすずめがマザーの前でポッ○ーを食べた、という情報の伝でん播ぱが速いのか、それとも、いますずめが通話をしている相手が、紙かみ吹雪ふぶきをまいたり拍手をしてくれた生徒の中にいたのだろうか。

『さてさて、話は変わりますが、桜さくらヶが丘おかさんはいらっしゃらないのですか？』

「たぶん、こないと思いますよ。って、あれ？　これ、送信スイッチどこよ？　ったく、受信だけしかできないの？　ほんと、戸と成なり先輩らしいわね」

　すずめが、トランシーバーをつかんだ腕をだらりと下ろした。

「だれ？」

　悠斗は、それとなくすずめに顔を寄せた。

「さっき言ってた、裏の委員長よ。悠斗くんには悪いけど、帰る前に捕まっちゃったみたいね。は[image: ][image: ][image: ]」

　肩を落とした彼女にかまうことなく、トランシーバーが再びしゃべりはじめた。

『うふふふ、お疲れのご様子ね。そんな顔なさらないで』

　悠斗は、反射的に周りを見回した。

　どこかで見てるのか？

　すずめも、視線だけを動かして周囲の動きを探っている。

　バスケットコートが余裕でみっつは入るであろうひろさの中庭は、四方を校舎に囲まれている。そのため、戸成先輩がどこにいるのかわからない。

　中庭からも、教室内の人影をいくつか見てとることができるが、だれがこちらに意識をむけているのか……。

「どこかな？」

「さあ、教室と見せかけて、屋上とか……」

「屋上？」

「もしかしたら、ベンチの後ろに隠かくれてるのかも」

「ベンチの後ろって……」

『うふふふ、南なん條じようさん、どうして桜ヶ丘さんが椿つばき祭さいにいらっしゃらないのか、納得のいく説明をしてくださいね』

「説明って、このオンボロ受信機じゃ、会話できませんよ～」

　すずめが、わざとらしく声を大きくした。

『なにを仰おつしやってるのか、よく聞きとれませんが……とにかく、そちらへ伺いますから、桜ヶ丘さんが欠席なさった理由を教えてください。彼女がいないと、なんと言いますか、張り合いがありませんから』

　中庭のベンチに座っていた男女が、こちらを見てヒソヒソとなにやらささやき合っている。歩いてる連中も、悠斗とすずめに興味津々といった様子だ。

　トランシーバーの『声』が大きいし、ゴツゴツとしたそれを手にしているすずめも、人目を惹ひく女の子だ。もしかしたら、会話の中に「桜さくらヶが丘おか」の名前が出ていたから、周囲の関心を集めたのかもしれない。

　言葉から察するに、戸と成なり先輩はひよりのことを気にしている様子だ。ふたりは仲がいいのだろうか？

「戸成先輩って人、ひよりに会いたがってるみたいだけど……」

「会いたがってると言うより、会ってイヤミを言いたがってんのよ」

「仲、悪いの？」

「先輩が、一方的にニョロりを嫌ってるだけよ。ニョロりのほうは相手にしてないもの」

「なんかあったの？」

　悠ゆう斗との問いに、すずめがひょいと肩をすくめた。

「去年の椿つばき祭さいのとき、わたしもニョロりも〝おひとり様〟だったから……わたしたちを右も左もわからない一年ぺーぺーだと思ったんでしょうね、戸成先輩が自分の派は閥ばつに引き入れようとして、いろいろちょっかいをかけてきたのよ」

「ハハ、なんとなくその先が想像できるよ。ひよりが先輩の誘さそいを突っぱねたんだろ？　なにか怒らせるようなこと言って、さ」

「ちょっと違うけど、まあ、結果的にはそうなったわ」

「ちょっと違うって？」

「ふふ、戸成先輩が連れてた男がね、わたしとニョロりに言い寄ってきたの。たしかに見てくれはよかったけど、自分は女を簡単に落とせるって態度がムカつくヤツだったわ。そもそも、エスコートしてる相手の目を盗んでナンパなんて、頭おかしいでしょ？　しかも、わたしとニョロり、ふたり同時によ」

「たしかに、ムカつくな」

「でね、そのムカつく男をニョロりが斬きっちゃったってわけ。ニョロ刀でズバッとね。もちろん、だれにもバレないように斬ったから、そのナンパ男は、ニョロりにスタンガンのようなモノで気絶させられたってことになったけど」

　それ以来、戸成先輩はひよりを敵視するようになった、というわけか。

　一年前の出来事を思い出しているのだろう。すずめが、目を細めて中空に視線を漂ただよわせた。喜んでいるような表情だ。

「さすがにあのときばかりは、ニョロりを抱きしめてあげたくなったわ。もしニョロりが斬らなかったら、わたしが【鵺ぬえ震なり】でぶん殴ってたかもしれないから」

「ふたりとも、昔から仲いいんだね」

「腐くされ縁えんなだけよ」

　すずめが、ニッと笑みを浮かべた。

『お待たせしましたっ！』

　突然、トランシーバーから甲かん高だかい『声』が飛び出してきた。




　中庭の真ん中に、なんの予告もなく、気球が降りてきた。

　ベンチに座っていた何人かが、短い悲鳴をあげた。数人が、ベンチから立ちあがってその場を離れていった。座ったまま、呆ぼう然ぜんと見ていることしかできない者もいる。

　ゴンドラにのっていたのは、イケメンの長身男性とカメリア女学院の制服を着た女の子だった。そういえば、マザーのところでも上空に気球が見えたけど……。

「バッッッカみたい」

　不ま味ずいモノを吐き出すかのようなすずめのつぶやきで、悠ゆう斗とは気球にのっているふたり組の正体がわかった。

　戸と成なり先輩と、彼女をエスコートしている男性だ。

　ゴンドラのドアから先に地上へ降りた男性の手を借り、戸成先輩がスカートを押さえるようにして降りてきた。

「ひよりが斬きったのって……」

「そ、あの男よ。懲こりずに今年もきたのね」

「今年は、斬られなくてすむな」

「代わりに、わたしがぶん殴るかも」

「クリーナーって、一般人に危害を加えちゃダメなんだろ？」

「やるからには、バレないようにやるわ」

「バレないようにって……それもダメだろ」

　気球を背に歩み寄ってくる戸成先輩とイケメンを眺めながら、悠斗とすずめは小声で言葉を交わした。

　悠斗たちまで残りおよそ一〇メートル、というあたりで戸成先輩が足をとめた。そして、近くのベンチに顔をむけ、そのまま動かなくなった。と、そこに座っていた女の子が、隣の男性の腕を引いて立ちあがり、コソコソと逃げるようにベンチから離れていく。

　そんなカップルには見むきもせず、戸成先輩がさも当たり前といった顔で空いたベンチに腰を下ろした。

　彼女に続いて腰を下ろしたイケメンが、サッと長い足を組み、ベンチの背もたれに片かた肘ひじをかける。

　悠斗は、頭の中でガラガラと鳴り響く音を聞いた。カメリア女学院に抱いていた〝超のつくお嬢様学校〟というイメージが崩れていく音だ。

　戸成先輩は、丁てい寧ねいに巻いたセミロングヘアだった。金髪だった。見た目もきれいだし、スタイルも悪くなかった。おそらく、なにも知らずに彼女と会っていれば、「お淑しとやかそうなお嬢様」だと思ったはずだ。

『会わないほうがいいわよ。〝裏〟のイメージを裏切らない人だから』というすずめの言葉を思い出す。

　すずめが急に、戸と成なり先輩にむかって歩き出した。

　どうして自分から近づくの？　と疑問に思いながらも、悠ゆう斗とは黙だまってすずめの背を追った。軽く息を吐き、夫候補としてボロを出さないようにしよう、と気持ちを固める。

　座ったままうっすらと笑みを浮かべた戸成先輩が、静かにこちらを見つめている。

　彼女が唇くちびるを動かしていないにもかかわらず、〝用があるから、ここまできなさい〟と言われているような気持ちになってくる。

「先輩、これ……」

　すずめが、もっていたトランシーバーを戸成先輩に差し出した。が、

「ご挨拶は？」

　彼女はスカートの上で両手を重ねたまま、うけとろうとしない。

　すずめが、微かすかに顔をしかめたあと、

「ご機嫌よう、戸成先輩」

　ちょんと両りよう膝ひざを曲げた。

「ご機嫌よう、南なん條じようさん」

　戸成先輩が、座ったまま挨拶を返した。横のイケメンは、組んだ足をぶらぶらさせながら、笑いを堪こらえているような顔をしている。

　悠斗は、気分が刺とげ々とげしくなっていくのを感じながらも、口を挟もうとはしなかった。ここはすずめの領域テリトリーであり、自分は細かなルールを知らない外の人間だから。黙っていたほうがいいだろう、とそう判断したのだ。

「これ、お返しします」

　すずめが、あらためてトランシーバーを差し出した。

「うふふふ、それ、もういらないわ」

　戸成先輩が、楽しそうに目を細めた。

「そうですか？　じゃあ、わたしがもらってもいいですか？」

「ええ、差しあげるわ」

「ありがとうございます」

　ボトッ。

　すずめが、足もとにトランシーバーを落とした。

　ピリリッ、と空気に細いヒビが入ったような気がした。

　すずめはもちろん、わざと落としたのだ。彼女の目には、挑発的な光など微み塵じんもない。それでも、カマイタチのような、触れると指先が切れてしまいそうな、そんな空気を全身にまとっている。

　表情や言葉に出すことなく、〝ナめてると【鵺ぬえ震なり】でぶん殴るぞ〟と相手に伝えているのだ。もちろん、本当に殴るのはまずいけど……。

　悠ゆう斗とは、心の中で拳こぶしを握にぎりしめた。

　戸と成なり先輩は、トランシーバーに見むきもしないどころか、すずめの行動に不快感を示そうともしない。『いらない』と言ったものがどう扱われようが、まったく関心がないのだろう。

「上はいい風でしたよ」

　戸成先輩が、空を見あげた。その際、金色の巻き毛が軽く跳ねる様は、とても美しい。

「きょうはいい天気ですから、気持ちがいいでしょうね」

「うふふふ、上から見下ろすって、楽しいわ。景色も、人も、ね」

「上から見下ろしてばかりだと、同じ目線の友人がいなくなるんじゃありませんか？」

「友人にしてあげたいと思ったら、その相手をわたしがいる場所まで引きあげるから、問題ありません。見下ろすのは、あくまでも価値の低い、地上を徘はい徊かいすることしかできない人々だけ。あくせくしている様子が、見ていて飽きませんからね」

　美しい、と感じた心を返せ！　と叫びたくなった。

　見てるといらついてくるため、悠斗は戸成先輩の金髪を視界の隅に追い払った。と、不意にイケメンと目が合った。途端、フフンと鼻で笑われた。見事なまでの精神攻撃だ。

　感情が沸ふつ騰とうしそうになった。が、ここで怒ったら負けだ。と悠斗は意地でいらつきを抑えた。

　気づくと、周りを五組の男女に囲まれていた。女の子たちはそろって可愛かわいいし、男たちは全員整った顔をしている。

　それでも、この中でいちばん可愛いのは、南なん條じようすずめという子だ。強がりなどではなく、それが悠斗の正直な気持ちだった。

「ちょ、おい、なにやって……？」

　悠斗は、思わず声をもらした。

　五組の男女が、まるで見せつけるようにベタベタとからだを寄せ合いはじめたからだ。

　中こ庭こって、そういう場所なのか？　学校の中だろ？　おい、戸成先輩とツレの男も、人前で堂々とイチャつきだして、恥ずかしくないのか？

　戸成先輩は、座ったまま隣の男にしなだれかかり、どこか挑発的な目をすずめにむけている。

　なにがはじまった？

　すずめが、悠斗にからだを寄せてきた。

「排他的時間帯セレクト・タイムよ」

「セレクト・タイム？　って、これが？」

　つい先ほど、すずめに訊ききそびれた〝セレクト・タイム〟の正体が、いま明らかに！

　いつの間にか、中庭に満ちていた明るい音楽が消え、代わりに静かな曲が流れていた。

「悠ゆう斗とくん、ここは黙だまって、わ、わたしに合わせて、ね」

「え？　あ、ぁぇお？」

　すずめが、悠斗の胸に頬ほおを寄せてきた。からだも、ぴたっとくっつけてくる。

　すぐ近くには、戸と成なり先輩とイケメンがいる。周囲には、戸成先輩の派は閥ばつに属しているであろうと思われる連中もいる。それなのに、イチャつく理由は？

　わけがわからない。が、周りの目があるからこそ、下手なことができない。ニセモノの夫候補だったことがバレれば、すずめに大恥をかかせることになるからだ。

　悠斗は、すずめの赤い髪に口と鼻を埋うずめるようにして、こっそりたずねた。

「なにが起こってんの？」

「ごめんね。要するに、カップルの親密度を高めるため、みんなでいっせいにベタベタしましょってことなの。わざわざそのための時間をつくって、音楽で報しらせてんのよ。バカみたいでしょ」

　悠斗の胸に顔を押しつけるようにして、すずめが小さな声で教えてくれた。

　真っ昼間であるにもかかわらず、ムーディな甘ったるい音楽が流れ続けている。

　明るい陽光の下で、しかもたくさんの目にさらされた中で男女が密着するという、なんだか痛々しいギャップに悠斗はめまいを覚えた。

「うふふふ、くすぐったいわ」

　声に目をむけると、戸成先輩とイケメンが頬と頬をくっつけて抱き合っていた。イケメンの手は、先輩の腰に当てられている。

　すずめが動いた、と思ったときにはもう、悠斗の手は彼女の腰、その後ろに当てられていた。

「すずめ、ちゃん？」

「も、もっと抱きしめて。わ、わたしなんかじゃ、悠斗くんとはつり合わないかもしれないけど、お願い。ここは我慢して」

「つり合わないって、そんなこと……」

「ぎゅって、だ、抱いて、ね」

　すずめが、どこか自信なさげな顔で、もぞもぞと悠斗にからだを押しつけてくる。

　悠斗は言われるまま、腕に力を入れて彼女の細い腰を引き寄せた。

　柑かん橘きつ系けいの香りが強いためだろうか、頭がクラクラしてくる。

　すずめの頬が、胸が、熱が、可愛かわいらしさが、存在そのものが、これでもかと悠斗に密着して……、血流がどんどん速くなっていく。

「あん」

　艶つやっぽい声は、戸と成なり先輩のものだった。

　イケメンが、彼女の首筋に唇くちびるを当てていた。

　おいおいおい、ここを人ひと気けのない夜の公園かどこかだと勘違いしてないか？　と思いはしても、わざわざツッコミを入れたりはしない。

　悠ゆう斗とには、椿つばき祭さいにおけるセレクト・タイムがどんなものなのか、いまいちピンとこないし、彼女や彼は、人前でイチャつくことに羞しゆう恥ち心しんを感じないタイプなのかもしれないから、下手なことは口にしないほうがいい。

　いきなりだった。

　すずめが、からだの前面を悠斗に擦すりつけるようにして、首に両腕を回してきた。

　彼女の大きな瞳が、かたちのいい鼻が、オレンジの芳ほう香こうを放つ唇が、一気に距離を詰めてくる。

「ちょ？」

「悠斗くん、こ、ここが勝負所なのっ」

　勝負所って、なに？

　そうたずねるよりも先に、すずめの唇が悠斗の頬ほおに押しつけられてきた。

　ちゅ。

　一瞬だった。それでも、間違いなく接触した。

「えっと……」

「……………あ、あのね、その、あぅ～」

　すずめが、おたおたと悠斗からからだを離した。瞳が潤み、顔どころか耳や首筋まで紅あか一色に染まっている。赤いショートヘアだから、首から上はどの角度から見ても真っ赤っかだ。

　夫候補の頬にキスした程度で、ここまで初うい々ういしい反応をしていたら、戸成先輩たちに疑うたがわれるのでは？　それとも、結婚まではプラトニックな関係を貫つらぬくつもりなんだ、と言い張る？

　ポッキュ♪　ポッキュ♪　ポッキュキュ♪　ポッポッキュキュ♪　ポッキュキュ～♪

　いきなり、気の抜けるような音楽が聞こえてきた。

　イケメンと抱き合っていた戸成先輩が、制服の胸ポケットからケータイを出し、それを耳に当てた。

　あんたの着信音かっ！　と心の中で容赦のないツッコミを入れてやる。

　紅い顔のすずめが、チラチラと恥ずかしそうにこちらを見ていることに気づいたから、悠斗は意識して笑顔をつくり、

「照れ屋さん。何回キスしたら、慣れるのかな？」

　顔から火炎を放射してしまいそうな恥ずかしさをなんとか踏み潰つぶし、キスなんていつものことという顔をしてみせる。周りの連中に、少なくとも通話中の戸と成なり先輩に聞こえるよう、声を少しばかり大きくして。

　すずめが、戸惑うように瞬まばたきをしたあと、すぐに嬉うれしそうな笑みを浮かべてくれた。

　とうとつに、ケータイを耳に当てたまま戸成先輩が立ちあがった。彼女の目が、嬉しそうな光を放っている。

　通話を終え、ケータイをポケットに押し込んだあと、戸成先輩がうっすらと微笑ほほえんだ。

「これから、ここにスペシャルゲストをお連れします」




　中庭に連れてこられたのは、カメリア女学院の制服を身につけたひよりだった。

　戸成先輩の派は閥ばつに属しているであろうと思われる女の子たちが、彼女の周りをとり囲んでいる。

「正門の外でコソコソしていたそうですね？　うふふふ、どうして堂々と入ってこなかったのですか？」

　戸成先輩が、楽しくて堪たまらないといった様子で、ひよりに歩み寄っていく。

　ひよりのほうは表情を消したまま、返事をしないどころか戸成先輩と目を合わせようとさえしない。ただ、悠ゆう斗ととすずめの姿に気づいたときだけは目を見開き、続けて、怒りを押し殺すように目を細めた。が、それも一瞬だけで、すぐにもとの冷めた表情に戻ってしまった。

　戸成先輩が、無視を決め込んでいるひよりに腹を立てる様子もなく、

「桜さくらヶが丘おかさんをエスコートしてくださっている男性は、どこにいらっしゃるの？　ご挨拶したいわ」

　まるで中庭にいる全員に、それどころか四方の校舎内にいる生徒たちへ話しかけるかのように、声を大きくした。

「イヤミな女」

　すずめが、胸を押しあげるように腕を組んだまま、ボソッとつぶやいた。

　悠斗は、隣にいるすずめから、周囲の注目を一身に集めている戸成先輩へ視線を移した。それから、ゆっくりとひよりへ顔をむける。

「もしかして、お独りで椿つばき祭さいにいらっしゃったのですか？　二年にもなって？」

　戸成先輩がなにを言っても、ひよりは微動だにしない。

「なんてことでしょう！　エスコートをしてくださる男性をひとりも確保できなかったなんて！　ああ、もしわたしなら、恥ずかしくて外を出歩くことさえままなりません。カメリアの名な折おれですもの」

　悠斗は、怒りを爆発させたいという衝動を抑えながら、ひよりに歩み寄った。

　すずめが、先輩や周囲の目をはねつけるように背筋を伸ばし、悠ゆう斗ととならんで歩く。

　戸と成なり先輩の視線を遮さえぎるように、悠斗はひよりの正面に立った。

「大丈夫か？」

「わたしは〝問題ない〟と考えたから、ここにきたんだ。心配してくれるのはありがたいが、去年も〝おひとり様〟だったんだから、なにも変わらない」

　ひよりが、ボリュームに乏とぼしい胸をそらした。

　すずめは、「強がっちゃって……」とつぶやいただけで、それ以上はなにも言わない。

「ん？」

　ひよりが、悠斗の顔にスッと手を伸ばしてきた。そして、指先で軽く頬ほおを擦こする。

　なにかついてた？

　悠斗は、なに？　と目だけで訊きいた。が、ひよりはなにもこたえず、指先を鼻に近づけたまま動かなくなった。

　彼女の眉まゆ根ねに、深いシワができた。

「これ、すずめの、リップ、クリームじゃ……」

　ドキッ、と心臓が大きく跳ねた。

　つい先ほど、すずめにキスされた。強い柑かん橘きつ系けいの香りをまとったぷるぷるの唇くちびるが、悠斗の頬に押しつけられた。間違いなく、確実に、弁解の余地もなく、接触した。

　まさか、あのときの証拠がくっついていたなんて……。

「ニョロり、それはね……」

「すずめは黙だまっててくれ。わたしは、悠斗から直接こたえを聞きたい」

　ひよりが、悠斗に強い目をむけてくる。

「どうして、キミの頬に、すずめのリップクリームがついてるんだ？」

「え[image: ][image: ][image: ]っと、なんて言えばいいのか……」

「し、したのか？」

「したって、な、なにを？」

「わ、わたしの口から言わせるな。主語は、わかってるはずだ」

　ここは正直に、頬にキスされた、と言えばいいのだろうか？　だが、そのときの状況を説明しなければ、行為の意味がきちんと伝わらないはずだ。

「ニョロり、わたしから説明させて……」

「すずめは黙っててくれ、と言ったはずだぞ？」

「オレが説明してもいいけど、すずめちゃんのほうがきちんと……」

「すずめちゃん、だと？　悠斗、い、いつからそんな、親しげな呼び方を……」

　ひよりが、言葉を堰せきとめるように唇を引き結んだ。間を置くことなく、彼女の瞳が潤みはじめる。

「お、おい、ひより……」

「ちょっと、ニョロり、なんか勘違いしてるでしょ？」

　悠ゆう斗ととすずめの言葉に小さく首を振りながら、ひよりがヨロヨロと後あと退ずさった。

「うふふふふふふふふふふ、泣きたくなる気持ちもわかります。だって、〝おひとり様〟なんですもの。お気持ちは、察するに余りあります。うふふふふふ、胸が痛くなるほど、わかりますよ。ええ、わかりますとも」

　黙だまって悠斗たちの様子を見ていた戸と成なり先輩が、もう堪こらえきれないといった様子で、声を震ふるわせた。ほんとに、もう、楽しすぎる、どうしよう、といった表情だ。

　悠斗は、ひよりを見下した笑みを顔中に貼りつけている先輩をにらみつけた。だが、なんの効果もない。彼女の後ろで、イケメンもニヤニヤと笑っている。

「いいことを思いつきました！」

　戸成先輩が、胸の前で手を打ち合わせた。

「レンタルをしましょう！　桜さくらヶが丘おかさんが寂さみしく情けない思いをしなくてもいいように、男性のレンタルをするのです！　うまくいけば、そこからおつき合いがはじまるかもしれません。借り物の男性。疑ぎ似じ恋愛。その後、勘違いのゴールイン。うふふふ、ロマンチックだと思いませんか？」

「思うわけねぇだろ！」

　気づいたら、怒りを吐き出していた。

　戸成先輩が、ビクッと身を縮ちぢめた。が、すぐに挑発的な笑みを浮かべて胸を反らし、細いアゴをわずかにあげて悠斗にむき直る。

「下品な大声を出して、どういうつもり？　南なん條じようさん、彼氏の躾しつけがなっていませんよ」

「すずめちゃんは関係ねぇだろ。だいたいな、レンタルってなんだよ。男は品物じゃねぇぞ。ついでに言わせてもらうけど、女の子の価値を付属品おとこで決めるなんて、どう考えてもおかしいだろ！」

「おかしいのはあなたのほうです。わたしを怒鳴ったりして、常識のない人ね」

　周りの連中が、クスクスと笑いはじめた。戸成先輩の後ろにいるイケメンも、ずっとニヤニヤ顔を崩さない。一瞬だが、ムカつく突然変異霊ミユーテストのにやけ面を連想してしまった。お陰で、腹立たしさ倍増だ。

　ひよりが、うっすらと涙をにじませた瞳を悠斗にむけている。ぽかんとした顔は彼女に似合わないけど、なんだか可愛かわいらしく見えてくる。

　すずめが、「よくぞ言ってくれたわ。さすが悠斗くん」と悠斗の腕をポンと叩たたいた。

　たったそれだけの言葉が、気持ちを支えてくれた。そして、ポンと腕を叩いてもらえたことで、からだの芯を固めることができた。からだの芯が固まれば、どんなに大勢の敵から嘲わ笑らわれようとも、自信をもっていられるだけの勇気が湧いてくる。

　戸と成なり先輩が、右手を高々と頭上にあげた。なにを意味する行動なのかわからない。

「あなたは、大声を出して脅おどせば女はおとなしくなる、なんて旧きゆう態たい依い然ぜんとした考えをおもちのようね。南なん條じようさんも、籍せきを入れる前に相手の本性がわかったから、うふふふ、よかったのではありませんか？」

　常識が違うし、育った環境も違うし、生きている世界のルールも違う。価値観も大きく異なっている。

　決して目には見えない厚い壁かべ。越えることのできない厚い壁。短時間では、撤去することも穴を開けることもできない厚い壁。

　悠ゆう斗とは、自分と戸成先輩の間にそんな壁があることに気がついた。

　簡単に破壊するのが無理ならば、とりあえずは距離をとるしかない。

「帰ろう」

　悠斗は、すずめとひよりにむき直った。

「わ、わたしはきたばかりだ。いま帰ったら、に、逃げてるみたいじゃないか。だから、悠斗とすずめだけで、な、な、仲よく、帰ればいい」

　いまだに涙目のひよりが、ここを動かないからな、とでも言うように腕を組み、両足をひろげた。

「帰りたくないんだったら、それでもいいけど………まずはここから離れましょ」

　すずめが、ひよりの肩に手をのせたときだった。

　いきなり周囲が暗くなった。丸い影が落ちてきたのだ。

「なんだよ、あれ？」

　空を見あげ、悠斗は顔をしかめた。

　数人の女の子たちをのせた気球が、再び空へ昇のぼっていく。いつの間につけたのだろうか、『ペルセウス賞＆メドゥサ賞　投票所』という垂れ幕が下がっている。

　戸成先輩が右手をあげたのは、気球再上昇の合図だったのだろう。

『ペルセウス賞』というのは、ナンバーワンの美少年を選出する賞なのだろう。でも、『メドゥサ賞』は？

　ギリシア神話で、勇者ペルセウスに退治された怪物の名前が、確かメドゥサだったはずだ。頭髪がヘビで、目が合った者を石にしてしまうという、醜みにくい怪女の名。

　まさか……。




　一〇分もしないうちに、中庭を埋め尽くすほどの生徒や、その連れの男子が集まってきた。数にすれば、千せん人にん以上はいるだろうか。

　悠斗、すずめ、ひよりの三人は、戸成先輩とそのとり巻き連中に逃げ道を塞ふさがれ、いまだ中庭にとどまっていた。

『うふふふ、尻尾しつぽを巻いて逃げるのですか？』という先輩の挑発にまんまと引っかかったひよりのせいで、中庭を出ていくタイミングを失した、というのが本当のところなのだが。

　小指を立ててマイクを握にぎった戸と成なり先輩が、イケメンに手をとってもらいながら、靴のままベンチにあがった。

　そんな先輩を見あげ、

「ふん、ベンチに土足であがるなんて、品のないヤツだ」

　ひよりが、周りの騒そう々ぞうしさにまぎれる程度の声でつぶやいた。

　すずめのほうは、こっそり中指を立てただけで口を開かない。

　それに気づいたひよりが、自分も……、とばかりに立てた親指を地面にむけた。

　戸成先輩が小指。すずめが中指。ひよりが親指。三者三様の指の立て方を見て、悠ゆう斗とは内心でため息をついた。

　この女学院に本物のお嬢様はいるのか？

　そんな疑問を吹き飛ばすかのように、

『お集まりのみな様』

　戸成先輩の『声』が、中庭を満たした。四方の校舎に設置されたスピーカーから、同時に流れ出ているのだろう。そのため『声』の出所がわからず、頭に直接響いてくるかのような錯覚にとらわれる。

　集まった人たちが、いっせいに声をひそめた。この状況を見るだけでも、学内における戸成先輩の影響力を知ることができる。

『今回の椿つばき祭さいは、例年通りもっとも素晴らしい男性を選出する〝ペルセウス賞〟とともに、もっとも嘆なげかわしい女子を選ぶ〝メドゥサ賞〟の投票も行うことにしました』

　もっとも嘆かわしい女子を選ぶ？

　悠斗は、ひよりを横目で見た。ベンチに立つ戸成先輩へ、冷めた目をむけている。

『メドゥサ賞』の最有力候補は、間違いなくひよりだろう。もっとも嘆かわしい女子、という汚名をなすりつけ、彼女を貶おとしめるためにつくった賞に違いない。

　投票数など、戸成先輩が裏から手を回していくらでも操作できるはずだ。

『さあ、みな様、お手もとの投票用紙に名前を書き入れてください』

　お手もとの投票用紙？　なんだそれ？

「やってくれんじゃない。投票用紙を事前に配ってたみたいね。わたしらは、最初から除のけ者ものってわけか」

　すずめが、鼻にシワを寄せた。

「ふん、相変わらず、用意周しゆう到とうな女だな」

　ひよりの涙は、すでに乾いていた。代わりに、いつでも【徒あだ桜ざくら】を抜くぞ、といった鋭気を全身にまとっている。

『名前を書き入れた投票用紙は、こちらの投票箱へお入れください。時間はたっぷりとありますから、ごゆっくりとどうぞ』

　ふたりの女の子が、人混みの中からひと抱えもあるほど大きな木箱をもって現れた。それを、戸と成なり先輩が立っているベンチの前に置く。

『ペルセウス賞とメドゥサ賞に相応ふさわしい男女を、じっくりと決めてください。ご参考までに、我々裏実行委員が調査した結果をここで発表いたします。

　本日の椿つばき祭さいに、厚こう顔がんにも同どう伴はん者ナシで現れた生徒は、うふふふ、桜さくらヶが丘おかひよりさんただひとりです。

　その勇気に、いいえ蛮ばん勇ゆうに、みなさん盛大な拍手を！』

　人々の中から、パラパラと拍手が聞こえた。

　戸成先輩の周りにいた女の子たちが、大げさなほど手を打ち鳴らしたため、それが徐々にひろがり、すぐに大きな拍手となった。

　悠ゆう斗と、すずめ、ひより以外の人々がそろって手を叩たたく様は、まさに暴力的だった。

　悠斗は、渦うずを巻くかのような拍手の中、拳こぶしを握にぎりしめた。

「いい加減にしろっ！」

　気づいたときには、大声で叫んでいた。

　だが、拍手はとまらない。周りの数人が驚おどろいた顔で手をとめ、悠斗からわずかに距離をとっただけだ。

　頭ひとつ高い位置から、戸成先輩がさも楽しそうに悠斗を見下ろしている。彼女の横では、長身のイケメンもニヤニヤ笑いを崩さない。

『それではみな様、用紙に名前のご記入をお願いします。男性の名前がわからない場合は、記入欄にエスコートされていた女性の名前を書き入れてください』

　戸成先輩の声で、ようやく拍手がやんだ。

　周囲から、カサカサと紙を開く音がきこえてくる。集まっている男女が、ペンを手になにやらコソコソと言葉を交わしはじめた。

　投票用紙もペンも、椿祭の参加者全員に配られていたようだ。事前に。すずめとひよりだけを除いて。

「……………っ！」

　戸成先輩からマイクを奪うばいとり、ここに集まっている連中に言いたいことをぶつけてやろう、と悠斗は一歩を踏み出した。が、二歩目を踏み出すことができなかった。

「やめておけ」とひよりに肩をつかまれたからだ。

「ひより？」

「なにを言っても無駄だ。悠斗も、もう気づいてるだろう？　あの女は、我々と違う生物なんだ。まともに相手をしてたら、こちらがバカを見るだけだ」

　悠ゆう斗との肩から手を放したひよりが、戸と成なり先輩にトゲのある目をむけた。が、すぐに視線を悠斗に戻す。

「戸成先輩って、ほんと、なんて言うか、粘ねん着ちやく質しつよね。去年のこと、まだ根にもってんの丸わかり」

　すずめが、ハァ～、と疲れたように息をついた。

　ひよりが、戸成先輩の横に立つイケメンにチラッと目をむける。

「去年の椿つばき祭さいで、あそこにいるヤツを斬きり捨てた。わたしとすずめに、失礼な言動をしたから、な」

「今年も斬ってやれ」

「ふん。また懲こりずに近づいてきたら……そのときは……」

　斬ってやる、と最後まで言い切ることなく、ひよりが足もとに視線を落とした。

「どうした？」

「そのときは………悠斗は、すずめを守ってやるんだろう？」

「え？」

「い、嫌なヤツから、か、彼女を守ってやるのが、かか、彼氏の、務め、で……」

「は？　彼氏？」

「ちょっとニョロり、だから、勘違いなんだって」

「勘違い？　悠斗の頬ほおにすずめのリップクリームがついてたんだぞ？　そ、それに、悠斗が、〝すずめちゃん〟とさも親しげに呼んでたじゃないか。この事実を前にして、か、かか、勘違いだと？　ご、誤ご魔ま化かす必要などないだろう。ちゃんと言ってくれれば、わたしだって、ふたりを、祝福して……」

　悠斗とすずめを交互に見ていたひよりが、再びうつむいた。

　そんなひよりに寄より添そったすずめが、横から顔を覗のぞき込こむ。

「まぁ、たしかに、悠斗くんのホッペにキスしたわ。でも、それは戸成先輩たちに見せつけてやるために、勢いでやっただけで……もう、見み栄えよ見栄、わかるでしょ？　戸成先輩相手だと、売り言葉に買い言葉、つまり売りチューに買いチューってわけよ」

「売りチューとか買いチューとか、言っている意味が、よくわからない」

「とにかく、悠斗くんに無理やりにでもキスしなきゃいけない状況だったのよ」

「無理やり？　悠斗が望んだわけじゃ、ないのか？」

「まあね」

「で、でも、悠斗は、すずめと椿祭にきたじゃないか……」

「んもうっ、わたしが悠斗くんを騙だまして連れてきたのよ。だれからもエスコートしてもらえなかったら、恥ずかしいでしょ？　ここじゃ、〝おひとり様〟がどう見られるか、あんたもわかってるはずよ」

「ふん、他人を見下すことでしか自分の価値を見つけられないような連中など、相手にしなければいい」

「あんたみたいに、超ちよう然ぜんとしていられる人間ばっかじゃないのよ？　そんなだから、のこのこ椿つばき祭さいにひとりでやってきたりして……少しは警戒しなさいよね。戸と成なり先輩を喜ばせてどうすんのよ」

「わ、わたしも、最初は悠ゆう斗とを、さ、誘さそおうと……なのに、すずめが先に……」

「そこは〝早い者勝ち〟でしょ？」

「くっ、〝先手必勝！〟などと、わざわざメモまで残して、イヤミなヤツだ」

「先手をとられたあんたの負けでしょ？」

「先手をとって勝利をつかめば、すべて許されるというわけじゃないだろう？　その考え方だと、奇襲ばかりする卑ひ怯きよう者ものの振る舞いを非難できなくなるぞ」

「ぐちぐち言ってんじゃないわよ。勝ったのはわたし、負けたのはあんた。この事実を素直にうけ入れなさい」

「わたしは、負けたつもりなどない、ぞ」

　ひよりが、右手をわずかに開いて、スカートの裾すそに近づけた。いまにも【徒あだ桜ざくら】を抜き放ちそうな鋭気が、全身から放出されている。

「こんなところで抜いたら、大騒ぎになるでしょ？」

　すずめが、素早くひよりから離れたあと、悠斗に身を寄せてきた。そして、

「わたしたちの仕事、連れん理り学がく院いんじゃバレてるけど、ここの生徒はだれも知らないの」

　そう耳打ちする。

「こら、どさくさにまぎれて、悠斗にくっつくな」

　ひよりが、スカートの裾をギュッと握にぎりしめながら、すずめをにらみつける。

　悠斗は、内心でホッと息をついた。

　ひよりの表情が、いつの間にか明るくなっている。どうやら、リップクリームの誤解は解けたらしい。




「オレのこと覚えてる？」

　横からの声に、悠斗は首だけを動かした。

　気づかないうちに、戸成先輩が連れていたイケメンが、すぐそばに立っていた。悠斗より頭半分は高いから、身長は一八〇以上あるだろう。細身で、白いジャケットを無理なく着こなしている。はだけたシャツの胸もとには、太いネックレスが光っているが、それがまた似合ってる。

　ひよりが、目の端をピクッと痙けい攣れんさせ、

「なんの用だ？」

　冷たく言い放った。

「ハハハ、怒んないでよ。普通にしゃべりたいだけだって。今年は、スタンガン抜きで話さない？　いろいろ、さ」

「わたしは、あなたとの会話を望んでいない」

「オレは望んでるんだけどね。ここじゃゆっくり話せないから、今度またべつのところで会えないかな？」

　おいおい、これだけ人の多い場所で堂々とナンパかよ。

　悠ゆう斗とは、イケメンの横顔を軽くにらんだ。が、こちらには見むきもしない。

　すずめは、呆あきれたような顔で腰に両手を当て、イケメンの顔を見あげている。

　戸と成なり先輩は……、ベンチを降りて、他の生徒たちとなにやら言葉を交わしている。こんなちょっとした時間さえも無駄にせず、ひよりに声をかけてくるなんて、ある意味すごい男なのかもしれない。尊敬はできないけど……。

「オレの名刺、渡しとくから」

　ジャケットの懐に右手を差し入れたまま、イケメンがまた少しひよりに近づいた。が、手の届く距離には入ってこない。スタンガンを警戒しているのだろう。本当は、【徒あだ桜ざくら】という霊具なのだが……。

「連絡もらえたら、嬉うれしいよ」

　イケメンが、キラッと光る白い歯を見せながら、ひよりにむかって名刺を差し出した。

　歯を光らせて笑う人間が、本当にいたんだ、という稀き少しよう動物を発見したかのような驚おどろきを覚えながらも、悠斗は思わず足を踏み出していた。そして、嫌そうな顔で手を伸ばしたひよりが、その名刺をうけとる……………………………、よりも先に横から奪うばいとった。

「っ!?」

　イケメンが、ここでようやく悠斗に顔をむけた。こんなヤツが近くにいたの？　といった表情だ。

　悠斗は、名刺にプリントされた文字に目を落としもせず、丁てい寧ねいに折り目をつけたあと、ビリッとふたつに破って、足もとに捨てた。

　ひよりが、両目を見開いた。

　すずめが、両りよう眉まゆをはねあげた。

「おい、こら……」

　イケメンの目が尖とがり、声に威い嚇かくの色が滲にじむ。

　悠斗は、彼の視線をうけとめた。気持ちをぐいっと前に押し出す。

「この子たちはオレの連れだから、気安く声をかけないでくれるかな？」

「お前、自分がなにしたか、わかってんの？」

　イケメンの声は、怒りに震ふるえている。あと少しでもつつけば、すぐにでも爆発しそうだ。

　べつにこの場でケンカをしたいわけじゃない。ただ、目の前の男から、ひよりの心を守りたいだけだ。

　声をかければ、簡単に落とせる女の子だと思っているのなら、それは大間違いだと教えてやりたい。それだけだ。

　イケメンが、悠ゆう斗とに顔を寄せてきた。

「お前、調子にのりすぎだって、気づいてるか？」

「ジェイ、なにやってんの？」「コイツ、さっきジェイの名刺、破ってたろ？」「たまにいるよな、身のほど知らずのカンチガイ野郎って」「オレ、そういうタイプ大嫌い」

　イケメンの知り合いなのだろう。四人の男たちが悠斗の周りに集まってきた。

　ジェイ、と呼ばれたイケメンを合わせると、計五人。みんな、そろいもそろって見た目が整っているから、なんだか悔しい。

　ひよりが、指先をスカートの裾すそにかけている。すずめは、スカートを押さえるようにして両手を重ねている。ふたりとも、瞬時に霊具を手にできる姿勢をとっているのだ。

　この場で【徒あだ桜ざくら】と【鵺ぬえ震なり】を披ひ露ろうすれば、イケメン集団を簡単に撃退することができるだろう。でも、あまり利り口こうなやり方とは言えない。周りに人が多すぎる。

　ジェイたちは、悠斗をとり囲むようにして立ち、口々にしゃべりはじめた。

「名刺一枚で、コイツの人生、終わったね」「戸こ籍せき、消してやろうか？」「本物の権力って、本当に映画や小説みたいなんだって、教えてやるよ」「死ぬよりつらい目に遭あったら、少しは反省するだろ」「反省する頃にゃ、もう帰れないところまで堕おちてるさ」

　正直、怖い。

　目鼻立ちや身長で勝っている五人の男たちが、自分を集中的に攻撃してくるのだから。

　それでも、悠斗は視線を落とさなかった。

　ジェイだけに的を絞しぼり込み、言い放つ。

「やってみろよ」

　人生終わった？　死ぬよりつらい目？　軽々しく口にしてんじゃねぇぞ！　という気迫を視線に込める。

　お[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]、とイケメン集団が声を出しながら、互いに顔を見合わせた。悠斗の反応を明らかに面白がっている。

　次の瞬間、

「薄っぺらなヤツらだな」

　ひよりのつぶやきで、男たちの笑みが掻かき消きえた。

　え？　薄っぺらって、まさかオレたちのこと？　五つの顔が、そろいもそろってそんな表情に固まった。

「薄っぺらな男たちが、仕立てのいい服を着て精いっぱい見み栄ばえを整えているだけだ。背伸びをしているお子様連中とは、言葉を交わす価値もない」

「ハハハ、お子様って、なに言って……」

「戸こ籍せきを消すとか、本物の権力を教えてやるとか、死ぬよりつらい目に遭あわせるとか、んま～ほんと、安っぽい脅おどしの連発だったわね。きょうは、椿つばき祭さいといっしょにカンチガイお坊ちゃまのお遊戯会も開かれてんのかしら？」

　ジェイの言葉をすり潰つぶすように、すずめもイケメン集団をこきおろす。中指のオマケつきだ。

「おい、お前、女のくせに……」

　ジェイの口からその言葉がもれた瞬間、悠ゆう斗とは右みぎ拳こぶしを固めた。

　続けて、彼の足がすずめにむかって踏み出されたとき、悠斗は右腕を後ろに引いた。

　すずめに手を出そうとしたら……。

　ぶん殴る！　と気持ちを固めたときだった。

　紅あかい炎せ線んが視界に刻まれた。

　ほぼ同時に、ジェイが整った顔から地面に倒れ込み、そのまま動かなくなった。

　周りにいた男たちが「あっ!?」と声をあげ、続けて周りから悲鳴があがった。

「女のくせに、か……男のくせに、だらしのない。悠斗、爪の垢あかを煎せんじて飲ませてやったらどうだ？」

　ひよりの手には、なにも握にぎられていない。しかも、彼女はジェイに手が届かない位置にいたため、スタンガンを押しつけようがない。周りは目撃者だらけだ。

　もちろん、【徒あだ桜ざくら】で攻撃するには十分すぎるほどの距離だったが、なにも知らない連中にそれがわかるはずもない。

　ジェイが、なにもない場所で無様に転んで、そのまま気を失ってしまった。素人しろうと目めには、その事実しか捉とらえられないだろう。

　すずめが、倒れたジェイへ、そして周りで呆ぼう然ぜんとしているイケメンたちへ軽けい蔑べつの視線を投げたあと、悠斗の腕に肩をくっつけてきた。

「こんな連中に悠斗くんの爪の垢を飲ませてやるなんて、もったいないわ。悠斗くんの凄すごさをなぁ～んにも知らずにケンカを売ってんのよ？　ふふん、でも、知らないって幸せなことよね」

　すずめの言葉で、残った四人のイケメンたちが、悠斗からいっせいに視線をそらした。なにか勘違いをしたらしい。

　悠斗は、なにもしていない。だから、彼らが目をそらす理由などないはずだ。それなのに、すずめのハッタリ紛まがいの言葉を聞き、勝手に想像をふくらませたのだろう。

　ひよりが評したように、本物の『薄っぺらなヤツら』だからこその反応だ。

　悠斗はふと、人混みの中で忙せわしなく上下する金髪をみつけた。

「キャアッ！　ジェイ、どうしたのです!?」

　人混みから駆け出てきた戸と成なり先輩が、倒れたジェイに覆おおいかぶさった。

「ジェイ、返事をしてください！　ジェェェ──イ！」

　ジェイの肩をガクガクと乱暴にゆらす先輩を見て、悠ゆう斗とは思った。気絶している人のからだを激しくゆらしちゃダメだろ、と。

「戸成先輩って、状況に酔ようタイプよね」

　すずめの言葉をうけ、悠斗のそばに寄ってきたひよりが、ふん、と鼻を鳴らしたあと、

「面倒な女だな。自分を映画のヒロインかなにかだと勘違いしてるんだろう。せいぜい、三文芝居のエキストラ程度なのに」

　辛しん辣らつに斬きって捨てた。

　途端、戸成先輩がジェイから離れ、サッと立ちあがった。

「桜さくらヶが丘おかさん、またスタンガンをつかいましたね!?」

「周りの方々に訊きいてみてはいかがです？　そもそも、またとは心外ですね。去年だって、スタンガンなどつかっていません」

　ひよりの言葉に、戸成先輩が周りを見回した。

「どなたか、桜ヶ丘さんがジェイに危害を加えた現場を目撃した方、いらっしゃいませんか？」

　だれも口を開かない。ほとんどの人たちが目をそらしてる。数人から、「その方、急に倒れましたよ」「救急車、呼ばないの？」「なにか持病をおもちなのでは？」といった声が聞こえてきた。

　望んでいたこたえが返ってこなかったためだろう、戸成先輩が眉まゆを逆立てた。

「桜ヶ丘さんが、なにかしたに決まってます！　犯人は、この人しかいません！」

「わたしは、彼が倒れたとき、離れた場所にいましたよ？」

　ひよりの、しれっとしたこたえに、悠斗は笑いたくなった。

「ぅぅぅ、二年連続でわたしに恥をかかせたこと、一生後悔させてあげますから、覚悟なさいっ！　あなたはメドゥサです！　醜しゆう悪あくな怪物です！　ですから、それに相応ふさわしい賞をさしあげましょう！」

　戸成先輩の金切り声を聞きながら、悠斗は大きく息を吐いた。

　ひよりを貶おとしめるためにメドゥサ賞をつくった、と先輩自身の口で告白したようなものである。

「そろそろのはずなんだけど……」

　すずめのつぶやきが、悠斗の耳にそっと入ってきた。

　そろそろって、なにが？




　イケメン集団がジェイを保健室へ運んでいったあと、戸と成なり先輩が再びベンチの上にのった。手を貸してくれる男性がいなくとも、ひょいと軽い動きで。もちろん土足だ。

『それではみな様、記入がすんだ用紙を投票箱にお入れください。集計の結果、ならびに授賞式はあすの後夜祭にて行います』

　戸成先輩の『声』が、中庭に集まった人々の上に落ちてくる。

　用紙を手にした何人かの女の子たちが、どこか申し訳なさそうな目をひよりにむけていることに、悠ゆう斗とは気づいた。

　折りたたんだ用紙を投票箱に入れているのは、戸成先輩のとり巻き連中ばかりのようだ。他の人たちは、なかなか動こうとしない。

　生徒たちの中には、ひよりに同情的な人もいるはず。カメリア女学院には、まともな子が多いはず。悪意が渦うず巻く場所ではないはず。マザーの前でもらったあたたかな拍手の音は、いまでも耳に残ってる。

　勢いのある戸成先輩に押されて、場の雰囲気に流されて、やりたくもない投票をさせられている人がたくさんいるはず。

　それでも、そんな人たちに「投票なんかやめとけよ」と言っても伝わらないだろう。

　この学校には、この学校で生きていくためのルールがある。勢いがあるグループに目をつけられるようなことはしない。それが利り口こうで正しい、学校という閉鎖社会内での過ごし方であり、普通校でもお嬢様学校でもおそらく違いはないはずだ。

『さあ、みなさん。投票用紙を箱の中へお入れください』

　戸成先輩の『声』。そして、彼女のとり巻き連中の視線。お互いの目。場の空気。

　いろんな要素が、集まっている人々の背を投票箱へむかって押していく。

「ん？」

　すずめが、ケータイを耳に当てている。

「あ～、はいはい、そこから金髪の人が見える？　巻き毛の、そうそう、ベンチに立って偉そうにしてるから、目立ってるでしょ？　うん、わたしたち、その近くにいるから。人がたくさんいて霊波をみつけづらいでしょうけど、急いでね」

　パタン、とケータイを閉じたすずめが、ニッと笑みを浮かべた。

「だれと話してた？」

「すぐにわかるわ」

　ひよりの問いに、すずめが右手の校舎に目をむけた。

　だれかくるのか？

　すずめの視線を追って顔を動かし、

「…………………………」

　ひと筋の光が空から落ちてきた瞬間を、悠斗は目撃した。

　目の錯覚か？　だが、周りの連中にも見えているようだ。

　ある者はため息をつき、またある者は目を見張り、そしてある者は身を強こわ張ばらせている。

　まるで、天からの祝福をひとり占めしているかのような美しい少年が、悠ゆう斗とたちに歩み寄ってくる。

　年齢は、悠斗とそれほど変わらないように見える。服装は、紺色のジャケットに薄茶のズボンを合わせただけという地味なものだが、その簡素さが余計に彼の神こう々ごうしさを際立たせていた。

　見えない巨大な手でやさしく左右に押しやられるように、みんなが彼のために道を空けた。が、驚おどろきはそれだけでは終わらない。

　彼の姿を目にした女の子たちが、はふぅ[image: ][image: ][image: ]とため息をついたあと次々とその場に座り込んでいく。意識を失ったのだろうか、そばの男性に支えられたまま動かなくなった子もいた。

　彼が、額ひたいにかかったサラサラ水色ヘアを、長い指で掻かきあげた。ひとつひとつの動きが、とてもさまになっている。

　何者なんだ？

　ひよりも、彼の正体を知らないようだ。眉まゆ根ねを寄せ、だれだ？　といった顔をしている。

「待ってたわ」

　すずめが、軽く右手をあげた。

　声に、少年が目だけで笑った。そんな彼の後ろから、ひょこっと顔を出したのは、

「あたしもきちゃった」

　亜あ夢むだった。

　どうして、妹もいるんだ？　少年との関係は？　え？　まさか……。

　少年が、深く澄すみきった水色の瞳を悠斗にむけてきた。

　目の位置が、悠斗より数センチ高い。つまり、身長もそれだけ高いということだ。

　それでも……。

「サイレン、なのか？」

　悠斗よりも先に、ひよりが口を開いた。

　少年がまた、目だけで笑った。

「ほんと、すごいですよねぇ」

　亜夢が、嬉うれしそうに笑みをひろげた。

「特殊メイク班も、なかなかやるじゃない」

　すずめが腕を組み、少年にしか見えないルージュを満足げに眺めている。

「特殊メイク、って……？」

　悠斗のつぶやきに微笑ほほえみながら、ルージュが悠斗とひよりのそばに寄ってきた。そして、仲間たちにしか聞こえないほどの小声で、

「亜あ夢むさんの訓練が終了したあと、大急ぎで霊れい部ぶ省しようの特殊メイクスタジオに駆け込んだというわけです」

　そう説明してくれた。

　ひよりが、

「な、なぜそんな、バカげたことを……」

「トリプルをエスコートしてくれる男性がいないから、助けると思って男装してくれ、と南なん條じようさんに頼まれたのです。うちも、このような変身は嫌いではありませんし、何事も楽しまなければ意味がないと考えていますので、ふたつ返事で了承させていただきました」

「わたしのためだというのか？　バ、バカにするな！　ま、まがい物の男にエスコートしてもらっても嬉うれしいはずがないだろう」

「事情は南條さんから聞いてます。人間関係をつくることが上手か、あるいはそうでないかで人の価値を判断するなんて、あまりにもナンセンスです。トリプルは、そのような価値観を道理にかなったことだと思っているのですか？」

「お、思ってるはずがないだろう。だが、サイレンがそんな格かつ好こうをする理由にはならないはずだ」

「トリプル、あなたはスカッドの隊員であり、うちの仲間です。理由は、それで十分なのではありませんか？」

「う、わ、わたしは……」

　口ごもったひよりの肩をポンと叩たたき、すずめが会話に入った。

「ニョロりが椿つばき祭さいにこなかったら、ルージュの出番もなかったんだけど、さ。念のため、あんたが〝おひとり様〟覚悟で椿祭にきたときのことを考えて、きのうルージュにお願いしといたのよ」

「だ、だいたい、すずめが悠ゆう斗とを……」

「そこは〝早い者勝ち〟だって言ったでしょ？」

「くっ」

　悔しそうに唇くちびるを噛かんだひよりの肩を、もう一度ポンと叩いたあと、すずめがベンチにむかって歩き出した。

　ベンチの上に立つ戸と成なり先輩は、男装したルージュを凝視したまま動かない。いや、動けないのか。

「戸成先輩、マイクお借りしますね」

「え、あ、ちょ、ちょっと……」

　戸成先輩からマイクをひったくったすずめが、素早くベンチに飛びのった。

　戸成先輩とならんで立つと、すずめのほうが五センチほど背が低い。だが、陽ひの光を弾はじく赤いショートヘアは、先輩の金髪など足下にも及およばないほどの輝きを放っている。

　両手でマイクをもったすずめが、投票用紙を手にした人々へ話しかけた。

『たったいま、桜さくらヶが丘おかひよりさんの〝良いい人〟がご到着なさいました。彼から離れた場所にいらっしゃる方々は、音にも聞いてくださいませ。お手もとの用紙を投票箱へお入れになるのは、そのあとでも十分に間に合うはずです』

　それだけ言うと、またマイクを戸と成なり先輩の手に戻す。

　間を置くことなく、くしゃくしゃ、という紙を丸めるような音が聞こえてきた。

　見ると、近くにいた女の子が、投票用紙と思おぼしき紙を手の中で握にぎり潰つぶしていた。

　くしゃくしゃ、という音がひろがっていく。

　悠ゆう斗とは、周りを見回した。

　互いに顔を見合わせた女の子たちが、どこかおずおずと、それでも表情に確かな光を宿やどし、用紙を丸めている。中には、ビリビリと破っている子もいた。

　周りの少年たちが、なんだか楽しげにそれを見ている。

　裏実行委員会のやり方に反感をもっていた子が、少なからずいたのだろう。その中の数人が起き爆ばく剤ざいになってくれたのだ。

　ペルセウス賞やメドゥサ賞には投票する価値もない、という空気が中庭に満ちていく。

　ベンチに立った戸成先輩は、いまなお動けない。完全に言葉を失っている。ベンチの周りにいるとり巻き連中も、おろおろと周りを見ているばかりで、なんの言葉も口にできないでいる。

　すずめがベンチから飛び降りた際、スカートがふわりとひろがった。チラ見えした白いふとももが、これでもかと光を弾はじく。

　ドキッと跳ねた心臓を押さえつつ、悠斗は慌てて視線を上に移した。すると今度は、光の粒を振りまいている赤い髪が目に飛び込んできた。とびきりの笑顔もいっしょに。

　南なん條じようすずめという女の子はいま、どこもかしこも輝いている。全方位キラキラ状態だ。

　見ている悠斗は、目を細めることしかできなくて……。




　男装のルージュが歩くだけで、前後左右から女の子たちのため息が聞こえてきた。座り込んだり、恥ずかしそうに両手で顔を覆おおったり、涙ぐんでいる子もいた。

　なんだか申し訳ないような気持ちになりながら、悠斗はカメリア女学院の正門にむかって歩いた。

　ルージュはたしかに、男の自分が見ても変な気分になってくるほど完成されていた。イケメン、という簡単な言葉では言い表せないほどの美が、頭の天辺てつぺんから足のつま先に至いたるまで、惜おしげもなくちりばめられている。

　でも、中身は女性なのだ。

　カメリア女学院の清純な生徒たちがそれを知ったら、いったいどうなるのだろう？　もしかしたら、何割かが危険な道に足を踏み入れてしまうかもしれない。暗黒面がいくつかあるみたいだから、あるいは簡単に道を踏み外して……、いやいや、すでにその道のエキスパートたちがいるかもしれない。伝統ある女子校だし。

　そんなことをついつい考えてしまう。

　だが、ひよりにその心配はなさそうだった。

「気持ち悪いな」

　というコメントを口にしたから。

　すずめが、ひよりの腕を肘ひじでつついた。

「助けてもらったでしょ？」

「わたしは頼んでないぞ」

「南なん條じようさん、いいのです。男装は、さすがに初めてですが、日頃とは違った角度から自分を眺めることができましたので、貴重な経験になりました。上げ底の革靴も、最初は不思議な感覚でしたが、慣れてみると意外にも歩きやすいことに気づかされました」

「ほら、サイレンもああ言ってるだろ」

「だからって、感謝の気持ちがないのはよくないわよ？　ルージュがきてくれなかったら、ニョロりは間違いなくメドゥサになってたんだからね」

「誤解を招くような言い方をするな。わたしはわたしだ。メドゥサなどといった空想上の妖あやしげな存在になったりはしない」

「うちの知識が正しければ、メドゥサの髪はヘビだったはずです。ふふ、トリプルはヘビ女ですから、少なくとも共通点がありますね」

「無理やり共通点をつくるな。同じヘビでも、メドゥサは石化の呪力をもった怪物で、炎えん龍りゆうは火系の神霊だ」

「似たようなもんじゃない」

「似ても似つかない。ヘビだけを見て語るな。全体を見ろ」

　ひより、すずめ、ルージュが、言葉を交わしながら悠ゆう斗との前を歩いている。

　悠斗は、亜あ夢むとならんで彼女たちについていく。

　四方から集まってくる、遠えん慮りよがちだったり、無ぶ遠えん慮りよだったり、興味津々といった視線に気づかないフリをしながら、正門を抜けた。

　途端、

「これで、サイレンとすずめが、ゆ、悠斗と親しん睦ぼくを深めたことになるな。スカッドの隊員として、次は、当然、わ、わたしの番だと思うのだが………仲間だし、な」

　ひよりが、肩越しにチラッと悠斗に目をむけてきた。彼女の目もとはいま、ほんのり桜色に染まっている。

　亜あ夢むの頬ほおが、ピクピクッと痙けい攣れんしたのに気づいたのは、おそらく悠ゆう斗とだけ。

　すずめが、流れるように動いた。

「だったら、まだきょうという日が終わってないから、悠斗くんはわたしともっともっと親しん睦ぼくを深めなきゃ、ってことになるわね」

　するするっと悠斗に身を寄せてくるなり、ぴとっと左腕に抱きついてきた。頬も押しつけてくる。ぷにぷに感が、なんとも……。

　亜夢の頬が、またピクピクッと動いた。

「なっ!?　も、もうカメリアの外に出たんだぞ!?　すずめの悠斗独占権は、椿つばき祭さいから離れた時点で失しつ効こうしたとみなすべきだ！」

　ひよりが、慌てた様子で回れ右をして、悠斗にむき直った。

　独占権って、なんだ？

　どういうわけか、「お、お兄ちゃんの独占権は、ほほ、本来なら、い、妹が、もつべきであって……」などとごにょごにょ言いながら、亜夢が悠斗の右腕にしがみついてきた。

「うふふ、言ったでしょ。〝早い者勝ち〟よ」

　すずめが、唇くちびるの両端をつりあげた。

「け、権利とか、早い者勝ちとか、よ、よくわかりませんけど………お、お兄ちゃんは、あ、あたしの……」

　亜夢が、聞きとりづらい小声でなにやらつぶやきながら、悠斗の右腕をぎゅ[image: ][image: ][image: ]っと抱きしめてくる。

　悠斗は、左腕にくっついているすずめ、そして右腕に密着している亜夢にそれぞれ目をむけながら、黙だまって歩き続けた。歩きづらいけど、振り払うわけにもいかないし……。

　目の前で、水色のショートヘアが輝いた。と思ったときにはもう、

「それではうちも、少しだけ先日の続きを……」

　ルージュから首に両腕を回され、抱きつかれていた。外見が男でも、そのやわらかさや身にまとう色気は変わらない。胸が、なにかをきつく巻いているのだろうか、少しばかり硬いけど……。

「ちょっと待て！　サイレン、自分の格かつ好こうを思い出せ！　端から見たら、男が男に抱きついてるようにしか見えないぞ！」

「うふふ、〝わたしはわたし〟というのはトリプルの言葉ではありませんでしたか？　他人からどう見られようと、気にしなければいいのです」

「少しは気にしろっ！　と、とにかくからだを離せ！　悠斗が、ほら、歩きづらそうにしてるじゃないか」

　ひよりが、ルージュの腕をつかんで引っ張った。が、悠斗から引ひき剥はがすことができない。それどころか、余計に腕のしめつけが強くなる。ぎゅむぎゅむ[image: ][image: ][image: ]っ。

　悪い気分じゃないけど、たしかに歩きづらい、というか歩けない。左腕にすずめ。右腕に亜あ夢む。正面に男装のルージュがくっついているのだから。

　苦しいやら、嬉うれしいやら、ドキドキするやらで、大変だ。

「こ、こら、離れろ、すずめも、公共の場でベタベタして恥ずかしくないのか？」

「恥ずかしくありませ～ん」

「羞しゆう恥ち心しんを忘れるなっ！」

　ひよりが、ルージュとすずめを同時に引ひき剥はがそうと、ふたりの上着をつかんで乱暴に引っ張った。

「いゃ[image: ][image: ][image: ]ん、悠ゆう斗とさん、助けてくださぁい」とルージュ。

「んきゃ[image: ][image: ][image: ]、悠斗くん、メドゥサがきたぁ」とすずめ。

　ふたりが、余計にしがみついてきた。そしてなぜか、亜夢もどさくさにまぎれるようにして、からだをぐいぐいと押しつけてくる。

　だから、歩けないって……。





第三章　親睦びより




　金曜の放課後。

　悠斗、ひより、すずめの高等部組は、教室を出て真まっ直すぐに校門へむかった。亜夢とルージュの中等部組とは、いつも校門のそばに建つ石せき碑ひの前で待ち合わせている。

　合流したあとはスムーズに校門を出て、特別な用事がない限りは寄り道などせず『ハピネスハイツ』へ歩いて帰る。

「亜夢さんの持ち味は、やはり細部への気づかいです。細かな点の気づきは、驚きよう嘆たんに値します。その点に限っていえば、すでにうちも及およばない高みにあると言っても過言ではないでしょう」

　歩きながら、ルージュが亜夢に指導官の顔で語りかけた。

　妹は、気づきの細かさを褒ほめられて嬉しいのだろう、恥ずかしそうに微笑ほほえんでいる。

　亜夢とルージュは、ほとんど毎日のように上位精霊ヴアルゴとしての訓練を行っている。ふたりとも、本来なら食事や睡眠を必要としない突然変異霊ミユーテストであるため、みんなが寝静まった夜から翌日の明け方までを訓練時間に充てているのだ。

　マジメな亜夢は、ルージュに言われた通り、霊力を高める訓練を素直すぎるほど素直に続けている。日中でも、例えば学校の休み時間などをつかって、トイレの中など人目につかないところで霊気の放出訓練を行っているという。

　性格的に、妹はなにかをやらせたらコツコツと継続的に、そして確実にそれをこなしていく。が、現段階では〝コツコツ〟とのんびりやっているわけにはいかなかった。急げる限り、急がなければならないのだ。

　理由はふたつある。

　ひとつは、スペードが狂霊種バーサーカーになりつつあるため、いざというときのために可能なだけ霊力を高めておく、ということ。

　あとひとつは、霊から人間に戻る方法に『高い霊力を身につけて転てん生せいの秘術を行う』というものがあるため、それも視野に入れておくということだ。

　後者は、気の遠くなるような歳月がかかるというから、いまはまだ〝目標〟というよりも〝夢〟に近いものだけど……。

　とにかくいまは、スペードを警戒しなければならない。

　先日、ルージュが言っていた。

　スペードが完全な狂霊種になれば、ひよりか、もしくは亜あ夢むになりふり構わずに襲いかかってくるだろう、と。

　スペードは、ひよりと亜夢に執しゆう着ちやくしている。

　ひよりは、不幸にもつき合いが長いため。亜夢は、以前、炎えん龍りゆうの穢けがれをとり込んで魔神デイモンと化したとき、スペードに絶大な歓喜と恐怖を刻みつけたため。

　まともな思考ができなくなっても、執しゆう着ちやく心しんは消えない。それどころか、ますます強くなるという。

　悠ゆう斗とは、いつもと変わらない街並みを眺めながら、聞くともなしに女の子たちの会話を聞いていた。

「亜夢さんの必殺技が完成するのも、もうすぐですね」

「あたし、自分がどんなことをできるようになるのか、まだ、よくわかりませんけど、必殺技とか、ちょっと怖いです」

「怖いですか？　もし〝必殺〟という単語が不快なようでしたら〝必勝〟と呼ぶことにしますが……」

「必勝技、ですか？　え～っと、呼び方とかではなくて……」

「亜夢ちゃんは、必殺技そのものに不快を感じてんじゃないのよね？　技をつかう状況、つまり〝戦う〟って状況を〝なんかやだなぁ～〟って感じてんでしょ？」

　すずめが、横から亜夢の顔を覗のぞき込こんだ。

「え、あ、そのぅ、戦うのが嫌ってわけじゃないんですけど……」

「わたしたちは慣れちゃったから、忘れがちだけど……戦いって、あんまりいいもんじゃないわ。だからね、亜夢ちゃんの感覚は変じゃないわよ。でも、きついことだけど、どうにかこうにか慣れていかなきゃね」

　ひよりも口を開く。

「少なくとも、スペードを返り討ちにできるくらいには腕をあげないとな」

「返り討ち、ですか？　あたし、そんなこと……」

　不安そうな表情になった亜あ夢むに、ひよりがやさしい笑みをむけた。

「心配しなくていい。スペードは変態だが、やはり手て強ごわいからな。亜夢くんに押しつけたりはしない。ヤツを浄化やるときは、わたしが斬やる」

「いっつも逃げられてるくせに、言うじゃない」

「ふん、次こそは斬きってやる。いつでもこい………と言いたいところだが、明後日あさつて以降にこい、だな」

　ひよりの頬ほおが、ふんわりと赤みを帯びた。幸せそうな空気が、彼女を包み込む。

　それとは逆に……。

　ルージュの瞳から、あたたかみが抜け落ちていく。

　すずめが、呆あきれたような、そして、どこかいらついたような顔で午後の空を見あげた。

　亜夢が、なぜか怒ったような視線を兄に突き刺してくる。

　ひよりの『明後日以降にこい』という言葉で、場の雰囲気が一変した。

　それでも、悠ゆう斗とは歩みをとめなかった。

　歩きながら、亜夢の必殺技のこと、あしたのこと、今後のこと、いろんなことが頭の中に浮かんでは消えていく。霊が人間に戻るみっつの方法も、浮かんできた。が、こればかりはすぐに消えてくれない。

『生身の人間が、霊界へいって死者の魂たましいを現世に連れ戻してくる』

　霊界なんて、どうやっていけばいいんだよ？　死ねってことなのか？

『長い年月を費やして高い霊力を身につけたあと、転てん生せいの秘術を行う』

　いちばんまとも……、に思える方法だけど。長い年月って、人間の寿命よりもずっと長い、気が遠くなりそうなほど長い時間が必要ってことだから……。

『鬼となり、方々から人じん骨こつを集めて〝鬼き造ぞう人にん間げん〟をつくったあと、その中へ自らの魂を移し替えるという秘術を行う』

　亜夢を鬼にするなんて、論外だ。

　一度、スペードの奸かん計けいにはまって、妹が魔神デイモンとなったときのことを思い出す。鬼とは、あのような状態になることなのだろう。魔神も鬼も、悠斗にとってたいした違いはない。

　もう二度と、妹を怪物になんかしない。

　思考をこねくり回している悠斗の耳に、再び女の子たちの会話が入ってくる。

「うちは、悪霊となったスペードを軽けい蔑べつしていますが……同じ突然変異霊ミユーテストとして、完全なバーサーカーとなる前に、彼の魂を理ことわりの流れに戻してあげることが、せめてもの情けだと思ってます」

「スペードも、悪霊になる前は普通の霊だったんですよね？　当たり前のことですけど、霊になる前は血の通った人間で、家族もいて、大好きな人だって……」

「亜あ夢むくん、悪霊に同情は禁物だ。気持ちはわかるが、線引きを明確にしておかないと心が保もたなくなるぞ」

「ニョロりの言う通り、除じよ霊れいのときは非情に徹しなきゃ、霊のためにもならないわよ」

　聞きながら、悠ゆう斗とはふと思った。

　スペードは、もしかしたら自ら鬼となる道を選んだのかもしれない、と。

　鬼になって、鬼き造ぞう人にん間げんをつくろうとして、失敗して……。

　鬼になった心を、もとに戻すことができなくなって……。

　鬼の心に囚とらわれ、自らの意志を制御できなくなって……。

　独り、だれからも助けてもらえず、堕おちてしまって……。

　亜夢が、どこか悲しそうに目を伏ふせた。

「救えるものなら、救ってあげたいですね」

「スペードは腹立たしいヤツだが、亜夢くんの言う通りだ。救える魂たましいなら、とりこぼすことなく救うのがクリーナーの仕事だからな」

　そう言ったひよりが、すぐに、

「だが、スペードの魂を救うのは、あ、明後日あさつて以降に、なるな……」

　という言葉をつけ加える。

　ルージュの眉まゆが、ピクッと動く。

　すずめが、下した唇くちびるをむにっと曲げる。

　亜夢だけが、どういうわけか兄をにらんでくる。

　悠斗は、苦笑いを浮かべることしかできない。

　あしたの土曜、悠斗とひよりは親しん睦ぼく会かいをすることになっている。先週の土曜、カメリア女学院の椿つばき祭さい帰りに、その約束を交わした。

　親睦会と言ってはいるが、行動するのはふたりだけだから、デートと変わりない。というか、どう考えてもデートだ。

　妹のチクチクとした視線にドキドキ。あしたのことを考えてもドキドキ。

　とにかくドキドキだ。




　一七時頃、『ハピネスハイツ』の一○三号室にひよりがやってきた。もちろん、一○二号室との間にあるドアを通って。

「悠斗に、き、訊ききたいことがあるんだが……」

　表紙にネコの顔がプリントされたメモ帳とネコの頭がキャップになったペンを手に、悠斗の横に腰を下ろした。

　悠ゆう斗とは、テーブルの上でひろげていたマンガの雑誌を閉じ、ひよりにからだをむける。

　台所で夕飯の下ごしらえをしていた亜あ夢むが、〝訊ききたいことって、なんだろ？〟といった表情で悠斗とひよりの様子をチラチラ見ている。

　ルージュはいま、隣の一○二号室で、すずめといっしょに『ゴーストの教室』というドラマを観みている最中だ。

　テーブルにメモ帳とペンを置いたひよりが、微妙な早口で、

「あ、あした、べべ、弁当をつくりたいと思ってるんだ。だだだから、悠斗のここ好みを教えてほしい」

　そうたずねてきた。

「オレの好み？」

「そ、そうだ。キミの好きな食べ物はなんだ？　速やかに教えてくれ。これから買い出しにいけば、夕食までには食材をそろえることができるからな。

　っとと、注文をつけるようで申し訳ないが、常識的に考えられる弁当箱の大きさに収まるものが望ましいな。

　伊い勢せエビ丸ごととか、なにかのフルコースといったものは、ハハ、情けないことだが、わたしの稚ち拙せつな料理技術では、ちょっと、というかかなり難しいからな。

　あ、悠斗は、その、あの、料理が下手な女のことを、どど、どう思う？

　妹の亜夢くんがあれだけのウデをもってるから、や、やっぱり、それなりに厳しい目と舌をもってるんだろうな……。

　わ、わたし程度の女がつくった弁当じゃ、迷惑なだけで……」

　緊張しているのだろうか？　ひよりの顔はかなり紅あかくなっている。

　悠斗は、途中で変わった質問の内容を整理しながら、

「オレ、好き嫌いないから、ひよりの得意なヤツでよろしく。レンジでチンでも、まったくかまわないし、さ。ま、少々料理が下手でもいいんじゃないか？　つくったものが爆発したりしなきゃ……」

「爆発は、さすがにしないと思うが……」

　ひよりが、自信なさげに言葉尻を濁にごした。

　思うが……、なに？

　その先を聞きたいけど……、なんだか訊くのが怖い。

　ひよりが、自分のメモ帳に視線を落とし、言葉を続ける。

「わたしの得意な料理とか、レンジでチンとか言われても、逆に困ってしまう、な。わたしは、悠斗の好きなものを、し、知りたかったから、こうして……」

「お弁当、あたしがつくりましょうか？」

　台所のほうから、亜あ夢むの声が聞こえてきた。

　ひよりが、ハッとした顔を妹へむける。

　平日、学校の昼休みに悠ゆう斗とたちが食べている弁当は、亜夢の手づくりだ。

　妹に頼めば、確実で、安全で、安心だろう。

　それなのに、

「い、いや、亜夢くんにつくってもらったのでは意味がない。料理のウデで、わたしが亜夢くんに劣おとっていることは十分に承しよう知ちしている。だが、あしたは、あしただけは、わたし自身の力で挑つ戦くらなければならないと思う。それが筋だ」

　ひよりが、胸の前でグッと右手を握にぎりしめた。

「そんなに張りきらなくても……」

「例えば、バ、バレンタインのチョコなんかも、市販のものより手づくりのほうがいいだろ？　それがたとえ、買ってきたチョコを溶かしてまた固めただけであっても、な。贈る本人が手づくりをすることに意味がある、とわたしは思うんだが、どうだろう？」

「たしかに、その通りだけど……」

「ゆ、悠斗は、そのぅ、なんだ……………やっぱり亜夢くんの弁当のほうがいいのか？」

　ひよりが、真剣な目をむけてくる。

　はい、深呼吸！　もっと肩の力を抜いていこう。弁当なんかいいからさ、なんて言える空気じゃない。















「そりゃあ、ひよりがつくってくれたら、嬉うれしいけど」

　ポロッと本音を口にした。正直なところ、彼女の手づくり弁当を食べられるなんて、拳こぶしを空へ突きあげたくなるほど嬉しい。

「そ、そうか？　悠ゆう斗とは、わたしが弁当をつくったら、嬉しいと思ってくれるのか？　だ、だったら、ヨシ、が、がんばらないと、な」

　ひよりが、桜色の頬ほおに両手を当てた。愛らしい花の蕾つぼみに見えてくる。

　ふと、台所からの視線を感じた。顔をむけなくとも、亜あ夢むがこちらをジト──ッとにらんでいるのがわかるから、ちょっと怖い。

　弁当ひとつで、大おお事ごとにならなければいいけど……。




　夕食は、どういうわけか野菜ばかりだった。

『心身を清め行いを慎つつしむために精しよう進じん料理をつくってみました』と亜夢が言っていたけど、理由がよくわからなかった。味はよかったけど。

「多めにつくっちゃいましたから、あしたの朝も精進料理です」

　食べながら、亜夢がテーブルについた面々を見回した。

　決して大きいとは言えない長方形のテーブルを、悠斗、亜夢、ひより、すずめ、ルージュの五人が身を寄せ合うようにしてつかっている。

「これ、ゴボウのおひたしね。なかなか出せる味じゃないわ。美お味いしい」

　すずめが、小さくうなずきながら箸はしを動かし続ける。

「ほんとに、亜夢さんは料理がお上手ですね」

　ルージュも、嬉しそうに食事をとっている。本来なら、栄養摂せつ取しゆの必要がない突然変異霊ミユーテストだが、みんなにつき合って食べているのだ。

　人の食事を黙だまって眺めているより、いっしょに食べたほうが自分も相手も楽しいから、というのが彼女のスタンスだ。そしてそれは、亜夢も同じである。

　ひよりが、山さん菜さいの入った小こ鉢ばちをジッと見つめている。

　そんな彼女の視線に気づいたすずめが、ニヤリと意地の悪そうな笑みを浮かべた。

「んふふ、お弁当のこと考えてんでしょ？　亜夢ちゃんの味と張り合おうとしても無駄よ。勝負にもなんないわ」

「そ、そのくらい、言われなくてもわかってる。わたしもバカじゃないからな、自分の調理技術は把は握あくしてるつもりだ」

「あすは………雨が降ります」

　ルージュが、ぼそりとつぶやいた。

「な、なんだと？　テレビの予報じゃ、日中はずっと晴れだったぞ？　降水確率は、たったの一〇パーセントだったのに」

「雨ニョロね」

「ふん、それを言うなら雨女だろう。だが、降ると決まったわけじゃない。気象予報士が、九〇パーセントの確率で〝晴れる〟と判断したんだからな」

「風の声を聴きました。間違いありません。およそ一五時間後に降りはじめるでしょう。気圧の変化も、そのことを証明しています」

「一五時間後、だと？　くっ、わたしは、気象予報士を信じるからな」

「ご自由に……はむ、ん、これは、ふふ、いい歯ごたえですね」

　山さん菜さいを口に運んだルージュが、左手を頬ほおに当て、幸せそうに微笑ほほえんだ。

「気象予報士は、しっかりと学んで、きちんと資格をとって……」

「雨が降っても降らなくても、どちらでも大丈夫な面接コースにすればいいだけでしょ。他人の予報に頼りきりなんて、ニョロりらしくないんじゃない？」

　ひよりの言葉を押し潰つぶすように、すずめが言った。

「む。たしかに、そうだな。晴天や雨天に振り回されないよう、計画の修正をしなければ………って、言っておくが、面接ではなく親睦だぞ？」

「似たようなもんでしょ？」

「面接と親しん睦ぼくでは、まったく意味が違う。終了後に互いの心の距離があまり変わらないのが面接で、より近くなるのが親睦だ」

「悠ゆう斗とくんと心の距離を近づけたいの？」

「そそ、そういうつもりじゃ……」

　口の中の山菜をお茶で流し込んだルージュが、会話に入った。

「映画を観みて、お弁当を食べて、帰宅……でいいのではありませんか？」

「お、大きなお世話だ。どうしてサイレンが親睦会の内容にまで口を出すんだ？　流れを決める権利は、わたしと悠斗にあるはずだ」

「うちも亜あ夢むさんも、今夜からあすの正午にかけて霊街での秘密特訓を行います。そのため、悠斗さんとトリプルの面接を見守ってあげることができないのです。ですから、せめてコースをしっかりと決めてあげようと……」

「何度も言わせるな！　面接ではなく親睦だ！　それに、わたしも悠斗も子どもじゃないんだから、見守ってもらわなくてもいい！」

「アメアメ♪　フレフレ♪　ドンドン♪　フレフレ♪　ジャンジャン♪　フレフレ♪」

「こらっ！　すずめっ！　食事中だぞ！　イヤミな歌を歌うなっ！」

　ひより、すずめ、ルージュの三人が口々にしゃべっているのを眺めながら、悠斗は精しよう進じん料理を味わった。

「たくさんつくったから、いっぱい食べてね」

　亜あ夢むが、ちょこんと首を傾けた。青みがかったポニーテールが可愛かわいくゆれる。

　たしかに味はいいけど、野菜ばかりだから、どんどん箸はしが進むという感じにはならない。

　食べる前、野菜を盛りつけた食器をテーブルにならべながら、『心身を清め行いを慎つつしむために精しよう進じん料理をつくってみました』と妹は言っていた。『多めにつくっちゃいましたから、あしたの朝も精進料理です』とも。

　これはつまり……。

　デートの際は慎んだ行動をとるように、という無言のメッセージなのだろうか？
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　夕食を終え、浴室で髪とからだを隅々まで洗ったあと、ひよりは万全を期してあしたの親睦会デートに臨むべく、服や小物の準備をはじめた。

　一七歳になるまで自らを着飾る機会などなかったため、最初はなにをどうしていいのかわからず、戸惑った。

　それでも一週間の準備期間があったため、とにかく自分にできることをした。

　街を闊かつ歩ぽしているオシャレな女性たちを観察したり、コンビニや本屋でファッション雑誌を立ち読みしたり、クラスメートの女の子たちにアドバイスをもらったり、テレビに登場する女優の服装をチェックしたり、ひとりでじっくり考えたり、といろいろやった。

　お陰で、オシャレは相手に不快感を与えない程度に。過剰になりすぎず、かといって控えめすぎることなく、と結論づけることができた。つまり〝センスが大切〟ということだ。

　剣術と同じように考えれば、すぐにこたえを導き出すことができた。刀と同調して戦うときの感覚センスは、一いつ朝ちよう一いつ夕せきで磨くことなどできはしない。だから、服を選ぶときのセンスも短期間で身につけることなどできないはずだ。

　そう考えたから、街で見かけた品のいい女性のファッションをマネさせてもらうことにした。

　色やかたちをメモして、わからないところは雑誌や図書館のＰＣをつかいネットで調べた。そして服そのものは、合同庁ちよう舎しやの地下にある『ゼネアーティ』でそろえた。

　仕事と関係ないことに除霊師クリーナーの権限をつかうのはよくないと思いはしたが、親しん睦ぼく会かいを経ることでひとりの人間として成長できれば、それが仕事にもきっと活いかせるはずだ、と自分を納得させた。

　そろえたのは、ツバひろの帽子とペパーミント色のＶネックワンピだ。

　ワンピの胸もとには、華きや奢しやな胸をカバーするために可愛いフリルがついている。加えて、ウエストをリボンで絞しぼることができるタイプだから、自分が着るにはちょっと女の子すぎるかも、と思っているのだが、あえて挑戦してみることにした。悠ゆう斗とに不快感を与えることは、たぶん、ないだろう。

　足もとは、もしものことがあるかもしれないから、動きやすい白のスニーカーにした。

　服は準備オーケー。

　食材もオーケーだ。

　メモ帳とペンをもって悠ゆう斗との好みを訊ききにいったとき、彼は結局、『おにぎりがあればいい』としか言ってくれなかった。気をつかってくれたに違いない。そう思うと嬉うれしかった。心が、ほこほことあたたかくなった。

　おにぎりなら、なんとか……。

　弁当箱も、タッパーや金具のようなありきたりのモノではなく、厚紙でつくられた可愛かわいらしい入れ物を用意した。

　他に、やるべきことは……。

　ひよりは立ったまま腕を組み、ざっと部屋の中を見回した。

　すずめが、自分の布団に寝転んで本を読んでいる。

『不可侵霊域』というタイトルのハードカバーだ。現世と黄よ泉みをつなぐ道をどのように見つけ出せばいいのか、人の魂たましいはどこへいくのか、といったことが書かれているという。つい先日、『亜あ夢むちゃんを人間に戻すためのヒントがあるかも』とすずめが霊れい験げん局きよくの図書室から借りてきたモノだ。

　ページをめくるすずめの横顔を見ていると、なんだか後ろめたい気持ちになった。

　悠斗との親しん睦ぼく会かいをあすに控え、自分はいま間違いなく浮ついている。正直なところ、ここ数日はずっとウキウキしたままだ。

「む、ヨシ」

　瞬時に開き直った。

　ならば、ウキウキを貫つらぬこう！

　明後日あさつてから気持ちを一新すればいい！

　読書中のすずめに顔をむけたまま、意識だけを宙に漂ただよわせた。

　予報だとあしたは晴れ。九〇パーセントの確率で晴れだ。

　経験豊かな上位精霊ヴアルゴが言うには、雨。

　どちらを信じる？

　折りたたみ傘は用意していない。

　普通の傘は邪魔になる。

　さて。

　悠斗は、傘をもってくるだろうか？

　彼が傘をもってきてくれれば、相合い傘ができるから……、悪くない。

　雨が降ったとき、もしふたりとも傘をもっていなければ雨宿やどりをするしかない。必然的に、帰る時間が遅くなるだろう。それも悪くない。ということは……、雨も悪くない。

「ニョロり、突っ立ったままニヤニヤするのやめてくれる？　気持ち悪いから」

　パタン、と本を閉じたすずめが、ジロッとひよりを見あげてきた。

「なっ!?　ニヤニヤなんて……」

　してたかも……。

　起きあがったすずめが、布団の上であぐらをかいた。

「どうせ面接のこと考えてたんでしょ？」

「面接じゃなくて、親しん睦ぼくだと何度も言ってるだろう」

「あんた、ちょっと気負いすぎじゃない？」

「ふん、わたしは気負ってなどいない」

「力みすぎたら失敗するわよ？　まぁ、それはそれで面白いことになりそうだけど」

「悪いが、すずめを楽しませるつもりはない。何事も、道の基本は同じだとわたしは考えている。剣術も親睦会も、意気込みすぎれば視野が狭くなるから、どのような状況にも柔軟に対応できるよう、平常心を忘れずに行動するつもりだ」

「相変わらず頭が固いわね。ニョロりってば、自分が明らかに力みまくってることに気づいてないでしょ？」

「たしかに、わたしはいまだ無の境地には達していない。だから、いついかなるときも平常心を保っているなどと豪ごう語ごするつもりはないが、少なくとも、いまは力んでいない」

「んふふ、予言してあげる。悠斗くんと出かけたら、あんたは力みまくって、なにか失敗をやらかすわ。絶対に、ね」















　すずめには占い師デイザイアの能力などない。だから、彼女の言葉など鼻で笑って聞き流せばいいのだが……。

　奇き妙みような説得力をもった〝予言〟が、ひよりの首筋にまとわりついてくる。

「ふ、ふん。ちょっとした失敗なら、悠ゆう斗とは気にも留めないはずだ」

「んふふふ、ちょっとした失敗じゃなかったとしたら？」

「わ、わたしの不安を煽あおろうとしても無駄だぞ」

「あんた、いま〝不安を煽ろうとしても無駄〟って言ったわね？　最初から存在しないモノは、煽れないわよ？　ふふん、未熟者ね」

「未熟者に未熟者と言われる筋合いはない」

「未熟者に未熟者と言われて怒ってるようじゃ、まだまだね」

「くっ、ペラペラと……」

　ひよりとすずめの間で、パチパチッ、と見えない火花が散った。

【徒あだ桜ざくら】はいま、枕もとに置いたまま。距離は二メートルほど。跳んで、つかんで、抜いて、という動作を脳裏でシミュレーションする。

　すずめは、どんなときでも右手首に【鵺ぬえ震なり】をはめている。寄き生せいされている、といってもいい。だから、霊具を手にするタイミングは彼女のほうがコンマ数秒早いだろう。

　しかし、ひよりは立っている。すずめは布団であぐらをかいている。

　姿勢の利はひよりにあるから……。

　それでも、変幻自在の【鵺震】をつかった奇抜トリツキーな動きがすずめの持ち味だから、利はなきに等しいと考えたほうがいい。

　パチッ、パチパチッ、と不可視の火花が散っている。

　すずめはいま、いつでも動けるように身構えている。すでに弓弦を引き絞しぼった状態だと言っていいだろう。あぐらをかいてリラックスしているように見えるだけで、その実、戦闘準備に抜かりはない。

【徒桜】のひと太た刀ちをズバッと浴びせてやりたい……、という衝動を抑えながら、ひよりは戦いの場に臨んだときのように、心の波を静めていった。

「すずめは、わたしを疲れさせようとしているな？　ふん、その手にはのらないぞ」

「は？　なに言ってんの？」

「あしたの朝、わたしを寝坊させようという魂こん胆たんがみえみえだ」

「どうして、わたしがあんたを寝坊させなきゃなんないのよ？」

「自分の胸に聞いてみるといい。わたしは、もう寝る」

　ひよりは、ゆっくりと自分の布団に歩み寄り、自然な動きで毛布を肩まで引きあげながらからだを横たえた。

　枕もとの【徒あだ桜ざくら】を横に移動させた際、すずめがわずかに腰を浮かせた。が、ひよりがなにもしなかったため、すぐに全身から鋭気を消した。

　ひよりとすずめは、ことあるごとにケンカをしている。それでも、背後から攻めたり、寝込みを襲うようなマネは絶対にしない。そんな暗黙のルールがある。イタズラ程度なら、相手が寝ていても構わずにやるが、そのときも安眠を邪魔するようなことはしない。

　だから、安心して目を閉じて枕に頭を沈めることができた。

　電気が点ついていても、周りが少々やかましくても、枕が違っていても、ひよりはすぐに寝入ることができる。だから、

「つまんないわね」

　そんなすずめの声も、子守歌にしか聞こえない。

「あしたは、悠ゆう斗とくんに迷惑かけないで、さっさと面接終わらせて帰ってきなさいよね。ったく、悠斗くんも人がいいんだから。ニョロりとデートなんて……」

　ひよりが布団に入ったため、気が抜けたのだろう。面接ではなく、〝デート〟と口をすべらせている。

　デート。

　たかが呼び方ひとつ。

　それでも、〝デート〟という単語を耳にしただけで嬉うれしくなった。ウキウキ感が、からだのあちこちをこちょこちょとくすぐっている。いい気分。

　あしたの朝は、早起きして、おにぎりつくって……。
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　悠斗は、駅ビルの一階フロアに入る前、たたんだ傘を軽く振って水を払った。

『雨が降ります』というルージュの予言は、見事に的中した。

『およそ一五時間後に降りはじめるでしょう』という言葉も、その通りになった。

　きのう、夕食をとったのは一九時頃だった。そして、現在は九時五〇分。

　土ど砂しや降ぶりとまではいかないものの、傘がなければ数分で下着までびちょびちょになってしまうだろう、というほどの雨量である。

　残念ながら、当分はやみそうもない。ひよりが信じていた気象予報士も、残念に思っているはずだ。

　悠斗は、往おう来らいの邪魔にならないよう、壁かべ際ぎわに寄った。他にも数人、待ち合わせと思おぼしき人たちがいる。雨宿やどりをしているだけかもしれないけど。

『いっしょに家を出ても風情がないからな、別々に行動しないか？　待ち合わせは一〇時にしよう』と言ってきたのはひよりだった。

『場所は、そうだな……こもこも像の前でいいか？』と頬ほおを紅あかくして微笑ほほえんでいた。

　駅前広場の中央にあるこもこも像のぽっちゃりとした姿は、悠斗が雨宿りしているビルの入口からよく見える。二〇メートルも離れていない。

　こもこも像は、登下校の度にひよりの心を和なごませているという、招き猫の銅像だ。悠ゆう斗との目にはネコ耳をつけた土ど偶ぐうにしか見えないけど……。

　そんなこもこも像の周りにはいま、だれもいない。有名な待ち合わせスポットだが、急な強い雨でみんな駅ビルの中へ避難したのだろう。

　雨に打たれるこもこも像から視線を外し、悠斗は腕時計に目を落とした。

　約束の一〇時はもうすぐ。

　悠斗は雨空を見あげ、思った。

　ひよりは濡ぬれていないだろうか？

『ハピネスハイツ』から駅まで、徒歩一五分ほど。時間ギリギリに家を出ていれば、空がどんより曇っていたはずだから、気象予報士を信じる気持ちをとりあえず横に置いて傘に手を伸ばしたはず。そう思いたい。

　九時五八分。

　こもこも像には、だれも近づいてこない。

　悠斗は、駅前の大通りに目をむけた。ひよりが回り道をしていなければ、横断歩道を渡った先、ケータイショップとカラオケ店に挟まれた小道から出てくるはずだ。

　そろそろ待ち合わせ時間だ。

　ドキドキとソワソワが、ゆるりゆるりと溶け合っていく。

　もうすぐ、あの小道からひよりが出てくるだろう。

　傘を差してるか、それともずぶ濡れか？　どっちだろう？




　一〇時になった。

　ひよりは……、こない。

　こもこも像が、どこか寂さみしそうに立っている。広場の中心で、独り、雨に打たれて。

　たくさんの車が、ワイパーを忙せわしなく動かしながら大通りをゆき交っている。信号でとまった車の流れが、再び動き出す。そしてまたとまる。

　傘をさした人たちが、歩道や横断歩道をあちこちへ移動している。影のように。切り絵のように。劇的なシーンなんてなにもない、延々と続く人形劇のように。

　ひよりは、まだこない。

　女の子は、準備にいろいろ時間がかかるもんだ、と自分に言い聞かせた。親睦会デートなんだから、特に。

　どんな格かつ好こうをしてくるのだろう？　といろいろ考えてみた。

　可愛かわいい系？　きれい系？　小悪魔系？　スカート？　ズボン？　髪型は？

　ひよりなら、どんな格好でもそれなりに似合うだろう。

　すぐそばで、彼女が微笑ほほえんでいる。そんな光景を想像するだけで、からだが熱くなっていく。心地いいドキドキ感を楽しみながら、雨音に耳を傾けた。




　一〇時五分。待ち合わせ時間から、五分が経過した。

　五分くらい待てないでどうする、女の子は準備に時間が……、と思いはしても、やっぱり心配になったから、悠ゆう斗とはひよりのケータイにかけてみた。

「…………………………」

　呼び出し音が鳴り続けるばかり。

　雨音のせいで、呼び出し音が聞こえないのか？　ケータイをバッグに入れてるのかも？

　ケータイを切り、しばらく考えた。

　ひよりは、何時に家を出たのだろう？　遅れそうなら、連絡してくるはず。そもそも、彼女の性格だと遅刻はしない、と思うけど……。

　なにかあったのか？

　亜あ夢むとルージュは、きのうの夜から霊街での訓練をはじめているため、ケータイはつながらない。だから……。

　すずめの番号にかけてみた。

　彼女はいま、『ハピネスハイツ』の一○二号室にいるはずだ。

「…………………………」

　また、呼び出し音が鳴り続けるばかり。

　ひよりもすずめも、どうしたんだろう？　まさか、ふたりが大げんかをして……。もしかしたら、霊れい障しよう対たい策さく部ぶからなにか連絡が入ったのか？　でも、自分にだけ連絡がこないのはおかしいから……。

『もしもし、悠斗くん？　どうしたの？』

　不意に、ケータイがつながった。

「すずめちゃん？」

　カメリア女学院の文化祭が終わったあとも、「せっかくだから、このまま……」とすずめに頼まれ、あの日以降、〝すずめちゃん〟と呼んでいる。

『ごめんね、図書館にいたから、出るのが遅くなって。いまは外にいるから大丈夫よ』

「こっちこそ、急にかけてごめん。あのさ、ちょっと訊ききたいんだけど、ひよりが家出たのって、何時頃だったかわかる？」

『はぁ？　ニョロり、まだそっちに着いてないの？　なにやってんのかしら、ったく。んとね、わたしといっしょに出たから……え～っと、九時四〇分をちょっとすぎた頃だったかしら』

「九時四〇分すぎ……」

　嫌な予感がした。

『ハピネスハイツ』から駅前のこもこも像まで、徒歩で一五分ほど。亜あ夢むのちょこちょこペースで歩いても二〇分以内には着くことができる。

　九時四〇分すぎに出たというのなら、すでに到着していなければおかしい。

『ニョロりのケータイにかけてみた？』

「出ないんだ」

『………………ちょっと切るわね。すぐにかけ直すから、そのまま待ってて』

　一方的に通話を切られた。

　悠ゆう斗とは、ケータイをシャツの胸ポケットに押し込みながら、大通りのほうへ目をむけた。

　ケータイショップとカラオケ店に挟まれた小道から出てくるのは、ひよりとは違う影ばかり。

　嫌な予感が、徐々に大きくなっていく。




『すぐにかけ直すから、そのまま待ってて』とすずめは言っていたが、すぐという時間がどれだけなのかわからない。一分なのか、五分なのか、一〇分なのか。

　彼女に通話を切られたあと、悠斗は二分も待たずに傘をひろげた。そのまま、雨の中へ足を踏み出す。急せく気持ちを抑えることができない。それなのに、気持ちをむける方向がわからない。

　こもこも像の横を通りすぎ、大通りへむかった。歩きながらも、道ゆく人たちの顔を確認していく。

　長い黒髪の人物は……、いない。すらりと細い人影は……、いない。背筋を伸ばして歩く姿は……、どこにもない。

　雨の中に浮かびあがっていた横断歩道の青信号が点てん滅めつをはじめたため、悠斗は足を速めた。そのとき、ケータイが鳴った。

　立ちどまり、急いでケータイをとり出す。すずめからだ。

「もしもし」

『悠斗くん、まだ駅前にいるわよね？』

　すずめの声は、硬くて、早口で……、

「いるよ」

『大だい至し急きゆう、龍りゆうヶが峰みね公園にむかって。悪霊の大量発生が確認されたの』

「っ!?」

『霊対の除じよ霊れい部隊も出動したわ。わたしもすぐに……』

　悠斗は、ケータイを耳に押し当てたまま走り出した。

　龍ヶ峰公園は、駅から徒歩五分ほどの距離にある。走れば三分もかからないだろう。

『ひよ……急い……』

　断片的に聞こえてきたすずめの声にこたえを返すことより、走ることに集中した。ケータイをバトン代わりにして、両足に力を注ぎ込む。

　傘を投げ捨て、赤信号へ突っ込んだ。

　いままさに走り出そうとしていた車が、急ブレーキをかけた。数台の車がクラクションを鳴らした。が、心の中で〝ごめんっ！〟と叫ぶだけで、悠ゆう斗とは前しか見なかった。

　悪霊の大量発生？

　もしかしたら、ひよりは……。

　雨粒に全身を打たれながら、水たまりを踏みつけながら、歩道をいく人や傘をかわしながら、悠斗は走った。

　気持ちは龍りゆうヶが峰みね公園へ。

　ひよりのもとへ。
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「はぁっ！」

　ひよりは地を這はうようにして鬼き種しゆの膝ひざを斬きり、体勢を崩した隙を逃すことなく【徒あだ桜ざくら】の刀身をはねあげた。

　鬼種の醜怪な首が宙を舞い、首を失った巨きよ躯くと共鳴するかのように霧む散さんする。

　これで何体を消滅させた？

　全身ずぶ濡ぬれ泥だらけ、帽子はどこかに落とし、厳選したワンピースも裂け目だらけとなったひよりは、水を含んで重たくなった黒髪を乱暴に払った。結んでいる暇ひまもない。スニーカーを履いてきてよかった、と心底思う。

　四方八方から襲いかかってくる鬼種の爪や牙をかわしながら、決して動きをとめることなく【徒桜】を振るい続ける。

　ひよりは、【徒桜】に注ぐ力を弱めることなく、しかし強めもせず、一定の出力を保ちながら鬼種を一体、また一体と確実に消滅させていった。

　雨の重々しさと足場の悪さに歯は噛がみしながら、それでも苛いらつきを抑え、戦場となった公園内にある池や樹木や遊具の場所を把は握あくしていく。自分をとり囲もうとしている鬼種たち、そしてスペードの霊気が澱よどんでいる位置も。

　悠斗との待ち合わせ場所にむかっている途中、いきなりスペードに襲われた。

　戦いながら公園に移動したところで、スペードがいつもの腹立たしい笑みを浮かべながら、特殊な悪あく霊りよう玉だまをつかった。

　結果、公園内に鬼種があふれたというわけだ。

　ただの悪霊なら、何体こようと【徒桜】で一いつ掃そうできる自信があったのだが、スペードが放ったのは、「鬼種」と呼ばれる上位種の悪霊ばかりだった。それどころか、身の丈が二メートルにもなろうかという巨霊も数体交ざっていた。

　おそらく、スペードが悪霊に改良を加えたのだろう。いや、〝改かい悪あく〟と言うべきか。

　改かい悪あく種しゆたちはすべて、【徒あだ桜ざくら】の火の粉を浴びてもケロッとした顔をしているし、浅く斬きったくらいではしばらく動いているため、確実にトドメを刺す必要があった。

　炎えん龍りゆうを放てば、少しは有利に戦いを運ぶことができるかもしれないが……、ひよりは直感的に【徒桜】のみで状況を打開すると決めていた。

　普通の悪霊とは違い、改悪種の歪いびつな双そう眸ぼうには微かすかながら知的な光が見てとれた。愚ぐ鈍どんではない、ということだ。戦う際の動きにも、そのことが読みとれた。石や泥を投げつけてきたり、ひよりや同属たちの動きを見ながら攻撃をしてくるから。

　明らかに、憎悪に凝こり固まっただけの悪霊とは違うから、下手に炎龍を放てば、ここぞとばかりに丸腰となったひよりに群がってくるかもしれない。そうなれば、逃げる以外に身を守るすべはなくなるだろう。とり囲まれたらすべてが終わる。

　炎龍を解放しない理由は、もうひとつあった。

　スペードの存在だ。

　悪あく霊りよう玉だまを炸さく裂れつさせたあと、ヤツは高笑いしながらカラスに変へん化げし、暗い雲の中へ溶け込むように飛んでいった。

　だが、まだ近くにいる。穢けがれきった霊気が、生ぬるい雨の中を漂ただよっている。鬼き種しゆたちが気の流れをメチャクチャに掻かき乱しているため、正確な居場所がつかめないが、近くに潜ひそんでいることだけは間違いない。

　だから、炎龍を解放するという決定的な隙をつくるつもりはなかった。

　スペードの霊気を探りながら、ひよりは公園内を走った。

　走り回っているとき、視界の隅にバスケットが引っかかった。自分が落としたモノ。側面にネコの顔がプリントされた、お気に入りのモノだ。

　プリントされたネコはいま、雨雲を真まっ直すぐに見あげている。にゃふ～っと一息つくような感じの笑顔で、雨に打たれながら。

　バスケットには紙製の弁当箱が入っている。中身は、早起きしてつくったおにぎりだ。卵焼きも入れた。あと、ウィンナとポテトサラダも。

『おにぎりがあればいい』という悠ゆう斗との言葉が、頭の中で反響する。

　彼はいま頃、こもこも像の前で自分がくるのを待っているはずだ。

　ピリッと凍しみるような痛みが心のどこかに走ったものの、すぐさま気持ちを静め、改悪種たちの動きに注意を払う。

　自らの圏けんをゆるめず、斬るべき霊塊かたまりの動きを把は握あくする。

　体は、まだまだ動く。ずぶ濡ぬれになっても、泥だらけになっても、服を切り刻まれても、まだ戦える。仲間たちが駆けつけてくるまで、ここで退ひくわけにはいかない。

　急な雨のお陰で、公園に人があまりいなかったのは幸いだった。それでも、自分が逃げ出せば改かい悪あく種しゆたちは外へ散っていくだろう。

　霊れい障しよう対たい策さく部ぶの部員として、そんな事態になることだけは防がなければならない。

　通報をうけた仲間たちがきてくれるまで、絶対に退かない！

【徒あだ桜ざくら】の柄つかを握にぎりしめ、ひよりは雨の中を疾は走しった。
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　あの角を曲がったら、龍りゆうヶが峰みね公園まで直線で五〇メートルほど。

　悠ゆう斗とは、水たまりに足をとられて転びそうになりながらも、なんとか体勢を立て直して左折した。

　直線コース！　全力ダッシュ！　とケータイを握ったまま腕を振り、膝ひざをあげる。

　道の先で、龍ヶ峰中学の制服を着たふたりの女の子が、ずぶ濡ぬれになりながら身を寄せ合い悲鳴をあげていた。

　彼女たちに手を伸ばしているのは、どこからどう見ても悪霊だ。

　悠斗はとっさに、

「こっちだこの野郎っ！」

　腹の底から叫んだ。

　悪霊は、肉声に強く反応する。

　だから、『悪霊と遭そう遇ぐうしたときは、決して声を出さず、できるだけ速やかにその場から離れてください』と学校で教わっているはずだ。にもかかわらず、女の子たちは雨音よりもずっと大きな悲鳴をあげていた。知識は、もっているだけでは意味がない。

　悠斗の大声で、女の子たちの悲鳴と悪霊の動きが、同時にとまった。

　ふたりの女の子はいま、道路脇わきのブロック塀に肩を押しつけるようにして、いまにも腰を抜かしそうな様子で抱き合っている。

　女の子たちの目が、悠斗にむけられた。黒い光を帯びた悪霊の目も。

　普通の悪霊とは違う……、と思いはしても、悠斗は躊躇ためらわなかった。

　悪霊の目には、意志の力があった。額ひたいには小さな二本の角が生えていた。

　だからどうしたっ！

「ぅらぁっ！」

　勢いのまま跳びあがり、悪霊の顔面を蹴けりつけた。

　靴の裏に感じた意外なほどの衝撃に驚おどろきながらも、悠斗はそのまま悪霊を蹴り飛ばし、少女たちから遠ざけた。

　普通の悪霊なら、蹴り一発で消滅するはずなのに、目の前の悪霊は顔の半分が削られても霊体のかたちを保ったまま、フラフラ、ヨロヨロとしつこく動いている。

「「キャ───ッ！」」

　ふたりの女の子たちが、またそろって悲鳴をあげた。

　悠ゆう斗とは、彼女たちにかまうことなく、

「おらぁっ！」

　崩れかかっている悪霊の顔面に、爆ばく風ふうパンチを打ち込んだ。

　頑丈な悪霊が、渦うず巻く風に身を削られるようにして消えていく。

「やぁ、またきたぁ」「もうやだぁ」

　女の子たちの震ふるえる声で、悠斗も気づいた。

　公園のほうから、数体の悪霊がのそのそと歩み寄ってくる。

「早く逃げろ！」

「あ、足が、動かなぃ」

「動かないって………ヨチヨチ歩きでもいいから、這はってでもいいから、なんだっていいから、とにかく逃げろ！」

　女の子たちはふたりとも、顔をくしゃくしゃにして涙を流している。心底怖かったのだろう、唇くちびるを震わせながら、顔をぷるぷると小刻みに振るばかりで動こうとしない。悲鳴をあげることはできるのに……。

　悪霊たちが、どんどん近づいてくる。恐怖に足をすくませたままでは、餌え食じきなるのを待つだけだ。

「ふたりとも、しっかりと手ぇつないでろ！　励まし合いながら、ゆっくり歩け！　悪霊事故なんかに遭あって、家族を泣かせるようなマネはするなっ！　歩け！　とにかく前にむかって歩けっ！　いま歩かないと、一生後悔するぞっ！」

　女の子たちが、泣きながらもヨロヨロと動きはじめた。そして、いまにも倒れそうな頼りなさで進みはじめる。

「後ろは心配しないで、前だけ見てろっ！」

　悠斗は、すぐ近くまで迫っていた角をもつ悪霊にむき直り、伸ばしてきた汚らわしい手を払いのけた。

「気安く触ってんじゃねぇぞ！」

　間を置かず、顔面を鷲わしづかみにして握にぎり潰つぶしながら、後ろにいたもう一体にその霊体を叩たたきつけた。




　角をもった悪霊たちを殴り、殴られ、さらに殴り返し、最後には必ず爆風パンチで消し飛ばしながら、悠斗は龍りゆうヶが峰みね公園に駆け込んだ。

　周囲が八〇〇メートルほどもある大きな池は、大量の雨粒をうけて波紋だらけになっている。水鳥は一羽もいない。悪霊の気配を感じて逃げていったのだろう。

　ざっと見渡した。

　悪霊の姿が、ちらほら見える。悠ゆう斗との姿をみつけ、すぐにこちらへむき変えたヤツらを無視して、視線を巡らせた。

　どこだ？　ひよりは、どこだ？

「？」

　池の対たい岸がんで、なにかが動いた。

　悠斗は目を凝こらした。視界の隅に、近づいてくる悪霊の影が引っかかっている。それでも、池のむこう岸でなにが動いたのか、それを確かめたかった。

　こちら側と同じで、ただの悪霊か？　それとも……。

　木陰から、巨大な影が姿を現した。悠斗が殴りつけた悪霊たちより、ひと回り以上は大きな霊体をもっているようだ。

　紅の炎せ線んが、巨大な悪霊を切り刻んでいる。

　反射的に濡ぬれた地面を蹴けりつけ、悠斗は再び走り出した。

「邪魔だっ！」

　近くまできていた悪霊を殴り倒し、トドメを後回しにして走る。

　ひよりがあそこにいる。

　彼女が独りで【徒あだ桜ざくら】を振るっている。

　いかなきゃ。ひよりのところにいかなきゃ。いっしょに戦わなきゃ。

　全力で走った。
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　ひよりは、大きく息を吐いた。

　残り一体。

　周りに集まっていた改かい悪あく種しゆたちを次々と斬きり捨て、ようやく最後の一体となった。

　だがしかし、隠かくし球だったようだ。最後の最後に面倒なヤツが現れた。

【徒桜】の炎を映したかのような、赤い目をした改悪種だ。

　他の改悪種たちがひよりに群がっている間、赤目は離れた場所から黙だまってこちらを眺めているだけだった。どうやら観察していたらしい。

　そして、残ったのが自分だけになると、おもむろに動き出したというわけだ。

　手て強ごわい。

　鋭気と鬼気をぶつけ合い、【徒桜】を数回振るっただけでそれがわかった。

　身長は一八〇センチほど。巨きよ躯くというほどではないが、動きが速く狡こう猾かつだった。

　石を投げつけてくるといった芸当は、他の改悪種も存分にやってくれた。だが赤目は、足もとの泥水を蹴りあげたり、泥の塊かたまりをつかんで投げたり、木の太い枝を折って武器にしたり、といろんなことをしてくれた。

　しかも、なかなか近づいてこない。

【徒あだ桜ざくら】が近接戦闘用に特化した霊具であることに気づいているのだ。

　赤目は、ひよりが嫌がる戦い方に徹するつもりらしい。

　しかし、それはそれでいい。とひよりはすぐに戦い方を微修正した。

　霊れい障しよう対たい策さく部ぶの仲間たちがやってくるまで、時間稼ぎをする。その後は、すずめや部長が赤目を除じよ霊れいすればいい。

　だれにでも、得手不得手がある。だから、自分ができることをやればいい。できないことは、仲間たちがやってくれる。

　ビュン、と風を切り裂き、雨を貫つらぬいて飛んできた石を紙一重でかわし、ひよりはすべるように移動して赤目との距離を詰めた。

　予想通り、こちらが踏み込んだ分だけ赤目は離れていく。

　こちらが足をとめると、あちらも逃げるのをやめる。

　それでいい。公園の外に出て、一般人に危害を及およぼさないのであれば、状況を維い持じするだけで十分だ。

　現状維持で十分……、のはずなのに……、なにかが引っかかる。

　ひよりは、【徒桜】の切っ先を決して下げることなく赤目と対たい峙じした。

　気を張り巡らせ、圏けんをゆるめず、呼吸を整え、いつでも動けるようにからだの各所から無駄な力を排除する。

　赤目がまた、足もとの石を土ごとつかみとった。踏み固められた土をえぐり、その中に埋まった石をつかみとるには、かなりの力が必要になってくるはずだ。

　あれだけの膂りよ力りよくをもちながら、直接攻撃をしない理由は？　用心深いから？　それとも、時間稼ぎをしているのは、自分だけではないのかも？

　ここでようやく気づいた。

　スペードの気配が、消えている。

　ひよりは、内心で舌打ちした。

　赤目との戦いに意識をつかいすぎたようだ。多くの改かい悪あく種しゆを斬きったため、公園内にはいま、穢けがれた気が充満している。一時間もすれば、風雨に洗われて自然に還かえっていくが、いまはまだ濃度が高い。

　まるで濃のう霧むのような霊気の中に、スペードの気がまぎれてしまった。

　好ましくない状況だ。

　狂霊種バーサーカーになりかけている突然変異霊ミユーテストは、この場から遠ざかったのか、それともすぐ近くにいるのか、それさえもわからない。

「っ!?」

　石と泥が飛んできた。

　拳こぶし大だいの石だけをかわし、泥が左肩に当たるのは許した。大きく避よけていたのでは、その隙を突かれる恐れがあるし、濡ぬれた地面に足をとられることにもなりかねない。

　それでも、泥水の飛ひ沫まつが目に入らないよう、腕でガードすることは忘れない。

　瞬間。

　ぞわっ、と背筋を怖おぞ気けが駆け抜けた。

　腕を下ろしたときにはもう、赤目が圏内まあいに飛び込んでいた。

　刹せつ那な。

　ひよりは、間合いを圧縮した。




　戦いは交渉に似ている。

　いつの頃からか、ひよりはそう考えるようになっていた。

　自分はこんな武器をもっているぞ。こんな技をもっているぞ。攻め方はこうだぞ。さあ、キミはどうする？

　自分がもっている情報を少しだけ相手に伝え、相手の情報は余すところなく探り出す。

　そして考え、相手を攻略するための筋道を組み立てていく。

　その中で、ときどき嘘うそを言うのも技術のひとつだ。

　自分は、こんな戦い方をするぞ。と言い続け、ここぞというときに「嘘でした！」と舌をぺろりと出して相手を出し抜く。

　卑ひ怯きようではない。

　戦いの本質は〝命の奪うばい合い〟なのだ。

　命いのち懸がけの交渉をしてるとき、相手の嘘を見抜くことができなかった者は……。




「つぇぁっ！」

　ひよりは躊躇ためらわず踏み込み、迫りくる赤目の胸に【徒あだ桜ざくら】の切っ先を突き入れた。

　離れた場所から石や土つち塊くれを投げつけてくるばかりだった赤目が、いきなり直線的な攻めに転じた。

　その理由は？　という疑問を抱くよりも先に、からだが動いた。

　赤目の分厚い胸に、炎の刀身が沈み込む。

　ガアアァァッ！

　雨に濡れた鬼面が、苦痛に歪ゆがむ。

　ひよりは、さらにグッと【徒桜】を押し込んだ。と、その手首に赤目の武ぶ骨こつな手が添そえられた。

　しまった、と思ったときには、ギリリッと握にぎりしめられていた。

『お突きは死に技』という祖父の言葉が脳裏をよぎった。

　刀で相手を突いた際、一撃で絶命させられなかったときは、無防備な状態で反撃をうける恐れがある。

　メキメキッ、と手首の骨が軋きしむ。

「きゃ、ぁ、ぅ」

　折られる。そんな恐怖が、手首から肩、肩から頭蓋に駆けのぼってくる。

　それでもひよりは、【徒あだ桜ざくら】の柄つかを握にぎりしめた。両足で濡ぬれた地面を踏みしめ、醜みにくい鬼面をにらみつけ、鋭気を放つ。

　握力を失う前に……。

「はあああっ！」

　愛刀に大量の霊気を注ぎ込む。

　直後、刀身がふくれあがり、浄じよう化かの炎が内側から赤目を焼いた。

　ガアアアアアアアアアアッ！

　赤い目をした改かい悪あく種しゆは、瞬またたく間まにその姿を崩し、儚はかない霊子の粒となって理ことわりの流れに還かえっていった。

「あっ」

　手首に走った鋭するどい痛みに、ひよりは思わず【徒桜】の柄を落としてしまった。骨にヒビが入ったようだ。

　愛用の霊具から、瞬く間に炎の刀身が消える。ひよりの手から離れたら、【徒桜】はすぐに息をひそめてしまう。

　柄を拾おうと、水たまりになった足もとに目を落とした、そのときだった。

　ヌリュ、と粘ねばついた手で心臓を鷲わしづかみにされたような感覚が、頭とう頂ちように突き立った。

　戦せん慄りつ。

「っ!?」

　ゾクゾクゾクゾクゾクッ、と全身が震ふるえた。

　抗あらがいようのない怖おぞ気けが、豪雨のように降ってきた。

　ひよりは、目線をあげた。

　右手に【徒桜】の感触はない。

　愛刀は、水たまりに転がったまま……。

　迎むかえ撃つことができない、防げない、避よけられない、逃げられない、助からない、という致命的な距離に……、

　スペードが……、

　飛び込んできた。

　狂霊種バーサーカーレベルの悪霊に噛かまれたら、想像を絶するほどの穢けがれを感う染つされる。そのあとは、死よりもつらい苦しみが待っていて……。

　絶望に抱きすくめられたひよりにできることは、ひとつだけ。

　目を閉じて暗い世界に逃げ込み、恐怖から顔を背ける。

　それだけ。

　強い雨音が、萎い縮しゆくした心を掻かきむしる。


　　　　　　●　●　●



　悠ゆう斗とは走った。激しい雨を貫つらぬくようにして、全力で走った。

　ゆるやかなカーブになった石いし畳だたみを、ときどき足をすべらせながらも、意地で転ばずに走り抜き、遊具などがある広場に入った。そのとき、

「!?」

　目に飛び込んできたのはスペードのニヤケ面だった。木の陰に身をひそめている。

　一瞬で、怒りが沸ふつ点てんに達した。

　スペードが、なにかを見つめている。

　その先は……。

　悠斗は走った。

　雨の中、いまにも倒れそうな様子でたたずんでいる女の子は……。

　ずぶ濡ぬれになって、泥だらけになって、服もズタズタになって、それでも彼女は立っている。

　走った。

　彼女のもとへ。

　悠斗は走った。

　雨のひと粒ひと粒が煩わずらわしい。濡れた地面が腹立たしい。

　速く、もっと速く！

　スペードが跳んだ。

「………っ！」

　逃げろっ！

　ひよりっ！

　声にならない声で叫びながら、走った。

　彼女は、スペードの接近に気づいていない。視線を地面に落としているから……。

　スペードが、ひよりに襲いかかる。

　ひよりが、ようやく顔をあげた。

　彼女の表情が凍りつく。

　悠斗は走った。

　骨が折れてもいい。肉が引きちぎれてもいい。間に合えばいい。助けられればいい。

　自分はどうなってもいいからっ！

「ぉぉおりゃああああああああっ！」

　悠ゆう斗とは、頭から飛び込むようにして、ひよりのからだに抱きついた。

「きゃっ!?」

　短い悲鳴をあげた彼女の頭を抱きしめ、水たまりに転がった。

　泥水に頭から突っ込んだ。が、顔をぬぐうよりも先に、素早く立ちあがる。

「ゆ、悠斗？」

　ひよりの声には振り返らず、スペードとむかい合う。

「ボクのダーリンにタックルするなんて、ちょっとひどくないかい？」

　スペードが、雨に濡ぬれた金色の癖くせ毛げをくしゃくしゃと片手で掻かきながら、ニィィと下げ卑びた笑みを浮かべた。

　タキシードの肩幅はひろく、ジャケットを下から押しあげている大胸筋は、相変わらず逞たくましい。

　悠斗は一歩を踏み出し、左手でスペードの胸ぐらをつかんだ。

「おっとと、暴力反対」

　スペードが、赤い双そう眸ぼうを細め、おどけたように両手をひろげた。

　悠斗より二〇センチ以上も背が高いため、胸ぐらをつかんでいても、逆に威い圧あつされているような心地になってくる。

　それでも、悠斗は怒りの炎を消さなかった。

「スペード、つかまえたぜ」

　右みぎ拳こぶしを、ギリッと握にぎりしめた。

　つかまえれば、もう鳥になって逃げられることはない。

「わ～、つかまっちゃったぁ、どうしよう」

「亜あ夢むをひどいめに遭あわせてくれた借り、返すぞ」

　ギリリリィィ、と右拳に力を溜ためていく。

「おかまいなくぅ」

　スペードが、色の悪い唇くちびるの両端をつりあげた。完全にこちらをバカにしている。

　五指の骨が軋きしむほど握りを固め、

「オレは、律りち儀ぎなんだよっ！」

　ゴリッ、とスペードの顔面に拳を叩たたき込んだ。左手を離すわけにはいかないため、大きく振り抜くことができないが、それでも手ごたえはあった。

「痛いじゃないか」

　ゴスッ、と殴り返された。

　軽い調子で繰り出された拳は、硬く、そして重かった。とても霊体とは思えない腕力である。

　くらっ、と視界が歪ゆがんだ。

　だからどうした！

「まだまだ返したりねぇんだよっ！」

　ふらつく両足を踏ん張り、スペードのニヤケ面にまた右みぎ拳こぶしを叩たたき込む。

　濁にごった肌はだ色いろが捩よじれ、太い首が大きく曲がった。

「キミ、いいパンチしてるぅ」

　すぐにまた拳を返されたが、それに合わせて悠ゆう斗とも殴った。

　拳と拳が交差する。

　互いの頭が弾はじけ飛ぶ。

　悠斗は、決して左手を離さなかった。右拳だけで連打した。

　スペードが、両腕をつかって殴りはじめた。

　右で殴られたのか、左で殴られたのか、だんだんわからなくなってきた。

　視界が激しくゆれ動いた。

　目の奥で何度も火花が散った。

　口の中に血の味がひろがった。

　それでも殴った。

　コイツは、亜あ夢むに大量の穢けがれを押しつけて魔神デイモンにした。

　大切な妹を、妹じゃない穢れた存モ在ノにつくり替えた。

　だから、兄として殴らせろ。

　コイツは、ひよりに執しつ拗ようなまでの捻ねじれた愛あい憎ぞうをぶつけ続けた。

　とにかく殴らせろ。

　火花の乱舞にかまうことなく、口に溜たまった血を飲み下しつつ、からだの芯をへし折られそうな衝撃を感じながらも、悠斗は右拳をとめなかった。

　高い位置にあったスペードの顔が、いつの間にか目の前にあった。

　左手は、まだしっかりとムカつく突然変異霊ミユーテストの胸ぐらをつかんでいる。放さない。コイツだけは絶対に放さない。絶対に……、逃がさない。右拳が潰つぶれても、塵ちりになるまでコイツを殴り続けてやる。そう決めた。決めたから、絶対に放さない。

「ちょっとキミ、しつこい、よ」

　スペードの拳が、ぺちっ、と悠斗の頬ほおを打つ。弱い。

　悠斗はここでようやく、自分が殴り合いの主導権を握にぎっていたことに気づいた。

　スペードは、ボロボロになってもまだニヤついていた。だが、足がフラフラになっている。真まっ直すぐに立っていられない、といった様子だ。

　トドメを刺すなら、いましかない。

　悠斗は、右拳が磨すり減へるまで殴りつけてやろう、とスペードをにらみつけた。

「キミって、ほんとにしつこい、ね」

「お前が言うなっ！」

　右みぎ拳こぶしを振りあげた悠ゆう斗との横で、炎が噴ふきあがった。

　そのとき、スペードが悠斗からするりと離れた。自分で、タキシードの胸もとを切り裂いたのだ。

「これから、ボクの華麗なる逆転劇を見せたかったけど、ひよりちゃんに斬きられたら、かなり痛いからね」

「スペードっ！」

　ひよりが、悠斗の横で【徒あだ桜ざくら】を構えた。

　スペードのからだがぐにゃりと曲がった、ように見えたときにはもう、カラスに変へん化げしていた。

　カラスが、雨の中をバタバタバタッと飛んでいく。

「楽しいこと教えてあげる」

　雨音に交ざり、スペードの声が降ってきた。

「ひよりちゃんに斬られたら、ボクは滅ほろびちゃうんだよ」

「当然だろう。貴様のようなヤツを浄じよう化かするのが、わたしの仕事だ！」

　ひよりが、雨空にむかって叫んだ。

「でもでもぉ、滅びは誕生の母なんだよねぇ～」

「黙だまれっ！　戻ってこい、スペードっ！」

　雨が降り続ける。

　スペードの声は、もう、聞こえない。




　スペードが飛び去ったあと、嘘うそのように雨の勢いが弱まった。

　小雨をなんだかくすぐったく感じながら、悠斗は池の対たい岸がんで走り回っている人影に気づいた。数人いるようだ。

　霊？　いや……。

「どうやら、霊対の部隊が到着したようだな」

　ひよりが、ホッと息を吐き出すようにつぶやいた。

　なるほど、と悠斗はうなずいた。

　よく見ると、人影の中にすずめの姿があった。リーゼントがまぶしい部長、九く十じゆう九く里り浜はま九く九く狼ろうの姿も。

　すずめが、薙刀なぎなたで悪霊に斬りかかっている。

「ちょ、あれって……」

　悠斗は息を呑のんだ。

　九九狼の近くに、突然、巨大な白い獣が現れたからだ。狛こま犬いぬのような獣の体高は、九九狼の背丈より少し低い程度だから、一五〇センチほどだろうか。体長は、四メートル以上はあるだろう。

「あれは、牙が獣じゆうのカクサンだ。前に言っただろ、部長のカツラと入れ歯は霊れい獣じゆうだと。カクサンは入れ歯のほうだ」

「入れ歯って……」

　ひよりの説明に、驚おどろくことしかできない悠ゆう斗とである。

「除じよ霊れい部隊がきたからには、もう安心だな」

　ひよりが、顔についた泥を手の甲こうでぬぐったあと、ようやく表情をやわらげた。

　泥をぬぐっても、それを引き伸ばしただけで余計に汚れがひろがったが、悠斗はなにも言わなかった。

　鏡がないからわからないが、自分もきっとひどい顔をしているはずだ。水たまりに突っ込んだあと、スペードとボカスカ殴り合ったのだから。

　顔も口の中もチクチクする。

　そんな考えが伝わったのだろうか、ひよりが悠斗の顔を覗のぞき込こんできた。

「ひどい顔だな」

「ハハ、ひよりもひどい格かつ好こうだ」

「ふふ、慣れない格好をしたせいで、この様ざまだ。情けない」

「情けなくなんかないさ。ひよりはよくやったよ。ひとりで、ほんとに、がんばった」

　泥で汚れたひよりの頬ほおが、ぽわっと紅あかくなった。

「し、仕事だからな。がんばるのは、当たり前だ」

　言いながら、歩き出す。

　どこにいくんだ？　と悠斗は彼女の動きを目で追った。

　ひよりが、砂場の近くに転がっていたバスケットに歩み寄り、それを拾いあげた。

　汚れたバスケットを手にした彼女が、寂さみしそうな顔で微笑ほほえんだ。

　いつもは陽ひの光を存分に反射している黒髪は、濡ぬれて、泥がついて、ごわごわになっている。淡あわい緑色のワンピースもボロボロだ。胸もとの裂け目からチラ見えしている青いブラにドキドキしながら、悠斗は唇くちびるを微笑みのかたちにしているひよりに歩み寄った。

　彼女が恐る恐る開けたバスケットの中には、よれてフタが開いた紙の箱が入っていた。中身は、びちゃびちゃになったおにぎりだ。他にも、オカズが数品。バスケットは籐とう製せいだし弁当箱は紙製だから、防水もなにもあったものではない。

　ひよりが、せっかくつくってくれた弁当なのに……。

　三角形で、持つ部分に海の苔りが貼りつけられた、正統派おにぎり。

　そんなおにぎりを、悠斗は見つめた。

　気づいたときには、ひっくり返っていたひとつをつかみとっていた。

「悠ゆう斗と？　お、おい」

　ひよりの声は聞き流した。

　ねちゃっとした指触り。

　パクッとひと口。

　べちゃっとした舌触り。

「そ、そんな、無理に食べてくれなくても……」

　聞こえないフリをして、噛かんだ。

　にちゃっとした歯触り。

　それでも噛み、もぐもぐと噛み、噛んで噛んで噛んで、しっかりと味わったあと、ごくりとやっつけた。

　とても食べられない、という味ではなかった。

　悠斗は、おにぎりの残りを勢いのまま口の中へ押し込んだ。

　中身はシーチキンだった。米そのものの味も、決して悪くない。うん、悪くない。

「………ったく」

　ひよりが、呆あきれたように息を吐いた。それでも、切れ長の目は嬉うれしそうに微笑ほほえんでいる。

　悠斗は、口の中のモノを呑のみ込こんだあと、ふと思ったことをたずねた。

「そっちの部屋って、炊すい飯はん器きあったっけ？」

「わたしもすずめも、炊飯器はもってきてないな」

「ああ、米なら鍋なべでも炊たけるから……朝から大変……」

「いや、鍋もつかってない」

「えっと……じゃあ、飯ごうとか？」

「飯ごうは、樹海での除じよ霊れい演習なんかでつかったことはあるが……家の中では、わざわざつかわないだろ？」

「なら、どうやって炊いたんだよ？」

　訊きいてすぐに、悠斗は思い至いたった。

　レンジでチンするだけの……。

　悠斗はきのう『ひよりの得意なヤツでよろしく。レンジでチンでも、まったくかまわない』と言った。

　ひよりは言われた通り、素直に〝レンジでチン〟を実行しただけじゃないか。それをしつこく訊くなんて……。彼女のがんばりに文句を言いたかったわけじゃないのに……。

　触れるべき話題じゃなかったな、と悠斗は内心で顔をしかめた。

「ま、まぁ、米を炊いた方法なんて、べつに……」

「早起きして、コンビニで買ってきたんだ」

「は？　コンビニって……」

　ひよりのこたえは、予想外のものだった。それどころかさらに、

「買ってきたおにぎりをほぐして、中身を詰め替えて、サイズを小さくして食べやすくしたんだぞ」

　こちらが想像もしていなかったことを口にした。

　彼女は、どこか自じ慢まんげにボリュームの乏とぼしい胸を張っている。

　悠ゆう斗とは、とっさに言葉を返すことができなかった。

　ほぐした？　中身を詰め替えた？　サイズを小さくして食べやすくした？　どうしてそこまで……、と思いはしても、ここは微笑ほほえみながら流すことにする。

「いや、それは、まぁ、なんだ、手て間ま暇ひまかかってるな……」

　流すことにしたけど……、笑顔が微妙に引きつってしまう。

「なにか言いたそうな顔だな？　た、たしかに、米を炊たくというところからはじめたほうが望ましいことは承しよう知ちしている。だが、バレンタインデーのチョコだって、似たようなものだから……わたしは……」

　自慢げな表情から一転して、ひよりの視線がしゅ[image: ][image: ][image: ]んと地面に落下していったから、悠斗は慌ててフォローした。

「がんばった！　ひよりはがんばったよ！　朝から、がんばって弁当をつくって、さっきも、ひとりでがんばって戦った！　すごいよ！」

　ひよりはうつむいたまま、顔をあげようとしない。それどころか、下をむいたまま、「うう……」と嗚咽おえつをもらしはじめた。

「お、おい、ひより？」

　おにぎりのことで、泣くほど傷ついたのか？

　泥がついたひよりの頬ほおを、涙が伝い落ちていく。

「わ、わたしは……がんばっ、たんだ」

　彼女の震ふるえる涙声が、小雨にまぎれて消えていく。

　悠斗は、どうしていいのかわからないまま、とにかくひよりを泣きやませようと声を明るくした。

「うん、がんばったよ。おにぎり、おいしかったから……」

「でも、怖かったんだからな」

「え？」

　怖かった？

「もう、ダメだって、思ったんだからな」

　おにぎり……、のことじゃなかったようだ。

　悠斗は、静かに息を吐いた。

　小雨をまとったひよりが、〝女の子〟に見えた。

　たしかに桜さくらヶが丘おかひよりは、どこからどう見ても女の子だ。それも、平均レベルをはるかに超越した、妖精的な雰囲気と美び貌ぼうをもった子だ。

　しかしながら、身の内に炎えん龍りゆうを封印し、炎の刀である【徒あだ桜ざくら】を操り、常じよう人じんなど及およびもしない身体能力と精神力で悪霊と戦う除霊師クリーナーだから、〝普通の女の子〟といったイメージからはほど遠い存在である。

　少なくとも悠ゆう斗とは、そう思っていた。

　思っていたのに……。

　いま目の前で、怖かった、と彼女が震ふるえながら涙を流している。

「もう、怖くないだろ？」

　悠斗は、自分の心から精いっぱいの〝やさしさ〟をしぼり出し、言葉に溶かし込んだ。

　ひよりが、ここでようやく顔をあげてくれた。

　彼女の濡ぬれた瞳が、悠斗にむけられる。

「わ、わたしは、泣いてないからな」

　あからさまな強がりを口にしながら、よろけるようにして近づいてきた。

　そして、とん、と悠斗の胸に額ひたいをくっつける。

「雨が、目に入っただけだからな」

　まだ言うか、と心の中でツッコミながら、悠斗は声を出さずに笑った。















　強がるひよりは、間違いなく女の子だった。

　ひよりは、悠ゆう斗との胸に額ひたいをくっつけたまま動かない。

　悠斗も、彼女が好きなだけそうしていられるよう、動かずにいた。

　ふたりの呼吸が、どれくらい繰り返されただろうか。

　しばらくして、ひよりが口を開いた。

「ありがとぅ」

　ささやくような声だった。

　悠斗は、すべてが報むくわれたような気持ちで空を見あげた。

　いつの間にか雨がやみ、雲の切れ間から光が差していた。

　ひよりが続けて、

「よ、よかったら、デートは、また今度、や、やり直さないか？」

　消え入りそうな声で、そう訊きいてきた。

　彼女の言葉が、悠斗の心にすとんと落ちてきたから、

「そうだな」

　返事は、考えるまでもなかった。

　細く、それでいて確かな光が、泥だらけのふたりに降り注ぐ。





第四章　メイド イン ダークサイド




「「「「「カンパ[image: ][image: ][image: ]イ！」」」」」

　悠斗、亜あ夢む、ひより、すずめ、ルージュの五人で、ソフトドリンクのグラスを打ち合わせた。

　場所は、合同庁ちよう舎しや内にある喫きつ茶さ店てん『ころべぇ』である。

　亜夢がちょっぴり成長したことをみんなでお祝いしよう、とルージュが言い出したのが最初だった。

「よし、できる限りのことをしよう」とひよりが意気込んだ。

「どこの店に予約入れようかしらね」とすずめが手帳をめくりはじめた。

　だが結局、「そそ、そんな大げさにしないでください。先はまだまだ長いですから……」という亜夢の言葉で、いつもの場所に落ち着いたというわけだ。

　ルージュは、亜夢の成長速度に大げさなくらい驚おどろいていた。彼女曰いわく、驚きよう嘆たんに値するほど速いという。あまりにも速すぎる、並外れて速い、奇跡的なまでに速い、と。

　同じ上位精霊ヴアルゴとは思えない、とルージュは驚きと喜びを隠かくすことなく、言葉だけでなく身振り手振りを加えて亜夢をベタ褒ぼめした。

　亜夢はただただ、顔を真っ赤にして照れくさそうにしていたが、否定はしなかったから、ルージュの言うことに嘘うそや誇こ張ちようはないのだろう。

　ちょっぴり成長とは、具体的にどのような成長をしたのか？　とひよりが質問した。

　亜あ夢むのこたえは、「ひとつの技を習得した」というものだった。

　両手で霊体に接触し、強力な霊流を流すことで瞬時に霊子を分解するという霊技を身につけたという。

　亜夢の説明は「ジャ[image: ][image: ]ッと流して、ササッとまとめてから、プシュ──ッて感じで霊力を送り出すんです」といった感覚的なものだったため、悠ゆう斗とにはよくわからなかった。

　それでも、妹の成長は嬉うれしい。

　ルージュが、丸テーブルについた面々を見回しながら、

「亜夢さんがこのままの速度で成長すれば、三〇年もかかることなく転てん生せい術を習得できるかもしれません」

　これはすごいことなんです！　といったことをアピールしたいのだろう。両りよう眉まゆをあげ、水色の瞳を輝かせ、突き出た胸の前で両手をグッと握にぎった。それだけにとどまらず、両の拳こぶしをブンブン振るから、豊かな胸もいっしょになってぷるんぷるんと震ふるえた。

　それでも、悠斗の気持ちは微妙に下むきで……。

　三〇年もかかることなく……………、耳の奥でルージュの言葉が反響する。

　亜夢が人間に戻ったとしても、自分は五〇歳近くになっていて……。

　兄妹きようだいの年齢は、親子ほども離れてしまってて……。

　それでも、妹が人間に戻れるなら……。

　悠斗は、心をチリチリと弱火で炙あぶられるような痛みを覚えながらも、無理やり頬ほおをゆるめた。みんなに妹の成長を祝ってもらってるのだから、暗い顔は相応ふさわしくない。

　ひよりが、毒々しい青色のドリンクをチュ[image: ][image: ][image: ]ッとストローで飲んだあと、ルージュに顔をむけた。

「サイレンは、亜夢くんが人間に戻るためには転生術しかない、と考えているのか？」

「はい。熟じゆつ考こうした結果です。霊力を高め続ける間、亜夢さんにも考える時間ができますから。うちとしては、もっとも危険の少ない方法だと確信しています」

　すずめも口を開く。

「ん[image: ][image: ][image: ]、亜夢ちゃんに聞いた話だと、あとふたつあったけど……消去法でいくと、わたしも転生術しかないと思うわ。あとのふたつは、ちょっと、ね」

　亜夢が、コクコクとうなずきながら会話を聞いている。

　悠斗は、女の子たちのやりとりを聞きながら、グラスに直接口をつけてホワイトソーダを飲んだ。弱めの炭酸が、シュワシュワとノドの奥へ流れ込んでいく。

　ひよりとすずめは、自分のいないところで〝霊が人間に戻る方法〟を亜夢から聞いたのだろう。

　ルージュが言っていた、霊が人間に戻るみっつの方法を思い出す。

　ひとつめは……。

　だれかが霊界に入って、死者の魂たましいを現世に連れ戻してくる。

　亜あ夢むの場合は、魂が上位精霊ヴアルゴとなってこの世にとどまっているため、一度霊界に入り、霊体を慣らしてから現世に戻るという手順をとらなければならないという。

　ふたつめは……。

　修行を続けて、いまよりもずっと高い霊力を身につけたあと、転てん生せいの秘術を行う。

　ルージュのオススメであり、すずめも賛成してくれている。

　みっつめは……。

　霊や悪霊を喰らい続けて鬼となり、あちこちから集めた人じん骨こつをつかって『鬼き造ぞう人にん間げん』をつくる。そして、その中へ自分の魂を移し替える秘術を行う。

　亜夢を鬼にするなんて、ありえない。

　人骨を集め、それで人間をつくったとしても、それはもはや妹ではない。たとえ姿形が同じでも、決して、血のつながった大切な存在の代わりにはならない。絶対に。

「時間がかかっても、気長にやるしかないということか」

「わたしたちのサポート力も重要になってくるわね」

　言ったあと、ひよりとすずめがそろってストローに口をつけ、チュ[image: ][image: ][image: ]ッとグラスの中身を吸いあげた。

　ルージュが、亜夢に微笑ほほえみかける。

「今後、コツをつかめば、成長速度がさらに速くなるかもしれません」

「が、がんばります！」

　妹が、テーブルにのせた手を握にぎりしめた。

　そのときだった。

『決死のヘッドスライディングゥゥゥッ！』

　ガシャガシャ[image: ][image: ][image: ]ン！

「んなっ!?」

　言葉通り、テーブル上にヘッドスライディングをしてきたのは、金のロングヘアを振り乱した球体関節の人形……、九く九く命みが操るアバターだった。

　グラスを派手に弾はじき飛ばしたアバターが、手にした棒を素早く振りあげ……。

　ぽこっ。

「きゃん」

　棒で額ひたいを叩たたかれた亜夢が、可愛かわいい悲鳴をあげた。

「おい九九命、なにをするんだ？」

「ちょっとケロみ、おつむ大丈夫？」

「九く九く命みさん、理由を説明してもらえますか？　場合によっては……」

『盗とったぁっ！』

　テーブルの上で立ちあがったアバターが、叫ぶなり大きく跳びあがった。その際、天井からつり下げられたシャンデリアに頭をぶつけ、ジャラジャラジャラ～ッと騒そう々ぞうしい音を立てる。

　先日、九九命本人と初めて会ったときのことを思い出す。未完成の人形のような白い瞳をもつ、近寄りがたい妖あやしさをまとった女の子だった。生身の彼女と比べると、本物の人形であるアバターのほうが、よほど血の通った〝いきもの〟に見えてくるから不思議だ。

　店員も、他の客も、廊ろう下かを歩いていた人も、いったい何事!?　とそんなアバターの動きに注目している。

　シャンデリアに頭をぶつけ、無様にも背中からテーブルに落下したアバターは、それでもめげることなく立ちあがり、

『そこのサンシタ、ちょっとどきなさいよ』

　悠ゆう斗とにむかって、シッシッと犬でも追い払うかのように手を振った。

「騒々しいな、斬きるか？」

「斬っちゃいなさいよ、うるさいから」

『斬るとかカンタンに言ってんじゃないわよ！』

　ひよりとすずめの声に、アバターが慌てた様子でテーブルから飛び降りた。

　ぽこっ。

　悠斗の横に降り立つなり、棒で頭を叩たたいてきた。まったく痛くないけど……。

「おい、どうして叩くんだよ？」

『あなた、ほんとにジョージンなみの霊力値ね。サンシタっぽさがぜんぜん改善されてないじゃない』

「あんたには関係ないだろ」

『そう、その通りよ。あなた、サンシタのくせにいいこと言うじゃない。もう、九九命にはカンケーないわ。ヴァルゴのデタラメでビビッドでワンダーな霊力は、ジューブンいただいたし、ね』

「九九命、どういうことだ？　説明しろ」

　ひよりが、ゆらりと椅い子すから立ちあがった。右手には、【徒あだ桜ざくら】の柄つかを握にぎっている。

　すずめとルージュは、ジト～ッとした目でアバターをにらんでいる。

　亜あ夢むは、不安そうな顔で悠斗を、ひよりを、仲間たちを、アバターを、店内にいる他の客たちをキョロキョロと見回している。

「ん？」

　視界の隅に、黒ずんだ奇き妙みようななにかが引っかかったため、悠斗は『ころべぇ』の入口に目をむけた。

　玉たま虫むし色いろのミディアムヘアが、明るい照明の光を頑かたくなに拒絶していた。

　九く九く命みに、『コメディ』と呼ばれていた少女だ。

　唐から草くさ模も様ようのタンクトップと紫色のショートパンツを身につけた女の子の立ち姿は、店内に黒ずんだ違和感しか落とさない。見た目は、とても可愛かわいいのに……。

『コメディ、また勝手に出てきたのっ!?　お部屋の外は危険がいっぱいだって、あれほど言ったでしょ！』

　アバターが、大げさなほど跳びあがり、慌てた様子でコメディに駆け寄っていく。

　病的なまでに青白い顔をしたコメディは、ぼんやりとした視線を中空に漂ただよわせているだけで、アバターにはなんの反応も示さない。

『さ、帰りましょ』

　アバターに手を引かれ、コメディがヨタヨタと店を出ていく後ろ姿を、悠ゆう斗とは黙だまって眺めていた。

『ヴァルゴのデタラメでビビッドでワンダーな霊力は、ジューブンいただいた』

　という九九命の言葉は、いったいなにを意味するのだろう。

　霊力保管部の部長だから、単に霊力を集めて回ってるだけ？　それとも、他に目的があるのだろうか？

「ふん、九九命など放っておいて、亜あ夢むくんのお祝いをやり直そう。ったく、もったいないな、ジュースがこぼれて……」

　ひよりが、スカートの下につけたホルダーに【徒あだ桜ざくら】の柄つかを戻しながら、床に散乱したグラスや氷を見下ろした。目には微かすかな怒りがにじみ、眉まゆ根ねには小さなシワができている。

　ヴ─────────ッ！　ヴ─────────ッ！　ヴ─────────ッ！

　突とつ如じよ、臓ぞう腑ふに響くような音が建物の中に響き渡った。

　なんだ!?　警報音？

「いくぞっ！」

　説明もなく、ひよりが『ころべぇ』の入口にむかって駆け出した。

「悠斗くん、急いでっ！」

　すずめも、椅い子すを倒さんばかりの勢いで立ちあがり、動きをとめることなく走り出す。

「亜夢さん、実地訓練の時間です」

　ルージュが、亜夢の肩を軽く撫なでた。そしてすぐに、水色のロングウェーブヘアをなびかせ、ひよりとすずめのあとを追う。

　ヴ─────────ッ！　ヴ─────────ッ！　ヴ─────────ッ！

「亜夢っ！」

「お、お兄ちゃん！」

　なにがなんだかわからないまま、兄妹きようだい同時に椅い子すから立ちあがった。




　ヴ─────────ッ！　ヴ─────────ッ！　ヴ─────────ッ！

　ざらついた警報音が、廊ろう下かの壁かべに反響している。

　悠ゆう斗とは、足の遅い亜あ夢むを引き離さないように気をつけながら、廊下を走った。

　三〇メートルほど先で、ひよりたちが廊下の角を左へ曲がった。その先は、庁ちよう舎しやの正面玄関だ。

　黒のロングヘア、赤のショートヘア、水色のロングウェーブヘアが、吸い込まれるように廊下のむこうへ消えても、悠斗は走る速度をあげなかった。

　妹を置いていくわけにはいかない。

「お兄ちゃん、あ、悪霊が出現でたのかな？」

「たぶんな。そうじゃないと、霊対部員のひよりたちが、あんなに急がなくてもいいだろ」

「ルージュさんが、〝実地訓練〟って言ってたけど……」

「つまり、そういうことなんだろ」

「う、うん。がんばる」

「無理するなよ」

　亜夢のペースにあわせて角を曲がり、二〇メートルほど先にあるガラス張りの正面入口に目をむけた。

　直線コースを、兄妹ならんでダッシュ！

　気合いを入れようとしたそのとき、その光景が目に飛び込んできた。

「お兄ちゃん、なに、あれ……」

「嘘うそだろ」

　入口はガラス張り。正面の壁も、ガラス張り。そんなガラスのむこうに見えている景色は、悪霊一色だった。しかも、普通の悪霊ではない。先日、ひよりとのデートを邪魔してくれた角をもつタイプばかりのようだ。

　顔面蒼そう白はくとなった合同庁舎の職員たちが、悠斗や亜夢とは逆に建物の奥へ走っていく。

　正面入口の自動ドア前に、ひよりたちの姿があった。部長の九く九く狼ろうもいる。他に、悠斗の知らない顔が一〇人ほど。みんな、霊れい障しよう対たい策さく部ぶの部員なのだろう。

　何人かが悠斗たちに視線を投げてきたものの、口を開く者はひとりもいなかった。

「そろったな」

　悠斗と亜夢が足をとめると、目だけでうなずいた九九狼がさっそく話しはじめた。

　ひよりとすずめは、部長の前で背筋を伸ばし、不動の姿勢をとっている。

　ルージュが、亜夢にそっと身を寄せ、その背をやさしく撫なでた。リラックスさせようとしているのだろう。

　亜あ夢むが、どこか緊張した面持ちながら、目だけで微笑ほほえんだ。

　妹のことは気がかりだが、ルージュに任せておけばいい。

　亜夢から気持ちを引き離した悠ゆう斗とは、ひよりと肩をならべた。そして、九く九く狼ろうの鋭するどい目を真まっ直すぐに見つめる。

　作さ務む衣えの上からシマウマ柄のちゃんちゃんこを羽織った部長は、建物に群がっている悪霊たちには目をむけることもなく、手にした仕込み杖【雉ち兎と世せ】をからだの正面に立て、重ねた両手でしっかりとその上部を押さえている。

「あの悪霊たちは、こん前、桜さくらヶが丘おかからもろうた報告ん中にあったタイプやろ。名前、なんやったかな？」

「報告書には〝改かい悪あく種しゆ〟と書きました」

　ひよりが、短くこたえた。

　九九狼が、「そやったな」とうなずいたあと言葉を続ける。

「あの改悪種は拒きよ邪じや結けつ界かいば破りきらんけん、一般職員の安全は心配せんでよか」

　たしかに、改悪種と呼ばれた悪霊たちは、建物から五メートルほど離れ、そこからは一歩も踏み込んでこようとしない。見えない壁かべに阻はばまれているのだ。

「それでも、ちぃと急がんと街の一般人に被害がひろがるけん、みんなに働いてもらうばい。ちょっと数が多かけん、気ば抜かんごと。ワシとルージュが出たあとに、いつものペアで四方に散って……」

「九九狼さん、うちは亜夢さんとペアを組みますので、先発は遠えん慮りよさせてもらってもよろしいですか？」

　九九狼の言葉を遮さえぎったルージュが、ニコニコと笑いながら亜夢の肩を抱き寄せた。

　みんなに注目され、亜夢が顔を紅あかくしてうつむいた。

「なんや冷たかなぁ、ワシひとりで先発せんといかんのやったら、頭が寒ぅなるやんか」

　部員たちの中から、クスクスと笑いがもれた。ひよりとすずめも唇くちびるをゆるめている。

　どうやら、ここは笑うところだったようだが、悠斗にはポイントがわからない。

「ルージュは、［不死鳥フエニツクス］の指導官やけん、しゃーないね」

　九九狼が、ちゃんちゃんこの裾すそをひるがえし、入口にむき直った。

　ひよりがすかさず、スカートの下から【徒あだ桜ざくら】の柄つかを抜きとった。

　すずめが、ジャキ─ン、と右みぎ袖そでの中から警棒状の【鵺ぬえ震なり】を出した。

　他の部員たちも、それぞれどこからともなく武器らしきモノをとり出している。

「亜夢さん、訓練の成果を存分に発揮してください。うちがついていますから、なんの心配もいりません」

「は、はい。がんばります！」

　すぐ後ろから、ルージュと亜夢の会話が聞こえてきた。

　悠ゆう斗とは、意識して静かな呼吸を繰り返し、気持ちの波を小さくした。

　霊れい障しよう対たい策さく部ぶでの初仕事。

　そのことを考えると、わずかに呼吸が速くなる。

　落ち着け、と自分に言い聞かせる。やれることをやる。それだけだ。

「悠斗、思いきりやれ。わたしが背後を守る」

　ひよりが、肘ひじで悠斗の脇わき腹ばらを突いてきた。

「ニョロり、手首はもういいの？」

「問題ない。骨のヒビ程度なら一日もあれば回復する。炎えん龍りゆうのお陰だ」

「なら安心ね。悠斗くん、ニョロりとわたしがついてるから、ガンガンいっていいわよ」

　すずめが、パチッとウインクを飛ばしてくる。

　悠斗は、笑みを添そえて小さくうなずいた。

「ワシが〝雉ち兎と世せ〟ば抜いたら、みんな出てよかけん。それまで待機な」

　九く九く狼ろうが、これから散歩にいってきます、といった気楽な感じで、スリッパをぺたぺたいわせながら自動ドアからエントランスへ、そこからさらに外側の自動ドアを抜けて空の下へ出ていく。

　ひよりとすずめが、コソコソと言葉を交わしはじめた。

「まさか、部長がすべて除じよ霊れいするつもりじゃないだろうな？」

「それじゃあ、部員わたしらが経験積めないでしょ。新人の悠斗くんと亜あ夢むちゃんもいるんだし」

「しかし、〝雉兎世〟を抜かなくても、スケカクを暴れさせるだけで悪霊の二、三百は楽勝だろう」

「まぁ、そうでしょうね。改かい悪あく種しゆだっけ？　あいつら、霊子結合がたしかに強固だけど、スケカクの敵じゃないわ」

「部長は、〝雉兎世〟の抜ばつ刀とうを突撃の合図にした。ということは……」

「抜かなかったら、黙だまって見てろってこと？」

「そもそも、部長の太た刀ち筋すじを目で追える者が、この中にいるのか？」

「わたしは、ん[image: ][image: ][image: ]、無理、かも……」

「わたしは見えるぞ」

「嘘うそね」

「う、嘘じゃないぞ。キラッと光るから……」

「それ、見えてるって言わないでしょ」

　部員たちにも、ひよりとすずめの会話は聞こえているはずだ。が、口を挟んでくる者はひとりもいない。全員が、ガラス越しに見える九九狼の背から目を離さない。

　数秒後、彼の右斜め前方に巨大な霊れい獣じゆうが現れた。先日、龍りゆうヶが峰みね公園で遠目に見た白い四つ足の怪物だ。ひよりが、『牙が獣じゆうのカクサンだ』と教えてくれたのを思い出す。

　続けて、九く九く狼ろうのカツラがモゴモゴと蠢うごめいた、と思った次の瞬間、彼の左斜め前方に毛むくじゃらの黒い巨人が現れた。身長は二メートルほどだろうか。もこもことした巨きよ躯くに腕のようなモノと足のようなモノがついている。子どもに好かれそうな外見だ。

　カツラが霊れい獣じゆうとしての姿を現したため、九九狼の頭には当然なにものっていない。つるつるのスキンヘッドである。『頭が寒ぅなるやんか』という言葉は自じ虐ぎやく的てきなジョークだったようだ。

　悠ゆう斗とは、二匹の霊獣の姿をしっかりと目に焼きつけた。その圧倒的な存在感に胸を圧迫されるような心地になった。

「あの、毛むくじゃらの子、なんだか可愛かわいいですね」

　亜あ夢むが、ポソッとつぶやいた。

「亜夢くん、あの毛もう獣じゆうはスケサンというんだ。わたしも、可愛いと思ってる」

　ひよりが、すぐに同意を示す。

「可愛いというより、暑苦しい？　真冬なら役に立ちそうだけど」

　すずめが、ちょんと肩をすくめた。

「見た目がどうであれ、スケカクは極きわめて優秀な霊獣です」

　ルージュが、突き出た胸の下で軽く腕を組む。

　そのとき。

　ゴガアアアアアアアアアアッ！

　ヴォオオオオオオオオオオッ！

　スケサンとカクサンが、改かい悪あく種しゆの群れに正面から突っ込んでいった。

　九九狼が、その後に続いてゆっくりと拒きよ邪じや結けつ界かいの外へ歩み出ていく。

　改悪種が、まるで強風に吹かれた埃ほこりのように舞い、空中で次々と霧む散さんし、大気の中へ消えていく。

　現実から隔かく離りした、怪獣映画のような光景だ。

　スケサンとカクサンが切り開いた道を、九九狼が悠々と歩いていく。

　瞬間、悠斗は九九狼の手もとでなにかがキラッと光ったのに気づいた。直後、彼に近づこうとしていた改悪種の数体が細切れになったあと、瞬またたく間まに消滅した。

　なにかやったのか？

「抜いたっ！」

　ひよりが、弾はじかれたように駆け出した。

　彼女に引っ張られるように、部員たちも走り出す。悠斗も足を踏み出した。すずめ、ルージュ、亜夢も小走りで部員たちのあとに続く。

　九九狼の姿はもう、改悪種の群れに呑のみ込こまれて見えなくなっている。霊獣たちの巨躯は、探さなくてもわかるけど……。

　悠ゆう斗とは、部長や仲間たちの存在に心強さを感じながら、拳こぶしを固めて外へ飛び出した。

　自分は、自分にできることを全力で！




　ボォゥゥゥッ、と【徒あだ桜ざくら】の柄つかから炎の刀身を吹き出しながら、

「つぇぁっ！」

　ひよりが最初の改かい悪あく種しゆに斬きりかかった。

「ほぁちゃ───っ！」

　すずめが、警棒状だった【鵺ぬえ震なり】をヌンチャクに変え、裏返った声を発しながら改悪種の群れに飛び込んでいく。

　ルージュは、近づいてきた改悪種に一発の水弾を放って足どめしただけで、連打を浴びせて一気に消滅させようとしない。おそらく、亜あ夢むのために弱らせたのだろう。

　妹が動きを鈍にぶらせた悪霊に駆け寄り、「えいっ！」と両手を押しつけた。

　たったそれだけで、ミキサーの中に放り込まれた豆とう腐ふのように、改悪種のからだがぐちゃぐちゃに崩れ、ボシュッと消滅してしまった。

　爆ばく風ふうパンチより、ずっと浄じよう化か力があるんじゃないか？

［不死鳥フエニツクス］かもしれない亜夢の技を目まの当あたりにして、悠斗は思わず唸うなった。

　殴るどころか、拳を固めることさえなく、霊体に触れるだけで浄化するという技は、本当に亜夢らしい。両手を相手に接触させた際、ふたつの瞳、それぞれの端から青白い炎の舌がちろちろとゆれるのが見えたけど……、それだけ霊力を放出する勢いが強いのだろう。てのひらだけでなく、目からも霊炎ほのおがあふれ出してしまうほどに。

　他の部員たちも、各おの々おのに悪霊たちと戦っている。もたもたしている者はひとりもいない。

　悠斗も負けじと、黄色い牙を剥き出して襲いかかってきた改悪種の顔面に、

「うらぁっ！」

　右ストレートを突き入れた。

　悪霊の顔が歪ゆがみ、大きなからだがゆらいだ。

　悠斗はすかさず、大振りの左フックで醜しゆう悪あくな横面を打ち抜いた。

　悠斗よりも頭ひとつ大きな霊体が、旋せん風ぷうに切り刻まれるようにして消滅する。

「お兄ちゃん、後ろっ！」

　ボシュッ！

　亜夢の声に振りむいたのと、穢けがれた悪霊の顔が消し飛んだのは、ほぼ同時だった。

　悠斗の背後に迫っていた改悪種を、亜夢が浄化してくれたのだ。

「サンキュ、亜夢」

　妹の大きな瞳から、青白い霊炎が掻かき消きえる。

「この技の名前、〝灯瞳サイン〟っていうんだよ。ルージュさんがつけてくれたの。あたしの、この目、彷徨さまよってる霊のためにね、暗い道の先を示してあげることができるやさしい目なんだって」

「サインか。いい名前だ……なっ！」

　今度は悠ゆう斗とが、亜あ夢むに手を伸ばしてきた改かい悪あく種しゆの腹を蹴けり飛ばした。ほぼ同じタイミングで、ルージュの水弾も悪霊の顔面を打ち抜いた。

　蹴りと水弾をまともにうけた改悪種のからだが、どろりと溶けるようにかたちを崩す。

「やっ！」

　亜夢が、両手を改悪種の胸に当てて瞬時に消滅させた。そして、瞳からもれ出た青白い炎が消えるよりも早く悠斗の後ろに回り込み、自分の背中をくっつけてくる。

　兄妹きようだいで、互いの背後を守り合う。

「お兄ちゃん、あたしね、最初にサインをつかうとき、すごく怖かったの。悪霊でも、この世界から消えちゃうのは、やっぱり怖いだろうなって思ってたから……」

「亜夢……」

「でもね、悪霊がパッて散っていくとき〝ああ、これでやっと〟っていう解放感が伝わってきたの。それが、サインをつかったときわかったの」

　しゃべりながらも、亜夢は瞳を霊炎ほのおの中に滲にじませながら、次々と迫りくる改悪種たちを消滅させていく。拳こぶしを放たれても、両手でうければ殴ったほうが消滅してしまう。

　妹の両手にはいま、悪霊に対する強力な矛と盾が握にぎられている。

　悠斗には、そんなやさしい武器が視みえたような気がした。

「亜夢さん、いいですね。とてもいい動きです。とても、いい、動きです。一〇〇点満点の出で来き栄ばえなので、繰り返しました」

　大きく両手をひろげたルージュが、左右から寄ってくる改悪種を強力な水弾で弾はじき飛ばしながら、戦場には不釣り合いなぽわぽわとした笑みを浮かべた。

　しかしすぐに表情を引きしめ、素晴らしいコンビネーションを披ひ露ろうしているひよりとすずめに目をむけた。

「ここは他の方々にお任せして、スカッドうちらは庁ちよう舎しやの裏手に回りましょう。悪霊が街中へ散ってしまう前に一いつ掃そうしなければなりません」

　ルージュの声に、ひよりとすずめが素早く集まってきた。悠斗と亜夢も、彼女たちの後ろにつく。

「では、トリプルと悠斗さんが前ぜん衛えい、南なん條じようさんと亜夢さんは、前衛のサポートに回ってください。殿しんがりはうちが担にないます。改悪種たちを放った者が潜ひそんでいるやもしれません。くれぐれも油断しないようにお願いします。では、いきましょう」

　ルージュの言葉に逆らうことなく、ひよりが庁舎の建物を左手に見ながら移動をはじめた。悠斗も、意見や疑問を口にすることなく彼女の横につく。すぐ後ろに亜夢とすずめ。いちばん後ろにルージュ。

　改かい悪あく種しゆたちが、次々と襲いかかってくる。

『改悪種たちを放った者が潜ひそんでいるやもしれません』とルージュは言った。

　断定は禁物だが……、おそらくスペードだろう。

　悠ゆう斗とは、改悪種たちを手当たり次第に殴りつけながらも、周囲に気を配った。

　四方には、暗い憎悪に染まりきった鬼の顔ばかり。ムカつくニヤケ面は、いまのところどこにも見えない。




　悠斗は、数えきれないほどたくさんの改悪種を殴りつけた。

　ひよりは絶え間なく【徒あだ桜ざくら】を振るい、すずめは【鵺ぬえ震なり】を巧みに操り、亜あ夢むは灯瞳サインを連発し、ルージュは水弾を放ち続けた。

　五人でひと塊かたまりとなって建物の角を曲がり、職員専用の駐車場を突っ切ろうとしたそのとき、悠斗は首筋にヒヤッと冷気を感じた。

　なに!?

　刹せつ那なの違和感に、悠斗はひよりに目をむけた。

　彼女も、こちらを見ていた。

　ふたりの視線が重なった。

　バサバサッ、という羽音が落ちてきた。

　頭上!?　と思ったそのときにはもう、どす黒い影がひよりに覆おおいかぶさっていた。

「ひよりっ！」「ニョロり！」「桜さくらヶが丘おかさんっ！」「トリプルっ！」

　みんなの声が重なった。

　影の正体は、スペードだった。

　汚らわしい突然変異霊ミユーテストが、落ちてきた勢いのままひよりの左肩に食らいつく。

「っ、ああっ!?」

　ひよりが、苦痛のうめきをもらした。それでも彼女は、目の力を消すことなく、

「く、ぅ、あああああっ！」

【徒桜】をスペードの脇わき腹ばらに突き立てた。

　炎の切っ先が、タキシードの背から現れた。

　紅のゆらめきを目にするなり、悠斗は跳んだ。

　スペードが、ひよりの肩口から血に濡ぬれた唇くちびるを離し、ニィィと人類すべてを見下したような笑みを浮かべた。そんなニヤケ面に、

「おおおああぁっ！」

　悠斗は、全身全霊を込めて右みぎ拳こぶしを叩たたきつけた。

　スペードの長身が、大きく仰のけ反ぞった。

　今度こそ逃がさない！　と悠ゆう斗とはさらに踏み込んだ。

　鋭気をまとった兄の横で、青のポニーテールがぴょんと跳ねた。

　悠斗は、妹の頭上すれすれで拳こぶしを放った。

　亜あ夢むが、両手をスペードのみぞおちに押しつけた。

「おらぁっ！」

　悠斗の右拳が、スペードの頬ほおにめり込んだ。

「やあぁっ！」

　亜夢の瞳から、青白い霊炎ほのおがもれた。

　兄妹きようだいの圧倒的な力が、スペードの長身に牙を突き立て、噛かみ砕くだき、すり潰つぶし、咀そ嚼しやくし、

　ギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！

　許したのは下げ卑びた悲鳴だけ。飛んで逃げる間を与えることなく、粉ふん砕さいした。

　悠斗は、打ち抜いた拳を強く握にぎりしめた。

　スペードが消滅した！

　自分と妹で力を合わせ、狂霊種バーサーカーになりかけていた最悪の突然変異霊ミユーテストを倒したのだ！

　やった！　という気持ちのまま、亜夢に目をむけた。

　が、しかし。

　妹の瞳は、不安げな色に染まっていた。その表情には、ひとカケラの喜びもない。

「お兄ちゃん、これ、変だよ」

　亜夢の言葉で、心が急速にざわつきはじめた。

　これ、変だよ。って、なにが？　妹は、なんらかの違和に気づいたのか？　結界を身にまとっているような自分の能力では、察知できないなにかを……。

　両手をひろげたルージュが、周りの改かい悪あく種しゆたちに水弾の雨を浴びせることで、悠斗たちを守ってくれている。

　噛まれた左肩を右手で押さえたひよりが、苦しそうに顔を歪ゆがめた。白い顔には、汗の粒が浮かんでいる。

　すずめが、ひよりの背に手を添そえた。

「ニョロり、傷は？　止血して、すぐに解かい呪じゆ術じゆつをうけなきゃ……」

「わ、わたしは、スペードの、霊気を、ずっと、探って、いたのに……」

「わたしも気づけなかったわ。アイツ、なんらかの方法で霊気を消してたのよ」

「くっ、なにをした……」

「なにをしたにしても、スペードは、もう、悠斗くんと亜夢ちゃんが除じよ霊れいしたわ。そんなことより、早く解呪術を……」

「いや、ヤツは、まだ……」

　ひよりが、その場にフラフラと両りよう膝ひざをついた。

「ニョロり!?」

　すずめの声に、ひよりがわずかに顔をあげた。が、血の気の失せた唇くちびるをわずかに動かしただけで、その場にうずくまるようにして倒れてしまった。

「ひよりっ！」

　悠ゆう斗とは慌てて彼女に駆け寄り、そのからだを抱き起こした。

「桜さくらヶが丘おかさんっ！」

　亜あ夢むも、ひよりの顔を覗のぞき込こむ。

　顔中に汗を浮かべた彼女は、目をきつく閉じ、荒い呼吸を繰り返してる。頬ほおは、生者の色とは思えないほど青白い。

「ルージュ、ニョロりが感う染つされたわ！」

「中へ戻ります！　悠斗さん、トリプルを運んでください。南なん條じようさん、亜夢さん、後方の守りをお願いします。それでは、いきましょう！」

　ルージュが、水色のロングウェーブヘアをひろげて素早く回れ右をするなり、両手を前へ突き出した。すぐさま、細い十指から水弾の豪雨を放ちはじめる。

　悠斗は、ひよりの細いからだを抱きあげた。不安になるほど軽かった。

「ひより、負けるなっ！」





エピローグ




　正面玄関付近にはもう、改かい悪あく種しゆは一体もいなかった。少し離れた場所で、スケサンとカクサンが改悪種たちを蹴け散ちらしている。他の部員たちも、それぞれ活躍している様子だ。

　悠斗は、そんな仲間たちの動きを横目に、できるだけ足を速めた。

　スペードに呪じゆ毒どくを感う染つされたひよりが、先ほどからずっと荒い呼吸を続けている。とても苦しそうに。

「ニョロり、しっかり！」

「桜ヶ丘さん、がんばってください！」

　すずめと亜夢が、ひよりへ懸けん命めいに声をかけている。

　こたえる気力がないのか、あるいは聞こえていないのか、ひよりは荒い呼吸を繰り返すばかりで、目を開けようとしない。

　ルージュが、こちらに近づいてきた改悪種の頭を水弾で打ち抜いたあと、ようやく正面入口の拒きよ邪じや結けつ界かい内に入った。

　悠斗も、すずめと亜夢に守られるようにして、結界内に足を踏み入れた。これで、改悪種の攻撃をうける心配はなくなった。あとは、解かい呪じゆ術じゆつを施ほどこせる場所へひよりを少しでも早く運ぶだけだ。

　自動ドアの前で、ルージュが足をとめた。

「？」

　早く、ほら、急いで、中へ……、と思った直後、悠ゆう斗ともとまった。

　エントランスに、ふたりの女の子が立っていたからだ。

　ひとりは、日傘を差した九く九く命みだった。アバターではなく、本人だ。

　真っ黒なゴシックロリータドレスを着た彼女が、真っ黒な日傘をくるくる回しながら、うっすらと笑みを浮かべた。暗色の妖あやしい美しさが、赤黒い唇くちびるからぽたりぽたりと滴したたり落ちてきそうな笑みである。

　もうひとりは、もちろんコメディだ。九九命の後ろに隠かくれるようにして立っている。

「九九命さん、急いでいますので、そこをどいてください」

　ルージュが、九九命にトゲのある視線を投げつけた。

　九九命の人形的な微笑ほほえみから、なにか得体の知れない香りが漂ただよってきたような気がして、悠斗は思わず息を呑のんだ。瞳に色を入れてもらうまで、どうして待てなかったんだ？　ほら、早く制作者のところに帰れ、とそんな気持ちになってくる。

　ここで気づいた。

　くるくると日傘を回している彼女の両手、それぞれの甲こうに蔦つたが絡まり合ったような模様が描かれていることに。手首から上に続いているようだが、長なが袖そでを着ているためどこまで描かれているのかわからない。先日会ったときは、白くてきれいな手だったのに。















　ボディ・ペイントだろうか？　それとも、本物の……。

「ケロみ、さっさとそこをどきなさいよ。あんたの相手をしてる暇ひまなんか……」

　すずめの言葉を、ルージュが手をあげて押しとめた。

「お兄ちゃん、あの人、なんだか……」

　亜あ夢むが、悠ゆう斗との背に身を寄せてくる。どういうわけか怯おびえているようだ。

　悠斗は、ひよりのからだをしっかりと抱いたまま、九く九く命みの白い瞳を見つめた。ちょっとでも気を抜けば、瞬またたく間まに魂たましいを吸いとられてしまうかもしれない。そう感じてしまうほど、彼女の瞳どう孔こうは魔的な力をもっている。

「九九命さん、それは、呪じゆ斑はんですね？」

　ルージュが、九九命の手もとに視線を突き刺し、静かに、それでいて懸けん命めいに怒りを押し殺しているような声でたずねた。

「ピンポ[image: ][image: ][image: ]ン。大セーカイ。ひと目で見抜くなんて、さすがルージュね」

　九九命が、妖あやしい笑みをひろげた。どこか子供っぽさのある笑顔だが、それでも魔が溶け込んだような不気味色は薄まらない。

「ジュハンって、なんですか？」

　亜夢が、ルージュの顔を見あげた。

「悪魔と契約したという、呪われた証あかしです。契約内容を満たせなかった場合は、心を蝕むしばまれてしまいます」

「えっと、アクマって、あの悪魔、のことですよね……？」

「ケロみ、あ、あんた、自分がなにやってんのか、わかってんのっ!?」

「パンパカパ[image: ][image: ][image: ]ン！　満タンジョータイの蓄ちく霊れい棒ぼうぉ～！　この棒が、キセキの精神注入棒となりま～す！」

　ルージュの静かな怒りや、亜夢の驚おどろきや、すずめの怒鳴り声などすべて無視して、九九命が革ベルトを巻いた細腰の後ろからバトン大の棒をとり出し、顔の前に突き出した。

　亜夢の頭をぽこぽこ叩たたいていた棒だ。悠斗も叩かれた。

　亜夢が身をすくめ、悠斗の背にこそこそとからだを隠かくした。

「人間シャカイのテーヘンで、考えナシに生きてるサンシタのみなさんに、人類がとうの昔に失ったキセキのつくりかたをお見せするわ」

「九九命さん、あなた……」

「ケロみ、ふざけてんじゃないわよ！」

「お、お兄ちゃ～ん」

　悠斗は、ひよりのからだを抱えたまま、半歩だけ後あと退ずさった。亜夢が、背にしっかりとしがみついてくる。

　蓄ちく霊れい棒ぼうを逆手にもち替えた九く九く命みが、それをいきなりコメディの左胸に押しつけた。

　瞬間、空気が震ふるえることなく、なにかが爆発した。爆音も、衝撃も、振動も、なにも感じない。それでも、強すぎるなにかが、肌はだに伝わってきた。

「あっ、な、なんてことをっ！」

「きゃっ!?　ダ、ダメっ！」

　ルージュと亜あ夢むが、悲鳴のような声をあげた。

　なにが起こっているのか、悠ゆう斗とにはわからない。なのに、全身が刺とげ々とげしいなにかによって圧迫されていることだけは、ハッキリとわかった。

　すずめも似たような感覚を抱いているのだろう、眉まゆ根ねに深いシワを刻み、警棒状の【鵺ぬえ震なり】を手に身構えたまま動けないでいる。

　九九命が、蓄霊棒の先をコメディの左胸に押しつけた。その意味は？

　そんなことより、ひよりの中から呪じゆ毒どくをとり除くことが最優先で……。

　悠斗は、ふと気づいた。

　ぼんやりしていたコメディの瞳に、鮮やかな意志の光が宿やどっている。その左目は……。

「やった！　大セイコウよ！　人類は、新たなイッポを踏み出したわっ！」

　九九命が、右手に蓄霊棒、左手に日傘をもったまま、両腕を頭上に突きあげた。

「九九命さん、あなたは、禁きん忌きを犯おかしたんですよ？」

「キンキなんて、どっかのだれかがカッテに決めたことでしょ」

　ルージュと九九命がにらみ合う。

　亜夢が、悠斗のシャツをギュ～ッとつかんだまま離さない。

「ケロみ、あ、あんた、なに、やったの？」

　すずめが、かすれた声でたずねた。

「ケロみって呼びかた、ほんとにムカつくけど……いまは気分がいいから聞かなかったことにしといてあげる」

　九九命が、妖あやしさたっぷりの笑みを浮かべた。

　驚おどろいたことに、後ろに立つコメディも目を細め、にんまりと笑った。彼女が表情を動かしたのは、これが初めてだ。少なくとも悠斗が見ているときには……。しかも、灰色グレーだった瞳が、左目だけ鮮紅色スカーレツトに変わっている。

　九九命が、そんなコメディの華きや奢しやな腕をつかみ、　自じ慢まんげに言い放つ。

「スペードの魂たましいは、この子の中に九割ほど残ってるわ」

　彼女の言葉が、悠斗の心臓に突き立った。

　スペードの魂が、九割ほど……？　コイツは、いったいなにを言って……。

　九九命が、得意げに言葉を続ける。

「サンシタのみなさんに、自分たちは下か等とう種しゆなんだってジカクをもたせてあげるわ。トリモナオサズ、人類はまだまだチエとケーケンが不足してるってことね」

　九く九く命みの周囲で空気がゆれた。

　悠ゆう斗とがそう感じたときにはもう、彼女の両手から呪じゆ斑はんが消えていた。

「ほら、見て見て、ケーヤクがカンリョーしたから、消えちゃったわ」

「九九命さん、あなたは、スペードと契約を交わしていたのですか？」

　ルージュの冷たい声に、九九命が嬉うれしそうにうなずいた。

「そ。ケーヤク交わしてたの。スペードがつくったヒトガタとアイツの魂たましいをムスびつけてあげるだけなんて、子どもにだってできるわ。交わさなきゃソンでしょ？」

「まさか、あなたは、き、鬼き造ぞう人にん間げんを………九九命さん、ご自分がなにをしたのか……」

「モチロンわかってるわ。キゾー人間、いいんじゃない？　この子はもう、肉体をもった人間よ？　だから、霊対の自由にはできないからね。あ、先に言っとくけど、外の悪霊はスペードがカッテにばらまいたんだから、九九命はカンチしてないわ」

「スペードが、トリプル……桜さくらヶが丘おかさんを襲うことは、知っていたのですか？」

「桜ヶ丘さんの肩、カまれたの？　アイツ、最後のひと刺しぶんを残しておくって言ってたけど、そういうことだったのね。なによその目は？　九九命は本当になにも知らなかったのよ。どうせアイツ、コメディにほとんどの魂を移したから、あすの朝までには消滅してたはずよ。九九命と別れるときは、もうヌケガラだったもの」

　ルージュと九九命の会話を聞きながら、悠斗は何度もツバを呑のみ込こんだ。

　話を要約すれば、九九命がスペードの鬼造人間づくりを手伝った、ということになる。

　その鬼造人間はいま、目の前にいる。

　玉たま虫むし色いろのミディアムヘア。灰色グレーの右目と鮮紅色スカーレツトの左目。唐から草くさ模も様ようのタンクトップ。紫色のショートパンツ。一二、三歳くらいの少女にしか見えない、ほんの少し前から笑えるようになった女の子。

　悠斗はここで、スペードは人間に戻った、という事実に気がついた。

　それでも、外見は似ても似つかない。それどころか、性別も、おそらく違ってる。

　スペードはすでに壊れていたのだろう。心が壊れても、人間に戻りたいという望みを捨てきれず……。足あ掻がいて足掻いて足掻き続けて、とうとう……。

　悠斗は、九九命とコメディを見つめた。

　九九命は霊力保管部の部長だから、スペードと接触する機会はいくらでもつくれただろう。でも、どうして危険な契約を交わしてまで鬼造人間に魂を吹き込む作業を手伝ったのか？　見返りはなんだ？

　ルージュが九九命をにらむのをやめ、視線を悠斗に移した。

「いきましょう。現時点での最優先事項は、トリプルの解かい呪じゆです」

　言って、九九命とコメディを押おし退のけるようにしてエントランスを抜け、内側の自動ドアの前に立つ。

　悠ゆう斗とも、亜あ夢むに背を押されるようにして水色のロングウェーブヘアを追った。

　すずめも苦々しい顔をしたままついてくる。

「そうね。急いでここからハナれたほうがいいわ。これからはじまるショーは、ヴァルゴにはかなりキケンですからね」

　すれ違うとき、九く九く命みがそんな言葉を口にした。

　そして、自動ドアが背で閉まるとき、

「コメディ、黄泉孔道ルート６６６を開きなさい！」

「は～い、おねえちゃん」

　短い会話が聞こえてきた。

　悠斗は、ひよりを抱いたまま肩越しに振り返った。

　エントランスの内側と外側、そのふたつの自動ドア越しに黒い煙が渦うずを巻いているのが見えた。直径三メートルほどはあるだろうか。禍まが々まがしくうねっている。

「な、なによ……あれ？」

　すずめが、声を震ふるわせた。

「やぁ[image: ][image: ][image: ]、おお、お兄ちゃん、助けてぇ[image: ][image: ][image: ]」

　悠斗の腕にしがみついたまま、亜夢の細い両足が宙に浮いた。まるで、なにかに引っ張られているかのように。

「ゃ、ぁ、ゆ、悠斗さんっ！」

「っ!?」

　ルージュが、むぎゅ[image: ][image: ][image: ]っと悠斗の首に抱きついてきた。彼女の両足もまた、突とつ如じよ現れた渦にむかって引き寄せられている。

　渦になんの引力も感じない悠斗は、同様にきょとんとしたまま立っているすずめと顔を見合わせた。

　生身の人間には、なんの影響も及およぼさないのか？　亜夢とルージュは、突然変異霊ミユーテストだから渦に吸い寄せられている？

　ひよりを抱いているため、ふたりをつかんであげることができない。

　ハッと気をとり直したすずめが、悠斗の代わりに慌てた様子でルージュと亜夢の腕をつかんだ。

　ひと呼吸後、まだまだたくさん残っていた改かい悪あく種しゆたちが、次々と渦の中へ吸い込まれていくのが見えた。次々と。次々と。次々と。なんの抵抗もできないまま、次々と。

　ひよりの苦しそうな息づかいに急せき立たてられながら、悠斗は背筋に冷たい汗を感じた。

　いったい、なにが起こってる？





あとがき




　彼女に話しかけてほしい。

　彼女とおしゃべりしたい。

　彼女に好意をもたれたい。

　ぶっちゃけ、彼女に迫られたい。迫られたい。迫られたいぃっ！

『俺が彼女に迫られて、妹が怒ってる？』の三巻は、そんな願望のもとに生まれました。

　書き手であるボクは喜んでます。

　一方、主人公の妹である亜あ夢むが怒ってます。ごめん。




　デート、あるいは逢引。いい響きです。

　三巻では、三人のヒロインたちが主人公である悠ゆう斗ととデート（っぽいこと）をしますが、ただ単にラブラブ＆イチャイチャしてばかりではおもしろくありません。ドキドキ＆ハラハラもほしいところです。それでもやっぱり、ラブラブ＆イチャイチャはデートに必要不可欠な要素ですから……。

　さて、ここで問題です。いちばんイチャイチャ＆ラブラブなデート（っぽいこと）を実現させた女の子はだれでしょう？

　あとがき先読み派の方は、本文へどうぞ。

　読後の方は、こたえをお願いします。

　なお、正解された方々にはもれなく、たとえ不正解であっても、野の島じまけんじより心を込めて大感謝の念波をお送りします。

　だ・い・か・ん・しゃああああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁっ！

　念波、届きました？




　デートの楽しみ方は、人それぞれです。

　とにもかくにも、楽しんでいただけたら幸いです。




　最後になりましたが、謝辞を。

　三巻もまた、武む藤とう此くり史ひと先生にラブラブ＆イチャイチャなイラストを描いていただきました。前シリーズより数えて、これで20巻めのおつき合いとなります。

　イチャイチャ成分をしっかりと加えてくださる担当のＫ様。ならびに編集部の皆様。

　この本に興味をもち、手にとってくださった心やさしき読者の皆々様。

　ありがとうございました！









　著者

　野島けんじ（のじま・けんじ）

　　「ものをつくり出す」という仕事は『年中無休』です。

　　「一生、ものづくりに携わる」つもりなら『生涯夢求』となります。

　　24時間。寝ても覚めてもそればかり。

　　夢求夢求むきゅ───っ！

　　結果、端から見ると変な人ができあがります。




　イラストレーター

　武藤此史（むとう・くりひと）

　　10月13日生まれ

　　水戸市出身納豆食べられない

　　最近何時に寝ても８時に目覚められる特殊能力に目覚めました。ばんざい




　　買って１年足らずの携帯の様子がおかしくてつらい…！

　　そうだ！(:3)冬服出したらかえに行こう！

















　　カバー・口絵・本文イラスト／武藤此史

　　装丁／AFTERGLOW
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野島けんじ





[image: ]





2012年11月30日　発行





(C)Kenji Nojima 2012





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ＭＦ文庫Ｊ『俺が彼女に迫られて、妹が怒ってる？３』

2012年11月22日初版第一刷発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

https://www.kadokawa.co.jp/





メディアファクトリー　カスタマーサポート

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）













item/image/kuchie-002.jpg
2T N AN D 010407
...... TR i
SN HSR S PO D UR

7






item/image/kuchie-003.jpg





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/cover.jpg
)

Must!

ration Aﬁ%






item/image/p215.jpg





item/image/p097.jpg





item/image/p173.jpg





item/image/p013.jpg





item/image/p063.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		CONTENTS



		プロローグ



		第一章　サイレンデート



		第二章　みえっぱりフェスティバル



		第三章　親睦びより



		第四章　メイド イン ダークサイド



		エピローグ



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/logo-bj.png





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p163.jpg





item/image/gaiji-0001.png





item/image/p245.jpg





